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屋 根 防 水 / 地 下 防 水 / 橋 梁 防 水 に

ベルト本7t・2レヌヤ〉グ困

ご 用 命 は ネ オ ・ ル ー フ イ ン グ 工 業 会

ネ オ ・ ル ー フ イ ン グ E B は、 7夜f本 は も ち ろ ん 、

気 体 の 透 過 も 許 し ま せ ん 。

札 帆 ( 株 ) 浜 建

仙 台 日 新 建 工 (株 ) 仙 台 支 I吉

*  J ; { 高 山 工 業 ( 株 )

J . ! ミ ポ ( 株 ) 三 柏 商 会

』 反 応 金 岡 工 業( 株)

L反 応 桑 原 建 材( 株)

1洋 .!-，15 石 田 建 材 工 業 ( 株 )

地 玉 石 田 建 材 工 業 ( 株 ) 大 宮 支 l吉

栃 木 石 田 E重 材 工 業 (株 ) 宇 都 宮 出 張 所

茨 木 ( 株 ) 奈 良 慶 商 底

淡 城 ( 株 ) 奈 良 屋 高 l苫 目 立 支 底

的 ! 市J ( 株 ) 三 井 工 業 所

日 士 ( 株 ) 三 井 工 業 所 富 士 営 業 所

LL i 形 ( 株 ) 山 形 建 材

: 1"，古屋 中 央 建 材 工 業 ( 株 )

金 沢 北 川 涯 膏 工 業 ( 株 )

柘i 11' 北 川 波 青 工 業 ( 株 ) 福 井 営 業 所

2;!;  111 北 川 涯 青 工 業 ( 株 ) 宮 山 営 業 所

新 潟 北 川 涯 青 エ 業 ( 株 ) 新 潟 営 業 所

長 針 五 十 鈴 建 材 ( 株 )

大 | 似 ( 株 ) 久 保 商 l苫

大 阪 ( 株) 木 下 謹 三 商 庖

大 阪 高 山 工 業 ( 株 ) 大 阪 営 業 所

大 | 坂 ネ オ ・ J レ ー フ イ ン グ 防 水 ( 株 )

神 戸 ( 株) 中 出 商 会

神 戸 太 平 特 殊 工 業 ( 株 )

μi  必 ネ オ・ J レーフイング防水( 株) 高松出張所

松 山 ( 株 ) 山 本 商 会

11; ，1;;， 青 磁 建 材 ( 株)

問 111 青 盛 建 材 ( 株) 岡 山 営 業 所

総 江 青 盛 建 材 ( 株) 山 陰 営 業 所

初 l河 青 軍 基 建 材 ( 株 ) 福 岡 営 業 所

初 1M] ( 株) 工 材 キ士

山 崎 ( 株 ) 大 ニ 商 会

鹿児. 印( 株) 北 原 建 材 商 会

T E L ( 0122 ) 26- 5  6  7  6 代 し か も 他 の 防 水 シ ー ト に く ら べ て 耐 候 性 、 耐 摩

T E L  (0222 ) 25 - 5  4  3  1  I¥: 

T E L  (03 )  251 - 0  1  6  1 代 耗 性、 耐 破 断 強度 が 一 段 と す ぐ れ て い ま す 。

T E L  ( 03)  251 ー 7 5 1 7 - 9 フ レキ シ ブ ル シ ー トで す か ら 凹 凸 の 下地 で も 施

T E L ( 03 )  3 6 3 - 4  3 4 1 1に

T E L ( 03)  3 6 8 - 6 9 7 3 . 8 7 9 4 工 で き 、P C版、 A L C版、木毛版、鉄板、木材、発泡

T E L ( 0273 ) 2 2 - 3  3  0  11¥:  

T E L  ( 0488 ) 31 ー 1 2  2  5 断 熱 材 な ど、 ほ と ん ど の 下地 材 料 に 密着 し ま す 。

T E L  ( 0286 ) 33 ー 7 6 9 7  

T E L ( 0292) 31 - 0  1 7  1 - 6  

T E L ( 0294 ) 22- 1  1  5  5  

T E L ( 0542 ) 8 5 - 9  1  5  1  

T E L  ( 0545 ) 61 - 1  6  8  8  

T E L  ( 02362) 2 - 816 1. 3  - 0175 

T E L  ( 052 ) 251  - 3  5  4  1  11: 

T E L  ( 0762) 41 - 1  1  3  1  11: 

T E L ( 0776 ) 2 3 - 8  8  4  7  

T E L  ( 0764  )41  - 3  2  6  1  - 2  

T E L ( 0252 ) 4 5 - 7  6  8  8 - 9  

T E L  ( 02657) 2 ー 7 1  8  1  11:: 

T E L (06 )  3 6 4 - 0  2  0 6 11:: 

T E L ( 06)  4 4 3 - 0  1  1  5 代

T Eし ( 06) 364 - 9  0  1  5  

T E L ( 06 )  3 7 2 - 5 6 0 8 . 4 5 7 1  

T Eし ( 078 ) 51  - 4  5  0  1  

T E L  ( 078 )  56 - 4  0  7  3  

T E L  (0878 ) 31 - 6  3  3  2  

T E L  ( 0899 ) 31 - 6  2  6  1  

T EL  ( 0822 )21  - 2  2  8  1  - 6 ‘  

※ く わ し く は 下 記 の 建 材 諜 へ お 問 合 せ く だ さ い 。

ネ オ ・ル ー フ ィ ン グ シ ー テ イ ン グ作 業

T E L  ( 0862 ) 23- 8 2 8 5  - 7  / . ¥ ーーーー・ ー一一一-

回/1，ト
T E L  ( 0852) 21 - 9  5  5  1  λ賀入 = 1 1，.霊園
T E L  ( 092)  28 - 5  5  6  6  - 8  ｾ＠ . .  、二- - ニ .τ=・-=-
T E L (093 )  3 8 - 1 4  6  8  1¥'. : 一一一一一一 ーーーーーー ー・ ーーーーーー

本 社 / 神 戸 市 長 田 区 浜 添 通 4 丁 目 T E  L  (078)  67  - 5  0  7  1  

T E L  ( 0985 )  2 - 5 0 0 1 ・6 0 8 4 := ｾ＠
T E L  ( 0992) 23 - 9  3  9  5 東 早 支 庖 I T  E  L  (03)  552 ー 1421 名 古 屋 支 庖 I T E L  (052) 262  - 3551 

編岡営業所 I T E L  (092)  29 - 5931  北 海 道 出 張 所 / T E L  (01 22) 23 - 9101 
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' E商 問E軍事司・・P 乾式軽量遮音間仕切壁

大きな音を遮ぎる壁は重い/

というのが常識でした

こ の 彪 鶴 宮@壁は

その常識を打破ったのです

遮音性能

遮音値 49デシベル( コンクリート 176市厚相当)

重 量 63kg/ m
2

( コンクリート 400kg/ m
2

)

高層ビル ・ホテル/ 集合住宅/ 病院/ 会議室/ 学校に最適

KI L D壁の特長

・遮音性大 ・軽量 ・防火性大 ・仕上自由

回配線配管自由 ・施工簡単 ・工期短縮

・変位対応性大

写真説明

①床と天井にラン ナー ( エコニースタ ッ ド) を 取付け、

床ランナ一、天井ランナーに問中主( エコニースタッド)

を取付ける。

②下地ボード を間柱に下段よりク リップで止 める 。

③仕上げボードを下地 ボードの上に接着剤と釘で貼りつ

ける 。 あとはペンキまたは布鮎りで仕上 げ‘ る 。

( ご一報次第カタ ログ進呈)

⑥三井家忌化学( 株)

建 材 部

本 社 (干 100) *  )j¥ r.II T.  ｬｾ 川氏 ｦ 立が ｭｊ ￭ 日が ｊｾ ｊ ピル
l 正，;fi (03)  58J - 6J 1J ( k 代)

支 底 j 、 阪 ・ 1' 1 1

1

，.  k{ .  ｾ ｉｾ 附 ・ ｦｌ 帆

v  

ぺ市〆 l !  一

'" ‘  

ｾとｾＺ ① 

⑥ 

11 
IX 

- M -

ーーi ' ! t -

倒

③ 

株 4 ふ社マ凶手凶［ｴ ｜ＧｾＱ＠ 司‘ 一一一 ， 一 一

社 (〒 542) 大 阪 市 南 区 日 本 稿 筋 3 - 2  

III 話 (06) 632- 1  1  5  1  (代)

東 京 営 業 所 (干 136) 東 京 都 江 東 区 亀 戸 2 - 3  - 17 

rl1ll' li (03)  682- 3  2  4  1  (代)

名古屋出張所 (干 460) 名古屋市中区宮前町 4 - 16 東 海塗料ピ J レ

111話 ( 052) 262- 6  7  7  1  ( 代)

福 岡 出 張 所 ( 干 812) 福 岡 市 博 多 駅 東 1 - 12- 26 岩 瀬 ピル

1(1新 (092) 43 - 4  3  5  6  

'  

ι  

"-' 
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4 日本中央競馬会栗東トレーニングセンタ

ーと日本シルバークール滋賀工場の見学会

日 時 5月16日( 土) 13.50 ( 集会) →17.20 ( 解散)

集合場所 国鉄東海道線「草津駅J 出口附近〈上りの方向右側) ・目標会旗

14. ∞ 発、ン J レパーク ール工場より出迎えのパス lζ て同工場へ

見学場所

0 日本、ン J レパーク ーノレ株式会社滋賀工場 ( 14.30→15. ∞)

所在地滋賀県甲賀郡甲西町大池町 6 湖南工業団地内

〔電話 07487- 5ー 1220J

シルバークール構法は西ドイツで実用化され，ヨーロッパ各国 lζ

普及し ，わが国でもよく使用されるようになりました。これはプ

レハプの屋根構造であって，乙の工場ではプレストレスコンクリ

ートの曲面、ンエル屋根版 ( S C  S 版) を製作しております。

敷地面積 15，745uf 

工 場 棟 R C造 1部 P C造 958. 80m

生産能力 日産 180uf (45 t )  

0 日本中央競馬会栗東トレーニ ングセンタ ー (15.30→16.30)

所在地滋賀県栗太郡栗東町大字御園 1028

〔官話 07755- 8ー0101 ( 代表) J  

日 本 建 築 協 会 会 告 ー一一一一一

乙乙 K は競馬会の調教師 ・騎手その他 ・競走馬( 現在 1，0∞頭，

施設が完成したら 2，( 叩頭) の収容施設とトレーニングの広大な

馬場があり，敷地が50万坪あります。

0 向上構内のス ーパーマーケット (16.30→17 ∞)

設 計附東畑建築事務所

施 工 不 動 建 設 附 ・日本、ン J レパークーノレ附

構造規模 シルパークーJ レ構法，地上 2 階，一部平家建

建築面積 810. 48uf  

延 面 積 1，113. 78m 

工 期 昭 和44年 4 月→同年 9月

0 スーパーマーケットを見学して17. ∞発， 17.20草津駅着 ・解散

〔参考〕自由行動( 遂貨は各自負担)

( 往) 12.40 大阪発米原行乗車→13.45 草津若( 運賃280円)

( 復) 17.32 草津発赤穂行乗車→18.39 大阪者( 巡賃280円〉

定 員 30名

申 込 往復はがきに限ります。はがきには 1枚に 1; 名限りとし，氏

名 ・勤務先名および所在地 ・役職 ・連絡む話番号 ・返信用宛

名・笥l便番号を記入の上 5 月 4 日までに事業課へ。ただし定

員を超過したときは抽せん lζ て決定し ，ご通知いたします。
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〔ご 通 知〕

第 2 回日本建築祭参加( 大会 ・懇親会) 申込みは、

この振替用紙を必ずご使用下さい。

大会参加賀… 「参加券J r 万国博写真 ・資料集J r 万

国博 1 回入場券J r会場案内図」を受

付 次 第 ( 5 月 1 日以後) お送りいた

します。 その他 の交付物は会場受付

でお受取り下さい 。

懲 親 会 費… 代金受領次第「参加券」をお送りし

ます。

日本万国博建築写真・資料集特価頒布

日本建築祭大会に参加されない会員のために特

価頒布致しますので、この振替用紙でお申込下

さい。

代 金 受 領 次 第 ( 5 月 1 日以後) お送りいたしま

す。

〔 ご 注 意〕

1. お申込みは 1 名ごとにこの用紙を用いて下さい。

たゾしご同伴家族はご一 緒に記入願います。

2 ご送金に関するお 問合せは下記建築祭' f ; 務局に

願います。

(〒541)大阪市東区北浜3- 37 近畿建築会館内

電 話 (06) 231- 9 6 4 8 (代)

.  

.  

.  

第 2 回 日 本 建 築祭 参 加 申 込 書

払込金額 円 也

( 内 訳)

大会参加費( 写真 資料集 ・万国博 l 函入場券・他含む)

会 員 2，000円

家 族 @ 1，000円 名分 円

Ｈ写 真 ・ 資料ｾは 除＼Ｉ

慾親会費

会貝 1，500円

家 族 @ 1，000円 名 分 円

日本万国博建築写真・資料集申込書

特 価 送 料 共 @ 1，500円

和英文文 O 印のこと 刊サ 円

( 所属団体)
送付先口口口ー 口口

該当 O 印

住

建 築 協 会

所

上会迷合会
)  

電話

家 協 会

学 会
ご家h}i IJ Jj下町地合は会只町方的お名l I i H:併記して下さい.

全 業 協 会

(  

氏

主主築業協会

全上 Ｔｾ 述
名

全 日士会

)  
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EXPO '70 日本万国博記念 建 築 8 団体連合

第 2 回 日 本 建 築 祭

ARCHI T E CT URAL  CONVE NT I ON OF  J APAN  

、人類の進歩と調和グをテー 71ζ ，人矧の lリ][1 への

幸せを築くため世界の注規を浴びつつ人科をすぐり ，

アイデアを競う文化の一大祭典 E X PO '70 i品、よいよ

開幕されました。前lζ オ リンピック東京大会の際第 1

回日本建築祭を挙行しましたが， 乙の E X PO '70 をud

: 合、して，第 2 回日本建築祭を大阪において開催します

から共催団体会口各位lζ は，下旬ど参照のうえ裕って

ど参加願います。

共催団体 建築業協会 ・全国建設業協会 ・全 11' 1.it

築士事務所協会連合会 ・全 IJ _，t : 建築上

会 ・n本建築家協会 ・日本建築学会 ・

日本建築協会 ・日木: u t 築士会連合会

( 五十背順〉

後 援 建設省 ， 通商 ｮ ｛ｌ ｾｉｾＧ ｴｊ ， 大阪府， ) d奴di

日本万国博覧会協会

1. 行事日程

月I 円 - - 前 | 午 後 夜 間

7. 23 1 大 会 万 国 博 懇 親 会

1  ＨＱＰ Ｚ ＰＰ ｾ＠ 随怠見学 ＨＱＸ ・ ｏｏ ｾ
( 木) l '  - - -11 :00)  ＧｮＮ ，ｾＺＺｾ，ｾＺ，Ｇ＠ ，- -20 :00)  

， ，' u u， (21 ・301!J J飴) ， 

| 万国 博会場 |  ぶ InJ ｊｾ､＠
お祭り広場 |  

7 2 4  1  記念講演会

I  ( 公 開 ) I  

( 金) I  ＨＱＳ Ｚ ＳＰ ｾ＠

2 大

17: 00)  

|初日生命

ホール

会

と き 7 月23日( 木) 10時開会 11時閉会

(11与| 間厳守)

と乙ろ ・円本万国 1¥9 - 覧会会場お祭り広場

次 第 前 奏 楽

国 歌 芥 明 大 阪 rb音楽問伴奏

開会の ζ とば

第 2 回目 A三位: 築祭実行委員長

事11 谷$ i -

日本万国博1 J u i 設完成をたたえて

市

11 本建築協会々長

束 畑 誠 一

( 関係者 lζ 花束J t 自5) ; )

三

よ工 口

口木: i l l 築士会述合会々 長

ｊ 怯ｲＮｾ俊之

f先 i 5t

アトラクション

天神祭料l興のお絞り

万才三 ｉｉｾ 建設業団体代表

建築業協会理事長

渥 美 健 夫

I!J J会のととば

11 ［ｪｾＮｩｴ築 家協会々以

di ldi 俗

3， 懇 親 会

と き : 7  ) J 2311 ( ，j，)  1711!J' 羽分rJrjJ:&J ， ＱＸＱＱＡ ｩＧｬｊ ｬｾ＠

公， 20時| 沼会

Ｈｩｾ 迎川 Ｑｗｊ パス坤ｻ［ｩ ｬ Ｇ ＡＡ と Ｈｪ 17的 新 大 阪 駅

'AI期間 ，大阪駅)

Ｏ Ｑ 沼ｽｾ区網 ｪ 諸国 ｊＹ T  E  L 351- 8201¥ 

とζ ろ ' 太| 沼間 ( ＺＺｾＺｾｾ［［ｊｾｾｭ＠ ｾ＠ ｾｾｾｾＺｊ ＺｾＺＺｏｌｕ＠ I  )  

1国fE，京阪京縞駅より徒歩7分 /  

次 第 開 会 の こ と ば

):f i  2 回日本xll 築祭実行委員長

事11 谷 新 一

J尖 拶

W2 回 LI ｟，�Ｚｘｬｬ ｾ夜祭委日長

東 畑 謙 一

祝勝，祝盃，祝宴，

余興「文楽 ・努式三番安」

「地唄舞 ・茶音頭」その他

万 才 三 明

m会のことば

全医Hl そ築土 'JJ: t年J9itl J，公J ! . l i 合会々 以

総 本 道 三 日11

主主)JII 'e1絡 J U1tf' l:1{.本会[j

会 白 金 1，5001
1

]

( ど同作家族 11九 1，0001
1
] )  

定 L l 1，000グ1

記念品J ! 目立

4.  公開記念講演会 ( i 初日新聞社後援)

と き 7 月24 円( 金) 13時関与j ，

1311与30分開会， 17時閉会

と乙ろ・朝日生命ホーノレ( 朝日生命館)

( 東区正fi l1! l橋筋5 地下鉄淀屋縞南口，御堂筋西側〉

次 第

IJU会の乙とば

[ 1 4 : 建築' 字会々長前田敏男

ｦ， ｉｙ［ 主ｾ

テーマ、建築の進歩と都市環境H

ｾＱ｜Ｑ 附京都大学教授 西 山 タfJ ー

東京大学教授 池 辺 脇

工息川紀Z尚nS市設計司 i務所長

黒 川 紀主主

| 映画 「円本万国博施設記録」

人; 林組，竹中工務応，清水建設提供

閉会のととば全日. < Km築土会々長

竹 内 芳 太 郎

定 口 500名( 入場無料)

ー:i ( 入場は多加証持容者IL限ります。〉

5， 参加申込みと参加費等

(1)  参加資格「日本建築祭大会J i 懇親会J のど



参加は ，)七Ht 8  ｛Ｍｊ ＱＨＩ ｲＺの会ｌｬに Ｑ Ｑｪｾりますが ，

ご1，，1伴家肢は会只に叩じて使 '1'( をおはから

い孜します。

(l ) Ｅ＼ｊｊｉｉｉＡｉ 込みと参Ｉｪ ｬｬｬｊｬｾＹ 払込 ｬζ は仮掛川 ｬ 紙 ｩ｟ＮＩｉｊ

いて 1"δ し、。

。 Ｇｄ ＧｩＧ ｉＢｬｬｩｈｬ 与の Ｇｊ ［ＺＮｲ， Ｇｊ でザ ｩ イ＿＿の ＡＺｪｾｴｬ 庄のできなかっ

たことをお花び致します。また尽食代は参加12

ｬｃ Ｍ［Ｇｴ まれておりませんから ， 万 ｦｬｾ ! 沼会以内でご

随怠lζ 召上 って卜さい。

13) 参加巾込み受付

a .  5: 1、JJtm:a

イ 大会 Ｑ えび，ｩＡＺｾ私 ｬＯ とのＧ立 ｦ ， ｊ は ＧｉＩｊ 1  '1 -

5  ) ] 31円までとし，懇親会はえ':: Ll に]1

するまで受付けます。

なお満日になれば〆切らせていただ

きますからなるべくお 1]1. [1 にお l!l j 6胤

L 、ます。

ui  公開記念此出会の ｊｾ 恋 μ 品Ｑￎ，笠 ｬ ＿ｦはＧｲ ｴｬ 反

ハガキ :ζ て i 1HU には氏名 ，1[ 令，

(1所，勤務先「返信」にはr ! lj 会主? の住

所，氏名を記入し， 5) ]  31 日までに第

2 同 IJ 本悠築祭主務局先ql16むとと。

なお，定員超過の場介は納せん lζ より

決定の上 7 月 111 までに参加証を送付

いた します。

b ，参加 l取消火会参加! のI&iii しは H¥米ませ

んが，懇親会 [ζ 限り 6 )]2511 までにすも務

j心へ取消しのおけl 越があれば返金 IC必安

な費用を差引いてお返し致します。

期限後の取消 1f 1 込みには応じかねますo

.'1) 参 加 'l'i:

a ，大会資 : 1  1'， 2.000円

( ど同( ' ¥' 家政 1 'I' ，ICっき1 . 0001リ)

参加賀の入金しだい「参) J r I 券」のほか

￭ｬｬｾ 万ｲｲＭ ｉｉ ｜ＧｊＮち［ Ｚ ｪＮ Ｇ ｾ ・ 資料集 ｊ (羽l火: ) 1 おl

(1，，] (f 将除く ) i 万!lqI¥'J.人j易券J ( 1 !"!:J}) 

「万国防会場案内図J を写n ・資料集の

5 月 1 日発行以後にお送りします。

: - ' j L l 会場受付で「参加券 J 引 役 え に

「記念、パッヂ J i 参加記念附了 J をX L

If まf 。

b. 恕親会' i ' i : : 1  :?， 1.500円

( ど旧作家族 1 1'，1ι っき 1. 000PJ )

6. 事務局 第 2 回日本建築祭実行委員会

干 5.01 1 大阪 di'l II X:_.化浜 3- 37

近後ｸＮｴ築会館 ｉＩｾ

( 地下鉄ilt IiHIl 又は北浜，パス北浜2丁目)

T  E  L  06 (231)  9  6  4  8 番

振替口座大阪 4 3  5  3  8 番

惨 日本万国博建築写真・

資料集の刊行司

第 21111  R  ＮＮＱ ｾｩｬｬ 築祭を記念、して ｅｘｐｏ '70 のill 築を l

とした今Ｚ税を記録する Ｇｊｾ ［ｋをた［し ， 村 ｬζＺｾ ｩＵ会Ｈ 上 ｪＡ ｅ，

ｻＧ ［ Ｇｾｲ ｻｪ行Ｉを設け ， 1'1¥版する乙とに致しました。写μ

記録の伏定版としてダイナ ミックな編集ス トー リーに

もとずいて尚度な印刷l技術を駆使し て， ドラマチック

な環境問成が全瓦lζ 展開する貸主な庇史的記録であり

ます。

ζ の ['l Iμ ・資料集」は「写真集J (み:1111 ) と侭飴

のデーターを整J - 1Jl. 収録し た 「資料集J ( il l川1) の 2 1111

1 組で椛l戊されています。

「写真集」 各 !nパヒリオン ・広以 ・;K物 ・災

ii'1:[YJ(:系等lζ っき視点と京; 観との関

係を重視し た立体的構成

「資料集」 全ノマビ リオン， 基幹施設を網羅し

て，次の iぅ項と図商全長写真によ

って構成

白'{ れ敷地 lui ， ｨｾ Ｎ＠ x. t築泊l芯i， 延

!よ 1fri'!，! 'l ，市さ ( 深さ ) ，構造，主

要使用材料，展〆J; テー マ， 設， ij

ぞ; ， 協ノJ 建築家( 外国館). 胞

工 者. 1要業者

サイズ A4 版 変 形

印 刷 「写点集 l グラビヤ ，カラー20数 頁

「資本 flliJ y;!i 版

頁 数 ・pn' uu 240頁 「資料集 J 96長

( 日本建築祭参加会員)

参加貨を払込まれれば熊料で 1 k:ll ＧＱｾ 七

( 写真 ・資料集の特価頒布)

11 ｾｩｬｬ 築祭 ａ 会 ｛ζ 参Ｉｪ ｬｬ できない会口のために 卜 記

! こより特flllii 民社i : i 文します。

a  :1勾3

1  和組1 1. 500円 ( 送料J共七り)  

( 一舵lはま 2乙，口∞口∞0円〉

b. 6 )J 101 1までに前畑夫行委員会事務局

へ 「資料集」は和文または英文の区別を明記し

て代金を添えてお申込み下さ い。
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常温で使えるアスブザレトの

コυコトコート

、 屋 根 防 水 工 事 に

世界各地で40年間の実績があり、

その安全性には定評があります。

床 工 事 に

セメント、砂、砕石と混合した

独特の床て、、、 一例をあげると各

地日本専売公社の倉庫の床に採

用されております。

- 施 工 特 約J吉

( 北 ) 高 梨 組 札 幌 ( 56) 3217 

陽 光 建 設 仙 台 ( 22) 6273 

東 京 ( 268 ) 4929 

シ ェ ル 石 油 大 阪 発 売 所 東 京 ( 562 ) 4646

大 阪 ( 303 ) 7131 

キ冨 I司 ( 77)  1961 

名 建 商 会 名 古 屋 (261) 3671

日 建 工 材 福 岡 ( 75) 7752 

シェル石油土木建設部

東 京 都千 代 田 区 霞 ヶ 関 3 - 2 - 5 T E L ( 580 ) Ol 11大 代表

:J IJL眉i自

5  
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ス

マ

ー

ト

.. 

現代の要求短い工期で軽快に間仕切るユニウオール

"， 

豊富なタイプ

スマートなデザイン

取付け解体が簡単

軽快なアルミフレーム

材料にムダがなく経済的

販売 朝 日 機 材 株 式 会 社

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 η 3 - 5  

( 東 京 グ リ ー ン ビ ノレ) T  E  L  ( 27 2 )  3 4  I  I  ( 代)

@I 販売目減“ ー亨ザショヨv株 式 会 担

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 江 戸 橋 3 - 7  

T  E  L  ( 272 )  2  0  I  I  ＨＱｾＩ＠ .  2  0  2  I  ( f吃)

製造 日 米 軍 ヲ.....'it-=: I 装 紙 読 書 紅

・2主名 ! e . 入のよ カ タ ロ グ を ご 摘 求 く だ さ い

6  
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耐食アルミで、サビない、軽い

量習重量i且・4A且唱u B E‘

匡 上 根 気 闘 幽
〈ルーフベンター) ' I ' A . - . . . . _  



家 庭 ・ 工 業 用 有 機 汚 水 処 理 専 門 メ ー カ ー

活性汚泥附着

生物曝気法

ｅ 岩茸 ｾＭ［ｊ (5人 - 500人槽)

特 許 付 着 曝 気 方 式 を 取 り 入 れ 高 性 能 の 浄 化 機 能 を 誇 っ て お り ま す 。

主なる特色

処 理 方 法

フ ロ ー シ ー 卜

一

所

入

一

便

導

一

洗

水

一

水

汚

• 

① 付着 曝 気 方 式 に よ り 曝気 槽 内 の 浮 遊 物 が 全 く な く 余 剰 汚 泥 量 が 特 に 少 な い 。

② 大 化 式 制 御 盤 に よ る 自 動 制 御 方 式 で 各処 理 の コ ン トロ ー ル 管 理 が 容 易 で あ る 。

③ 汚 泥返 送用 集 泥 器 を F R P製 品 を使 用 し完 全 な ( 1 0 0% ) 汚 泥 返 送 が可 能 で あ る 。

④ 多 乳 性 散気 盤 を 取 り 入 れ て い る た め 目 づ ま りが な い の で 、 ブ ロ ア 一 、 モ ー タ ー へ の 負 荷

が 非 常 に 少 な い 。

活 性汚 泥 法長 時 間 曝気 方 式 F R Pセット …・・・ 5 人 - 90人ー槽 式

・・ ・100人 - 200人 三 槽 式

.・・ 200人以上 RC

.. 

( 100人 - 5000人用 )

特 許 付 着 曝 気 方 式 に よ り 機 械 装 置 と 自 然 材( 竹 ) を 合 理 的 に 組 み 合 わ せ た 最 新 式 浄

化 槽 で 官 公 庁 、 民 間 に 於 い て 大 好 評 を 博 し て い ま す 。

主なる特色

処 理 方 法

フ ロ ー シ ー ト

① 工 期 の 短縮 ・・・・・・F R P製 セ ッ ト 製 品 を 工 場 に て 生 産 し 5人 一 500人 柑迄 各 種 取 揃 え て お り ま す

( 例 100人 槽 で 着工 か ら 完成 ま で 3 臼 間 )

② 高 性能 の 浄 化 率 ・・ ・・・・放 流7.1<. B .O.D 除 去 率90% 以 上 。

③ オ ー バ ー シ ョ ッ ク ロ ー ド に 耐 える・ ・・・接 触 材 ( 竹) を 使 っ て 生 物 群 の 集 落 を 造 り汚 泥 吸 着 作

用 が 守子 な わ れ る 。

長 時 間 曝気 方 式 分離 曝 気 型

ス プレーポノプ

場 入

"  

カ Y ター付汚水ボ 〆プ

. すでに全国 の官庁 団 地 学 校- 協 同 組 合 事 務 所 一般家庭などで大化式浄化槽は大活躍をしています。

2鼻水; r. : . - - プ

一一

， ｾｉｉ Ａｉ＠

8  



者が整備した場合 lζ は，法第40条第 3項に規定 (1)  雨水の処理は ，降雨量と地形から怨定され

しているどとく ，公共団体に対して，用地質の る計画雨水量によって設計を定めるが，開発区

負担請求ができるととになっています。 域外であっても ，地形の状況なと、から当然、処理

A. 道路 lζ 関する基準( 施行令第25条第 1 - 5 すべきものは合わせて考慮すべきであると考え

ます。汚水の処理は ，予定建築物の用途，敷地

の規模などから想定される生活，または事業に

関係する廃水量および，地下水泣から惣定され

る計画汚水誌によって設計を定めます。

(2)  計画区域外の排水施設との接続ー… 開発区

域内の排水施設は，前記下水を有効かっ適切に

処理できる下水道，排水路 ，河川などに接続し

なければなりませんが ，放流先の河川などの排

水能力が充分でない場合には ，一時的に雨水を

貯留する遊水池を設けて調節をはかる乙とが必

要となります。

(3) 開発区域の規模が20ha以上の住宅団地を

開発する場合 lζ は，終末処理施設を設置しなけ

ればなりません。

(4) 排水施設の構造は ，規則第22条，第26条で

材料の耐久性，管渠 . 7 ンホーノレの精進などに

ついて規定しています。

4.  (給水施設に関する基準 J ( 法第33条第 4 号)

(1)  給水施設は，開発区域で想定される水の需

要 lζ 支障をきたさない構造，能力で配置される

よう設計を定めるように規定していますが，水

道事業者と協議して定める乙とになります。

5. (公共公益施設の配分J ( 法第33条第 5 号，

施行令第27条〉

公共公益的施設は ，利用者の利便を考えて適

切に配置する乙とが必要ですが，開発者が自ら

整備すべき公共施設の範囲は ，先 lζ 述べたとお

りですので，それ以外の公共公益施設について

は，それらの施設を設置または管理する乙とと

なる者と協議のうえ敷地が確保されれば足りる

わけです。

6.  (宅地の防災J ( 法第33条第 6 . 7 号〕

第 6 号，第 7 号の規定は宅地の防災K 関する

規定であり ，開発地域 lζ は，地すべり防止区域

など開発不適地を原則として含めない乙ととな

っています。

7. (運輸施設の能力J ( 法第33条第 8号)

規模 40ha を越える開発行為については ，通

勤なとの輸送K 支障がないかどうかの判断をす

るζ とになります。

したがって ，申請の際には ，鉄道経営者との

協議を必要とします。

8. (事業遂行の能力J ( 法第33条第 9 . 10号}

第 9 号，第 10号の規定は ，当該工事を完成さ

せるために，事業者については，資力と信用 ，

工事施行者については，施行能力を審査し ，事

業の中途廃止による ，災害などの影響を未然に

回避しようとするものです。

g.  (関係権利者の同意J ( 法第33条第11号)

「相当数の同窓」としたのは ，許可を得られ

るかどうか不明確な段階で，すべての権利者の

同窓を要求する乙とは ，申請者に対して過大の

負担をかけるおそれがあるためであす。

( 大阪府建築部市街地建築課 片田 俊彦)

9  

法

必』

寸3

号，規則第20. 24条)

(1)  道路は ，開発区域周辺の道路と一体となっ

て機能を発揮するよう配慮することが必要で

コ ー ナ ー
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質疑などの投稿をお待ちしております

す。

(2)  道路の幅員は ，

イ開発区域内の道路は次の基準によります。

E 物 織 の | 各 敷 叫 筏 | 道 路 幅 員

宅 ｉ ｾ 竺 ｟ ｬ Iご と

開発許可制度について

今回は ，開発許可の基準についてのべてみま

しょう 。

開発行為に関する許可の基準は，

イ. 法第33条の主と して都市施設に関する技術

基準

ロー法第34条に規定する市街化調整区域内の関

発行為について附加される基準

から成っています。

イの基準は，開発者が整備すべき施設の水準

k ついて規定したものであり ，市街化区域内で

は，これに適合すれば足りるわけですが，調獲

区域は市街化を抑制すべき区域ですので，乙の

趣旨から ，ロの法第34条各号のいずれかに該当

しな ければ許可されないととになります。

法第33条本文カッコ内の規定は ，本条適用に

‘ついて

μ) 自己の居住の用に供する住宅

iロ) 住宅以外で自己の業務の用に供するもの

を建築する目的で行なう「自己用開発」につい

ては ，直接関係のないものを適用除外としてい

設す。

乙乙で( イ) は ，開発者自身が生活の本拠として

住用するものをいい . (ロ)は ，当該建築物内にお

いて継続的に自己の業務lζ 係る 経済活動が行な

われるものをいいます。従って，共同住宅，分

譲住宅 ，貸庖舗などの建築の用に供する関発行

為は，乙れに該当しません。乙れは ，法第34条

第 9 号lζ 規定する「自己の居住または業務の用

....J の適用についても同様です。

1. ( 用途地域などの適合J (i法第33条第 l 号)

用途地域などに適合することについては ，建 ただし周辺に相当規模の公園があるとき ，また

築の際に改めて確認される乙とですが，基本的 は，住宅以外の用途で，敷地が l である開発行

な事項ですのであらかじめチェックしてお乙う 為の場合は不要。

& する ものです。 (3) 公園の構造は ，規則第25条で，施設，形状

1000111' 未碕 6 m以上

住宅以外のもの 」一一一一一一一一一 l 一一一一一一一一一一

1000111' 以上 9 m以上

ただし ，小区間で通行上支障ない場合は

4 m以上とすることができる。

口 市街化調撃区域内での 20ha 以上の開発

行為における幹線道路は各敷地から 250

rrf 以内f C12m以上の ものを設ける乙 とと

• 

なっています。

(3) 接続道路 ・開発区域内の主要な道路は ，

区域外の相当幅員の道路( 主として住宅開発の

場合は . 6.5 m。住宅以外の場合は . 9 m)  le 

接続する乙とになっています。

(4)  道路の構造は，幅員 9 m以上は歩車道の分

離など，規則第24条で路面構造，形状，勾配な

どについて規定しています。

B . 公園に関する基準( 施行令第25条第 6 . 7  

号，規則第21. 25条)

(1) 公園の配置は ，利用者の利便を考えて配置

すべきですが，宅地として利用し難い土地を提

供する乙とは好ましくありません。

(2) 公園の設置は ，次の基準によります。

腕 区 抑 制 | 公 附 の 総 面 積 | 設 置 内 容

0. 3ha未満

0. 3ha以上 5 ha 公園，緑地，または

未横 広場

開発区績の

公園 . 1 カ所300m' 以

5  ha以上20ha

面積の 3 % 上 ，かっ1000111' 以上

未満

以上

の公闘を l カ所以上

公儲 ，1 カ所300111' 以

20ha以上 上，かっ1000111' 以上

の公園を 2 カ所以上

.'  
2.  (公共の用 に供する空地の配置J ( 法第33条

第 2 号)

道路，公園 ，広場，消防水利などをいいます

が， ζ れらについて「都市計画が定められてい

るとき」は ，設計が乙れに適合している乙とが

必要です。乙れは ，開発者にすべてを義務づけ

るものでなく，当該設計が，都市計画実現の妨

げとなるものでなく ，かっ開発者lζ 不当な負担

とならない限度で，空地を確保しようとするも

のです。

なお，基幹的な都市計画施設について，開発

なと‘ について規定しています。

C . 消防水利 Iζ 関す る 基 準 ( 施行令第25条第 8

号)

(1)  消防水利は ，消防庁勧告の消防水利の基準

に従うべき乙とを規定しています。

(2)  消防水利の基準ては ，水利として必要な能

力は ，常時貯水量40rrr以上，または取水可能水

畳が 1 rrr /分以上で，かっ 40分以上連続給水能

力がある乙とが必要です。

3. (排水施設に関する基準J ( 法第33条第3号，

施行令第26条)
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読者の頁

投稿をおまちしており ます。掲般の

分には規定の稿料を差上げます。

ロ ダストシュートについて

先日西阪神ピノレのダストシュ ー トの火災が新

聞紙面に大きく報道されているのを見たが，防

火上効果的なきめてが無いというような乙とが

書いてあったので一言したくなった。ビ J レのよ

うな高層建築ではダストシュ ー トに限らず，パ

イプシャフトでも，階段でも，竪の穴は火災が起

乙れば煙突化するのは当然である。いささか逆

説のようであるが，安全装置は自然現象にさか

らわないのを最上とするから ，パイプシャフト

でもダストシュートでもはじめから煙突にして

しまうのだ。つまり最上部に排煙IC充分なだけ

の関口部を設けるのである。そんなととをすれ

ば排煙はできても内部の火勢が強くなると心配

するであろう。そ乙で防火のきめでは，排煙と

消火とは別 IC考えるという乙とになる。蛇足と

は思うが具体的な方法を少し述べてみよう 。ダ

ストシュートは単独にコンクリ ー トで造るべき

であって，鉄板で造ってパイプシャフトの中を

通すというような乙とは絶対に避けるべきであ

る。そして途中で折りまげではならない。それ

からダストシュ ー トの最上部 ICスプリンクラ ー

を取付ける 。温度の感知器は別にダストの溜る

附近に取りつけ，乙れによりスプリンクラ ーが

動作するようにしておく。いうまでもなくダス

トシュートと焼却炉との直結は避ける。焼却炉

内で盛んに燃えているとき水がはいれば一時に

多量の蒸気が発生して，爆発事故を起乙さない

とも隈らないからである 。大丈夫だろうという

ような考えは安全には禁物である 。ダストシュ

ート の上に排煙口を設けておくと，平常は自然

通風が行なわれて微塵は上にあがる。ダストシ

ュー 卜の投入口を開くと空気は吸引される 。吸

引力は下ほど強く，上になるほど弱くなる 。も

し全部の投入口が開いていると仮定すると ，上

にゆくほどシャフト内の空気は増加するから速

度が低下して圧力が増加する。従って乙の圧力

が室内の気圧より高くなったと ζ ろの投入口か

ら空気は逆に吹き出す結果となる。しかし乙れ

は，投入口を開いておいた場合で，閉じであれ

ば，隙聞から多少吸込む程度では上層階の投入

口で空気の逆流はあっても少量と恩われる 。も

っとも乙れは投入口の隙聞の程度によるが，そ

の隙聞を計算に入れて，排煙口の大きさは，ダ

ストシュートの断面の何割増か，あるいは 2 倍

程度にし，その位置は最上階の投入口よりさら

に一階分位は高めておくべきものと思う。なお

投入口は放せば自動的に閉まるような構造のも

のにすべきで，欲をいえば足踏み操作により開

くようにしたい。ごみを投入するときは両手が

使えるという乙とは甚だ便利であるか らだ。

ダストシュ ー 卜の位置はできれば建物の外壁

IC接した部分に設けたい。そしてそれにならん

で窓のある小室を造り ，乙の中でごみを投入す

るようにすれば，万一煙が投入口から吹き出す

乙とがあっても ，窓から自然に排煙する乙とが

できるし，きたないと乙ろをかくすという効果

もある。ビ J レの機能としてダ. ストシュ ー 卜は軽

視できないものであるから，乙れ位の設備をし

ておいても，おしくはないはずだ。最後に申し

添えておくが，乙れは乙の場の思いつきでなく，

実際にダストシュ ー 卜の火災を経験して実験し

てみた結果 fCもとづ くものである。ビJ レの防火

について，ついでだからもう一ついっておきた

い乙とがある。乙れも大分前に新聞で見たとと

だが，防火扉の代りにエアーカーテンを利用し

て効果があったという話で，なるほどと感心し

た。エア ーカーテンはずっと前から空気調和に

際して扉なき扉として利用されたものである

が，これを応用してピJ レ内に煙の蔓延する乙と

を防ぐとともに避難口をあけておく乙とは賢明

である。但し難をいえば絶えざる運転が必要で

ある乙と ，そのために運転が停止しない処置を

さらに必要とする乙とである。私は以前から廊

下などの防火シャッターは下部をアスベストの

ような耐火物質で適当な重みのある布のカ ーテ

ンとしておけば，延焼を防止する乙ともできる

し，避難 も消火活動も可能であると考えていた

が，どうであろうか。ただ建築家には気に入ら

ないとは思っているが。防火扉を.盗難防止のた

めの戸閉まりに使用していると乙ろがあるが，

乙れは避難ロを塞いだ乙とになる。盗難防止と

避難とは両立しないのだから，必ず別にしなけ

ればならぬ。乙れを見逃がすと乙ろに災害発生

の原因がひそんでいるのである。

福山 龍 雄 ( 元大ピル工務課長〕

口「 トレピの広場」に想う

ニュースでき いてどうせたいしたものではな

いだろうと思っていたが， r卜レビの広場」は思

いのほか素晴らしかった c きれいな水の流れが

かろやかな音をたて，ときどき i l lumi nat i on

k はえる f ount ai n が大きな音をたててふき

上げていた。セーヌ河畔を思わせるようなテラ

スの喫茶では恋人らしい二人連れが，顔をよせ

合って何かささやいている。また親につれられ

たチビッコカ1おりカ〉ら. . 1>きあけ‘ る fountain fζ 

おどろいてたたずんでいたり，広場をめぐる状

景はいろいろ。どの顔も乙の新しい広場を十分

にenJoy しているよ うに息われた。私も川のほ

とりの i l l umi nat i on の中でフットまだ見ぬ

私の恋人との素晴らしい「めぐり逢い」の自には

「トレビの広場」で，はじめての Dat eを … ーと

そのような，たわいもない空想f ( ，おもいをは

せるのだった。そして私のとの小さなとりとめ

もない願いと ，乙のような広場が現代の索漠と

した地下街lζ 多く作られる乙とを祈りながら水

の流れにコインをなげた。

L e  C orbusi er が提唱した 「輝く都市」ゃ，

F 目L. Wr ight の r Or gani c. archi t ect ur eJ  

にしろ ，近代建築の巨匠が，求めていたのは，

人間と自然との融合にあるのではなかろうか。

いくら科学が進み，人類が，他の天体を征服し，

海底居住が可能になろうとも，いつの世にも人

聞が求めるのは，自然へ帰る乙とであろうー彼

らは ，今や帰 らぬ人であるが，彼らの唱えた窓

志をうけついで，それらを実行に移すのは，後

IC残されたわれわれの大きな仕事であろう。そ

のようなとき， ζ の広場が大都市のT erm inal

B ui l di ng の地下の雑踏に小さいなが らも ，自

然との対話の spaceとして作 られた という乙と

は，大変素晴らしい。乙のように一見不必要に

思える space が明日への思索や，創造を促す

とい うことを，現代の都市は， もう一度考えて

見る必要があるのではないだろうか。そういう

意味で，乙の広場の果たす役割は決して少なく

ないであろう。

しかし問題点をあげれば，規模や，換気，火

災，地震など他の地下街と同じように，残され

た問題は多いが，地価の高い，大都市の一等地

lζ 乙のような space をさくというのは，容易

なことではなかったろう。企業性が，優先する

計画が多い昨今，乙のような試みがなされた乙

とに拍手を送りたい。 ζ れをきっかけに「ドレ

ミの道J ， r水の広場J ， r緑の広場J ， r滝

のある町」等々が計画されているらしいが，そ

の場合，ただものまねに終るのではなく，その

土地柄や場所をよく反映し ，大衆が親しみのも

てるような計画でなければならない。都市再開

発が進んで，地下に無計画的に，もぐり込むの

ではなく ，地下街の真のZ主義を，確認し ，都市

の総合的な見地からの mas t er plan が企て

られなければ，地下街まで もスプロ ール現象が

進む乙とになり，とりかえしのつかない ζ とに

なるであろう。とうなれば当初の，地下街の第

一義的な一歩行者のスムースな処理一一意義は

失われ，都市発展のためにマイナスになるとと

は必至であろう。

以上のように ，地下街は，今までの lma g e

を変えて，潤おいのある，人間性豊かなものに

近づいている。砂漠を渡る隊商が集まる「オア

シス」のように都市人が憩う広場が，乙れから

の地下街に作られ，人間味のある都市が形成さ

れるととを祈りながらペンを置く。

1970. 2. 1  堺市立工業高等学校建築科 柴田正己
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電診⑫

シ，ｾ・トＮ
- 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合 員 の 強 力 な 連 繋 で 完 全 な 施 工 工 事 を お 受 け い た し ま す

富舌

清 水 2 - 2 2 2 1 代

名 古 屋 251- 3541 代

名 古 屋 411- 6621

名 古 屋 571- 5541 - 4  

静 岡 85- 9151- 3  

名 古 屋 331- 1531 代

電

2'" 

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社

中 央 建 材 工 業 株 式 会 社

東 京 建 材 工 業 株 式 会 社

日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社

株 式 会 社 三 井 工 業 所

宮 崎 也 材

名ヰ土地 区 別

東

海

地

区

阪 372--0250 - 3  

戸 22- 9182代

戸 34- 5884

阪 541- 3785- 6  

阪 458- 7431 - 3  

阪 313- 3817代

阪 458- 4841 - 3  

阪 538ー 1621

大

神

神

清 水 興 業 株 式 会 社

棚 田 建 材 有 限 会 社

申 村 涯 膏 工 興 株 式 会 社

日 新 工 材 練 式 会 社

フ 世 パ 興 撲 株 式 会 社

? サ ル 涯 膏 工 機 付 * ' 大 阪 営 業 所

ｾ＠ ) レ エ ス エ 興 株 式 会 社

日 新 謹 エ 付 来 ) 大 阪 出 張 所

i!I 

畿

il!! 

2  - 5 1 5 5代

23- 1181 代

61- 6371- 3  

71- 4687 

5ト- 6811- 5  

83ー 1786

54- 4161 代

2 - 5 0∞代

31 ---s261 - 3  

大

三 工 業 株 式 会 社

三 工 業 ( 株 ) 高 知 支 庖

徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 マ ル マ ス 河 野 高 底

株 式 会 社 山 本 商 会

28- 5207- 9  

3- 9395- 6  

38- 1468- 9  

4 - 1 6 2 5  

74- 3548 

2- 4305- 6  

福 岡

鹿 児 島

北 九 州

宮 崎

福 岡

延 岡

安 緩 工 事 株 式 会 社

株 式 会 社 北 原 怨 材 商 会

株 式 会 社 工 材 社

株 式 会 社 大 ニ 商 会

日 建 工 材 株 式 会 社

日 新 興 業 株 式 会 社

竹

山

島

鳥

一

松

知

島

治

山

大

岡

広

広

一

一

一

品

高

徳

今

松

株 式 会 社 三 洋 技 建

中 国 防 水 工 業 有 限 会 社

血 永 建 材 株 式 会 社

和 工 業 付 生 ) 広 島 出 張 所

区

九

州

地

区

言語

23- 7511 {-1‘ 

22- 5015 

23- 1735 

25- 5431 代

幌

幌

台

台

京 842ー 1431 代

京 802- 3871 代

京 363- 4341 代

京 634ー 0821 代

京 433ー 1961

京 803- 2411

京 403ー 0171 代

京 444- 3531 代

京 263- 4861 代

京 941 ー 0271

京 634- 0161 代

京 362- 5697{ 1、

京 551- 2676

京 842- 6311 代

京 802- 4751 代

京 861- 2706- 8  

崎 22ーお0 1 - 3  

潟 45- 2251 代

戸 31 ー 0171 代

井 23ー 0775

悶 22ー 0999

岡 23ー 0391

沢 42- 5151

電

キL

キL

f山

f山

名ヰ土
A. .  

コ'"
地 区 別

北 海 道

地 区

東

1也

ヰヒ

区

東

東

東

東

京

東

京

東

東

関

1也

区

北

陸

地

区

包 本 ス レ ー ト 株 式 会 社

日 新 建 エ ( 株 ) 札 幌 出 張 所

信 栄 工 事 ( 株 ) 仙 台 出 張 所

日 新 建 工 ( 株 ) 仙 台 支 1苫

伊 藤 訟 材 株 式 会 社

春 日 ヱ 業 株 式 会 社

金 岡 工 業 株 式 会 社

下 工 業 株 式 会 社

協 立 工 業 株 式 会 社

日 新 建 工 株 式 会 社

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社

聖 子 ロ エ 材 株 式 会 社

鶴 田 工 業 株 式 会 社

藤 井 工 業 株 式 会 社

富 士 エ 材 株 式 会 社

藤 波 青 興 業 株 式 会 社

北 条 波 背 工 業 株 式 会 社

マ サ ル 涯 腎 工 業 株 式 会 社

大 和 工 業 株 式 会 社

涯 青 題 材 株 式 会 社

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社

同 和 建 機 株 式 会 社

株 式 会 社 奈 良 屋 商 庖

石 橋 建 材 株 式 会 社

有 限 会 社 主 斤 橋 政 次 郎 商 1苫

有 限 会 社 小 島 工 業 所

島 屋 建 設 株 式 会 社

ト 防 水 工 業 協 同 組 合

点 以 郎 足 立 | 又 千 住 * 2  - 21 ー 28 日 新 工 業 株 式 会 社 内 ｭｾ 舌 Ｈ ＸＸＲ Ｉ 2  4  2  4  ( 代)

関 東 支 部 点 以 都 足 立 医 T"(主点2- 21- 28 日 新 工 業 株 式 会 社 内 包 話 ( 882 ) 2  4  2  4  ( 代)

関 西 支 部 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 ー 18 日 新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 内 mJ l i ( 531 ) 5281- 3  

九 州 支 部 稲 岡 市大 手 門 1 - 6  FI 新 工 業 株 式 会 社 九 州 出 張 所 内 電 話 ( 74) 3  4  6  1  

ァ J レ日 本 ア ス フ. 建設省東計第 240 号認可
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ニュース原稿をお送りください。

ス

.  日本で初めての地域冷暖房施設

が完成

さる 2 月 10日， 日本で初めての本格的な地域

冷暖房施 設である大阪瓦斯千里 エネルギープラ

ン トが完成した。そして 2 月 15日からは千里中

央地区センタ ー内に新築された各建物に冷温水

供給の営業運転を開始した。

千里中央地区センタ ーは千里ニュ ータウンの

中央部に乙の町のセンタ ーとして，さらに北大

建物の規模

設 計

施 工

敷地面積

建策面積

延床面積

日建設計工務妹式会社

株 式 会 社 大 林 組

三 菱 重 工 業 株 式 会 社

4. 000nf 

2.800nf 

13. 250nf 

エ 不 J レギープラント 7. 190nf 

コンピュータ ーセ ン タ - 6. 060nf 

階 敵 地 下 2 階 地 上 4 階

屋上K クー リングタワ ー設置

総 高 さ 約 40m

阪の副都心として計画され，御堂筋線と府道中 エネルギープラン 卜東西断面図

エネルギープラ ン卜南北断面図

央環状線の交点、に位置している。乙の地区内に

は千里中央駅とその上に建つ専門庖街を軸に

して ，センターヒソレ，百貨庖 ，スーパーマーケ

ット，ホテノレなどの施設が建設され，御堂筋を

墳に西側には業務地区と してのオフィス群が建

設されようとしている。 ζ の地区内の建物 K 対

してガスエネノレギーにより製造された冷水，高

温水を冷暖房用熱源、として供給するもので，エ

ネJ レギープラント K は大阪瓦斯K Kの コンピ ュ

ーターセ ンタ ーも併設されている。

プラント方式は ，ガスボイラ ーにより高圧蒸

気を発生させ ，乙れにより冷水 ( 5

0

C) および

高温水 ( 180

0

C ) をつくる。冷水は蒸気タ ービ

ン駆動タ ーボ冷凍機と吸収式冷凍機の組合せ方

式により ，高温水は間接式熱交換器による。今

回の設備容量は冷房能力4250冷凍トン ，暖房能

力24 トン/ 時であるが，完成時の予想としては

冷房 17. ∞0冷凍トン ，暖房96 トン/ 時である。

乙のプラントと各建物をつなぐ地域配管は冷

水管 2 管( 往復) 高温水管 2 管( 往復) の 4 本

平行して敷設されており ，一年間を通じて常に

5

0

C の冷水と . 150

0

C の高温水が供給され，各

需要家は乙れを 13

0

C の冷水と 120

0

C の高温水に

して返す乙とになっている。配管のま管部はで

きるだけ専用構共同溝などを利用して ，完成後

の点検，保全IC万全をきしている。

地域冷暖房の特長としては ，冷暖房費用の軽

減，建築設の節減，公害防止の徹底など，多く

の長所があけられるが，実現にあたっての問題

点としては施設設計の技術的なもののほかに ，

地域全体の利益という立場と ，供給者や需要者

の個々の利益という立場を両立させながら ，お

互に納得のうえでない と計画が進められないと

いう難しさがある。 ζ れらの山積みする問題を

一つづ. つ解決して完成された乙の施設は ，今後

都市の快適な環境づくりを実現する新しい担い

手としてその成果を大い K 注目されている。

. 新 し い 地 下 街 「虹の町」

去る 3 月 6 日，大阪南の繁華街IC， I虹の町」 第一期ミナミ地下街建設工事概要

のキャッチフレーズで，市内 6 番目の地下街が 地下街名称 ミナミ地下センタ 一 " 虹のまち "

お目見えした。 設計 ミナミ地下街K K . K K八千代エンジニ

乙れは大阪市の都市再開発の一環として ，四 ヤーリング ・K K 安井建築設計事務所，施工

つ橋筋から堺筋の東西 8∞mlζ ，昭和43年 5月 K K大林組，鹿島建設K K，建築場所 大阪市

より，総工 ｾＸＷ 億円をかけ，昭和 ＴＶ 年 ＱＲ 月完成 南区難波新地三番丁他地先，建築主 ミナミ地

の予定で工事が始め られ ，乙のほどその第一期 下街K K，工費 約27億円 ，工期 昭和43年 10

工事( 国鉄湊町駅か ら，御堂筋までの 250 m)  月31日~昭和45年 3 月 6 日，構造 鉄骨，鉄筋

が完成したもの。 コンクリート造，建築延面積 約 12. 2∞nf ，建

地下一階は ，東西 lζ 2 本 ，南北K 9 本の歩行 築用途 地下道並びに貸庖舗，地下道幅員 最

通路，洋品雑貨 ・飲食庖などが並ぶ。七色の光 大10m. 最小 6 m，天井高 平均 3 m，地下連絡

線で天井に虹の感じを出すほか ，歩けば音の出 口 9 カ所，地下軌道施設との連絡口 3 カ所

る「ドレミのトンネノレ」や「カーネ ーション通

り」など， I虹のまち」のイメ ージ づくりに色

々工夫がなされている 。地下 2 階， 3 階は地下

鉄千日前線，近鉄線が走る。

高速道路， 千日前自動車通り， ミナミ地下

街 ，地下 2 階 ・3 階の軌道欽道施設と五層にわ

たる立体交差により，人 ，自動車の分離をはか

り，交通網の混雑整理をねらっている。完成す

れば ，総面積約 23. 480nf ，庖舗数 310庖，東洋

ーの規模となる。

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIIII IIIIII IIIII lI IIIIIIIIIIIIIIIIII II I111111111111111111111111111III I111111111111111111111111111111111111111 l1111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII Il IIIIIIII 

口 明治建築土木史年表・関西篇 ( その 37) ( 自明治11年 10月23日~至24日) 口

明治

11年 10月23 日

/1 11 11 

11 11 24 

ーー- ばんどう

大阪ｾｾへ西下した俳優坂東太郎は ， 関西で大立者になる気で戸籍を移し ， 戎橋 北

詰 ，出荷藤太郎の芸作 lζ 腰を落着けた。乙の家は敷金百五十円 ，修繕費五百円 ，家

賃月十二円余とある。

ふ尋。

京都御旅町えり菩杢庖の東京葺屋町支庖の広告が「有喜世新聞J Iζ 出て; ; 三; 「述

. . . .  ねTごん

輸貨は渓そ懸け未草。本庖同値段 lζ て・一 " 0 J  I今度京庖より職人増加仕・・ o J  

とある 。 乙の頃の新聞広告にしては積極的な文面で珍らしい。

地祖改正に伴う寺社所有地の調査済の所K は， i代価券状」を下附すると言われて

いる。
( 東京都北区神谷 2/ 22ノ13 須藤欣ニ)

'111111111I 11111111111111111111 l1l1l1l1 lllllllll l1l1l1 lllll l1l1l1l1l1 lll1IIIIIIIIIIIIIIII IIIIIIII Il III IIIIIIIIIIII IIIIIIIIII IIIIIIIIIIIIII II1IIIIIII IIIIII IIIIIIIIIIIIIIIIIIII IIIIIIII Il llll ll1l11111L1111111111111111I 1111111111111111111111111111111111l 111111111111
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日 本 万 国 博 政 府 出 展

日 本 庭 園

⑨ 

. 6 .  

=  
キ土

株 式 会 社 旭 植 物 園

荒 木 造 園 株 式 会 社

岩 辻 園 芸 農 場

株 式 会 社 植 捨 組

植 村 高 樹 園

植 村 造 園 土 木

名

内 山 緑 地 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 底

大 阪 造 園 土 木 株 式 会 社

加 茂 佐 造 園 株 式 会 社

関 西 植 木 株 式 会 社

関 西 造 園 土 木 株 式 会 社

関 西 緑 地 開 発 株 式 会 社

近 鉄 興 業 株 式 会 社 造 園 部

京 阪 神 建 設 株 式 会 社

株 式 会 社 三 芳 圏

三 容 興 産 株 式 会 社

株 式 会 社 昭 和 造 園 土 木

株 式 会 社 膏 紅 園

田 中 建 設 株 式 会 社

株 式 会 社 竹 中 庭 園

辻 本 龍 松 園

庭 樹 園

株 式 会 社 西 川 造 園

阪 急 園 芸 株 式 会 社

富 士 造 園 土 木 株 式 会 社

明治圏

株 式 会 社 山 都 屋 大 阪 営 業 所

理 事 長

14 
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会 場北側 の26万m2を利用して日本の伝統的ならびに最新の造 図 技 術の粋を集めている 。

細長い地形に「流れ」を主題とした水と石組と緑を組み合せ、 100 種類 11万本の樹木、 2. 3万株の草花、

6.5万d の芝生、約 7，000 トンの石を使 って古代、中世、現在から未来を表わしている庭園である 。

阪 神 造 園 建 設 業 協 同 組 合

大 阪 市 北 区 高 垣 町 8 6  ( 福 田 ビ ル ) T  E  L.  313 - 0975 ・4010

代 表 者 住 月斤 電 言舌

中 西
叉五ヨ五比

兵 庫 県 宝 塚 市 山 本 字 蚕20 ( 0797) 88ー 凹 12 ・0835

荒 木 芳 邦 大 阪 府 池 田 市 鉢 塚 2 - 9 - 8 号 ( 0727) 61 ー 1298 ・8874

岩 辻 忠 兵 衛 大 阪 府 河 内 長 野 市 上 原 町583 ( 072 15) 2- 6898 ・2850

阪 上 貞 雄 兵 庫 県 宝 塚 市 雲 雀 丘 花 屋 敷 駅 前 ( 072)  59 - 9505 

植 村 清 一 大 阪 府 八 尾 市 山 畑 336 ( 0729) 41 - 8182 

植 村 新 市 大 阪 府 高 槻 市 大 畑 町 11 ー 7 号 ( 0726) 95 - 0466- 9  

吉 岡 康 彦 兵 庫 県 宝 塚 市 山 本 字 夏 目 木 l ( 0797) 88 - 0465 

木 村 源 次 郎 大 阪 市 北 区 堂 山 田TI O ( 06) 361 - 0619 ・0620

稲 沢 辰 次 大 阪 府 池 田 市 城 南 町 | の 21 ( 0727) 51 - 2364 

宮 川 武 男 大 阪 市 西 区 千 代 崎 町 2 丁目 17 - 10 ( 06) 581 - 3401 

杭 本 正 神 戸 市 兵 庫 区 下 沢 通 2 丁 目 10 (078) 55 - 0451 

岡 田 次 平 大 阪 府 箕 面 市 大 字 栗 生 外 院463 - 2  ( 0727) 29 - 3317 

今 村 宣 彦 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 6 丁目 l ー I(森 田 ビ ル ) ( 06) 771 - 3331 

木 山 匡 司 大 阪 市 天 王 寺 区 烏 ケ 辻 町 12 ( 06) 771 - 5755・772・0355

森 俊 一 大 阪 市 北 区 大 融寺 町 48 (06)313・2451・361 -4785 

当 麻 英 夫 大 阪 市 阿 倍 野 区松 虫 通 l 丁目 9 - 6 号 ( 06) 702 - 6611 

坂 上 穫 博 大 阪 市 西 区 新 町 南 通 | の 106 ( 06) 541 - 6415 ・7627

中島幸. 太郎 大 阪 府 南 河 内 郡狭 山 町 池 尻512 ( 0723) 65 - 001 い 2441

田 中 克 典 兵 庫 県 伊 丹 市 荒 牧 字鍵 因 7 ( 0727) 81 - 1659 

竹 中 栄太 郎 大 阪 府 羽 曳 野 市島 泉 9 丁目 139 ( 0729) 54 - 4161 - 3  

辻 本 己 之 介 兵庫県尼崎市図書ｾ 1149 ( 06) 491 - 9307 ・7524

当 内 富 三 郎 大 阪 府 八尾 市 山 畑 388 ( 0729) 41 - 8004 

西 川 晴 之 助 大 阪 府 枚 方 市 北 中 振 | 丁 目 18ー 18 ( 0720) 31 - 1271 - 2  

茂 原 祥 三 大 阪 市 北 区 芝 田 町 35 - 4  ( 06) 372- 4824 ・4829

金 岡 秀 輔 兵 庫 県 宝 塚 市 山 本 字蚕 27 - 2  ( 0797) 88 - 0501 - 5  

口 丸 伊 ー 兵 庫 県 伊 丹 市 荒 牧 字 大道 23 ( 0727) 81 - 1540 - 1  

志 水 一 男 大 阪 市 東 区船 越町 1 - 23(森 研 会館) ( 06) 941 ー 7405

木 原 五 市 大 阪 市 北 区 高 垣 町86(福 田 ピ ル ) ( 06) 313- 0975 ・4010

郵 便 番 号

6 6 5  

5 6 3  

5 8 6  

6 6 5  

5 8 1  

5 6 9  

6 6 5  

5 3 0  

5 6 3  

5 5 0  

6  5  2  

5 6 2  

5 4 3  

5 4 3  

5 3 0  

5  4  5  

5 5 0  

5 8 9  

6 6 4  

5  8  3  

6 6 1  

5 8 1  

5  7  3  

5  3  0  

6  6  5  

6  6  4  

5  4  0  

5  3  0  
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日本万国博建築ニュース
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面副 正主 〉阻

，、ヮイ館断面図

4‘ 第 2 - A プレース 70 . 3. 6現 在

日
持

gi 

第 2 - A プ レ ー ス 配置 図

. ハ ワ イ 館

設 計 Hi deo Mur ak ami  

協 力 設 計 K K大 林 組

施 工 K K大 林 組

敷 地 面 積 1，440m'  階 数 地 上 1 階

建 築 面 積 524. 5m'  最 高 高 さ 6 m  

& ハワイ館 70. 3. 6現 在

延 面 積 524. 5m' 起 工 昭 和44年 8 月 14 日

建物は円安l幻影で、床而

は 1. 9 mま で 搬 り 下 げ

た 所 に あ り 、 全 体 が 半

地 下 の よ う に な っ て い

る。内苦11の 演 出 刻J 呆 を

あ げ る た め 窓 を 設 け て

いない。 外 装 は 特 製コ

ン ク リー ト ブ ロ ック。

情 造 鉄 骨 造 一 部 鉄 筋 コン ク リ ー ト 造

- 第 2 - A プレス

設 計 環 境 設 計 研 究 所

施 工 K K鴻 池 組

パピリオノ名

建築面積 延床而積 階 数

最高高さ

(m' )  (m') 
(絶b 地下)

パナマ 80 1拠 5. 35 

ベネズエラ 80 
， ， ， 

ベルー 100 .  ， .  

ウルグ? イ 60 
， ， ， 

敷地面積 ｾ 起工 Ｑ 昭和 ＴＴ Ｎ￭ｦＮ 6  Ji 

構 造

鉄骨造

.  

.  

.  

中南 米 の 4 ヵ 国 に よ っ

て構 成されている。

外 壁はハーフミラー、

3 本 1 組の特以ーな形を

もっ柱とで、 各 パ ビ リ

オ ン を そ れ ぞ れ 形i立っ

ている 。

V イタリヤ館工喋館 70 . 3. 6現 を

15 



見事に解決

•. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • •. • 
・・

争olYloγ m

⑤月星ポリコf ム鋼板

建 築 の 近 代 化 に と も な い 着 色E 鉛 鉄 板 の 需 要 が 増 大 ノ .

建 材 と し て の 断 熱 性 や 防 露 性 な ど に 問 題 の 解 決 が 強 く .

の ぞ ま れ て い ま す 日 新製 鋼 で は こ れ ら の 諸 問題 を 見.

事 に 解 決 ま っ た く 新 し い 建 築 素 材 〈月 星 ポ リ フ ォ ー .

ム 鋼 板〉 の 開 発 に 成 功 い た し ま し た .  

こ の ポ リ フ オ ー ム 鋼 板 は 月 星 カ ラ ー 及 び 亜 鉛 鉄 板 の 裏 .

面 に 発 泡 ポ リ エ チ レ ン を 熱 融 着 さ せ た も の で す ぐ れ .

7二 断 熱 性 と 防露 性 さ ら に 経 済 性 ・ 防 音 性 ・ 加 工 性 を も .

か ね そ な え た 画 期 的 な 新製 品 屋 根 材 と し て 最 適 で す .

- 夏 は 涼 しく 冬 は 暖 か い す ぐ れ た 断 熱 効 果 ノ .  

・ 防砕| 全 ( 結 露 防止 ) に す ぐ れ 錆 び の 心 配 か ら 解 放 ，

・ 別 に 断 熱 材 を 用 い る ニ と な く 労 力 や 工 期 の 節 ， 成 に.

き わ め て 経 ， 斉 的 ，

・赤茶 ・占・緑 ・薄緑・グ レーなどカラーフルな色杉 .  

・ 雨 音 を 完 全 に シ ャ ッ タ ー ア ウ ト す く れ た 防 音 性 ? ・

・1 m. ; ! の 宣 活 曲 げ に も び く と も し な い 抜 群 の 加 工 性 ，

ijJ 

ｼＺＨＧＳ 革期 ｾ ｅＡ ｊＳｾ剖
本 2ニ東互1] 子Rl ! I ! ; ! えの巧 3丁目 4暑: て子玉門ヒルアl 1 l i 責吉1 m大' て表m回

大 理 主 2二大豆l i i I 頁 Z 大 - 暑 ・ て t・同ヒ J レ γ ! I ! E王却2 大ー実 llll

名吉室主苫 名古屋本ｬｬｉｩｉ三豊島￤ｄｩｉ自ｾｾＮｪ｝暑宅ｾヒル ＱＱｦｴ名言宝ｾＺｴ＼て妻Ｖｏ￴ Ｑ

冨 集 長 定il fi .Wl l lml 二島 47 9456 、'! 67 4235 ・ 2員言 28 5304 
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. サ ウ デ、ィ・アラビア館

設 計 川 嶋 建 築 設 計 研 究 所

施 工 東 急 建 設 K K

階 数 地 上 1階敷 地 面 積 1.050m'  

建 築 面 積 420 .39m'  

延 面 積 455. 12m'  

楕 造 鉄 筋 コンク リート 造

民示館はイスラム教のシンボノレ ハ チ の 巣 "

を デ ザ イ ン 化 し た 寺 院 風 の 建 物 で 、 平 面 が一

辺4. 28mの 正 六 角 形 の 特 別 展 示室 と一 般 展 示

場からなる 。 それぞれのドームおよびｾＡは 、

プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 版 で 組 み 立 て ら れ

企 サ ウ デ ィ ア ラ ビ ア 舘 70 .3. 6現 在

ｆｾ＠

サ ウ デ ィ ・ア ラ ビ ア 館 平 面 図

館
y

k

k

 

-

d

k

k

 

。
二

設

設

l

建

建

1

喧

円

d

a
-
z

国

主

プ
ェ

.

設

施

敷 地 面 積 1. 200m'  階 数 2 ，皆

建 築 面 積 437m
2  

最 高 高 さ 8 m  

延 面 積 726m奮 起 工 昭 和44年 10月31 日

構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造鉄骨造

展 示 館 の ほ か 、 竹 と バ ナ ナ の 木 の梨 で作 られ る本 悶 の 民 家 2 棟 が 建 て ら

れ て い る 。

V エ チ オ ピ ア 館 70 .3. 18現 在

ている 。

. E C館

設 計 J acques de Hoe  

協 力 設 計 K K竹 中 工 務I苫

施 工 K K竹 中 工 務 唐 丸 紅 飯 田 K K

敷 地 面 積 1，600m'  

建 築 面 積 944m'  

E正 面 積 1 . 438 m'  

構 造 鉄 骨 造

階 数 地 上 2 階、

地 下 1 ，皆

最 高 高 さ 5 .2 m 

起 工 昭 和44年 3 月19 日

' Y E C館 70. 3. 6現 在

最 高 高 さ 12m 

起 工 昭 和44年 6 月 16 日

欧州防長同体は、ベルギ一、

フ ラ ン ス 、 西 ド イ ツ 、 イ タ

リヤ、ルクセンプノレグ、オ

ラ ン ダ の 6 ヵ 国 が1951年 に

結 成 し 、 経 済 面 、 文化 而 で

協 力 し 合 っ て い る 。 玄 関 脇

に 直 立 し た 約21 mの彫 刻l が

ある 。 展示自i'iは 、 そ の 大 部

分 が地 中 に 挫 ま り 、 屋上 は

庭 問 に 利 用 し て い る 。

17 



ビ

ル

が

変

れ

ば

窓

も

変

り

ま

す

ビ

ル

が

高

層

化

・

マ

ン

モ

ス

化

す

る

に

つ

れ

て

、

そ

の

窓

も

変

り

ま

す

。

大

き

な

ビ

ル

の

窓

に

は

、

気

密

性

・

遮

蔽

性

・

清

掃

の

安

易

さ

・

熱

損

失

の

多

少

・

採

光

性

能

な

ど

、

あ

ら

ゆ

る

面

か

ら

検

討

さ

れ

、

す

ぐ

れ

た

も

の

が

要

求

さ

れ

ま

す

。

さ

ら

に

ビ

ル

の

顔

と

も

い

え

る

窓

に

は

、

ビ

ル

の

外

装

を

生

か

す

美

し

さ

も

忘

れ

る

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん

。

ス

イ

ス

で

生

ま

れ

た

エ

ル

ミ

ン

窓

が

各

方

面

で

話

題

に

な

り

、

注

目

を

集

め

て

い

る

の

も

、

こ

う

い

う

ビ

ル

の

マ

ン

モ

ス

化

時

代

に

窓

の

性

能

が

再

検

討

さ

れ

た

結

果

に

ほ

か

な

り

ま

せ

ん

。

-

エ

ル

ミ

ン

窓

は

ブ

ラ

イ

ン

ド

内

蔵

・

回

転

式

ア

ル

ミ

ニ

重

窓

で

す

二

重

構

造

と

内

蔵

ブ

ラ

イ

ン

ド

、

す

ぐ

れ

た

断

熱

構

造

及

ぴ

)

高

い

気

密

性

が

、

抜

群

の

遮

蔽

性

、
諸

都

T
a

n

u

t

闘

を

発

揮

し

ま

す

。

騒

音

・

外

気

は

ミ

雲

ミ

A

f山

謝

多

川

室

内

に

オ

フ

リ

ミ

ッ

ト

。

冷

暖

房

星

雲

ミ

ノ

-
Z

E

劃

効

果

も

た

か

め

ま

す

。

外

光

調

整

除

佐

E

F

-

-

呈

己

鮒

も

思

い

の

ま

ま

で

す

。

ま

た

エ

ル

岡

山

間

問

問

閉

山

劃

M
糊

ミ

ン

窓

は

横

軸

削

度

回

転

式

で

す

標

か

あ

り

、

ロ

ッ

ク

を

は

ず

し

障

子

部

分

を

回

転

さ

せ

る

こ

と

に

よ

り

、

高

層

窓

の

外

面

も

手

が

る

に

清

掃

で

き

ま

す

。

ブ

ラ

イ

ン

ド

に

も

挨

り

が

つ

き

ま

せ

ん

。

こ

の

よ

う

に

数

々

の

特

色

を

持

つ

エ

ル

ミ

ン

窓

は

、

ホ

テ

ル

病

院

・

学

校

・

寒

冷

地

の

住

宅

な

ど

各

方

面

で

、

時

代

の

要

求

に

こ

た

え

た

新

し

い

窓

と

し

て

ご

好

評

い

た

だ

い

て

お

り

宇

品

十

ヲ

。

A-エ

ル

ミ

ン

窓

に

は

8

つ

の

特

徴

が

あ

り

ま

す

①

二

重

ガ

ラ

ス

に

よ

り

熱

損

失

が

少

い

②

遮

音

性

能

が

す

ぐ

れ

て

い

ま

す

③

ア

ル

ミ

形

材

に

挿

入

さ

れ

た

断

熱

材

に

よ

り

熱

伝

導

が

少

な

い

④

水

密

・

気

密

が

完

全

で

す

⑤

ガ

ラ

ス

に

も

枠

に

も

結

露

を

生

じ

ま

せ

ん

⑥

ブ

ラ

イ

ン

ド

が

内

蔵

さ

れ

て

い

る

の

で

冷

房

負

荷

を

へ

ら

し

ま

す

⑦

横

軸

刷

度

回

転

し

内

部

か

ら

外

部

ガ

ラ

ス

の

清

掃

が

可

能

で

す

⑨

大

窓

に

も

適

し

ま

す

エ

ル

ミ

ン

窓

は

住

友

軽

金

属

の

す

ぐ

れ

た

ア

ル

ミ

形

材

を

使

用

し

て

い

ま

す

製 造 ・ 販 売 ・施 工

日 本 エ ル ミ ン サ ッ シ 株 式 会 社

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 僑 江戸繍3ー 7( 第 2 三木ピ ル) 惟 ( 272) 1841代 表

営 業 所 大 阪 市 西 区 京 町 地 1 - 1  2  S (東洋ピル) 電( 441) 1979直通

。 住 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社

18 



オ ー プ ン し た お 祭 り 広 場 に お け る 西 ド イ ツ 警 察 隊 の ア ク ロパ ッ ト と そ れ を 見 る 観 覧 者 70 .3. 18現 在

オ ー プ ン 後 の ア フ リ カ 諸 国 の 70. 3. 18現在
フ ラ ン ス 館 の 舛仕j と内作)

70 3.  6現在

展 示 館 と 人 命

19 



す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長示レ ＱＱＱ ＧＷｾ

軽

断

量 (比重 0. 5コンクリー 卜11 の重量)

熱 ( コンク リート の 1 0 倍の断熱性)

耐 火 (法 定 耐 火 材 料)

@ シポレックスは工場、住宅から超高層ビ、ルまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化を要する高層建築物 ・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

20 

日本政府館

設計 日建設計工務

施 工 清 水 建 設J . V.

使 用 場 所 屋 根

唖至至言P

;;...ポレ1I/' 7"'A服 売 株 式 会 社

本 社 東京 都 千 代 田 区岩 本町 2 ノ ! ノ 16( 森 川 ピ ル )

電 話 東 京 ( 861 ) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 | ノ 125( 東 洋 ピ ル )

電 話 大 阪 (443) 代 表 7 7  4  1  

名 古 屋 支 底 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ピ ル )

電 話 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4 2 1  

.. 



口 写真 と除要をどしどし お送りください.

凡例 . a 所在地 b 建築而概 c  延 面積 d. fl揮i立線技 e 工 期i

F

J

r

J

r

-
M

川

523 .  大 阪 コ ク サ イ ホ テ ル ( 増築) I  524.  

設計 大 林 組 竹 中 工 務 唐

施工 大 林 組 竹 中 工 務 庖

a. 大 阪 市 東 区 内 本 町 俄 :古町

C .  15，522m'  

d.  S  R  C i立， 2 8  9  F ， 

e  昭和43年 7 月一昭和45年 2 11

日本勧業銀行大阪事務センター

設計 日 建 設 計 工 務 K K

地工 : K K 竹 中 工 務 庖

a 大 阪 市 東 区 和 糸 町

b.  727. 2m'  

c  .  5，602m'  

d.  R  C 泣一部 S R C造. 8 2 ， 

6  F ， P  H付き

e. 昭和43年 12月~昭和44年 12月

525.  竜 田 紡 績 本 社 寮

設計 K K 関 建 築 設 計 事 務 所

地 工 K K 神 崎 組

a  姫 路 市 南 畝 町 6 4 4 町 l

b  .  321. 330m'  

1. 190.  980m'  

R C 造， 4  F  

e  昭和43年 10月~昭和44年 3 月

526.  大阪ガス・千里エネルギーセンター I  527.  

設計. 日 連 設 計 工 務 K K

施工 : K K 大 林 組

｡Ｎ 大阪 ，ＨＮｦｾ 中市新千里西町

b .  2，655m'  

14，356m'  

R Ci宜一部 S R C 泣， 8 2 ， 

4 F ，P H 3  

e .  s1l.fl 143年 11 !1 - II[l .fl J45年 2 月

11111 

帽 F 司胴帽朝間帽

大阪阿武山赤十字病院増改築 I  528.  

設計 三 座 建 築 事 務 所

指工 。K K 熊 谷 組

a  高俊市字上室4守主主広701町 1- 70番地

b.  2，324. 59m'  

c.  6，513. 82m'  

d .  8 1 ， 4 F ， P H l  

e  昭和43年 10月ー昭和44年 11 月

府 立 身 体 障害 者福祉センター

附属病院増改築

設計 ・日 建 設 計 工 務 K K

B血工 K K 間 組

a  堺市J i ! ! . ヶ丘中町 4 丁 1 3 6  

b.  2，191m'  

c .  10，139m'  

d.  R  C 造， 8 1 ， 5  F  

e .  I昭和43年 10月~昭和45年 3 月

529. 兵庫県園田公園競馬場入場門 I  530. 

設計 : 兵 庫 県 建 築 部 営 絡 課

施 工 K K 柄 谷 工 務 唐

a 尼 崎 市 Ht "1: 

b.  203. 36m'  

c.  294 .85m'  

d.  R  C i宜， 2  F  

e  日目相43年 10月~昭和44年 10月

兵庫県園田公園競馬場総合事務所 I  531.  

設計 兵 庫 県 建 築 部 営 織 際

施 工 : K K 柄 谷 工 務 庖

a. 尼 崎 市 推 : i t

b.  178.  548m'  

C  .  357.  096m'  

d.  R  C 泣 ，3  F  

e  昭和43年10月~昭和44年10fl

ボ ウ ル ジ ャ パ ン

設計 高木建築デザインス 9 ジオ

ア ル ス 設 計 事 務 所

施工 : K K 西 本 組

a. 堺 市 治 久 野 1 T  5 番 地

b .  2，476m'  

C .  2，698m'  

d .  R  C 造一部 S 遺， 1  F  

e  昭和44年 9 月ー昭和45年 1 月



和風と洋風の持味をフラスしたポ1)パス=P1801

P 1801は、 j羊厄Lノ〈スのゆ ったりと

足を伸は‘ してくつろげる寸法と、

和風パスのた っぷりと首までっか

れる深さを生かした、和洋折 '1' タ

イプのポリパスです。 材 質 は 丈 ー

さと保行li 力に定評のある F RP。

美しいピンク ・ブルー ・グリーン ・ラ

イトブルー、 4 色がそろ っています。

22 

埋込工事のいらない据置タイプの

利点として、工事官が安上りな点

も見のがせないポイント 。 給 湯 式 ・

外釜式 ・B F 釜いずれのセットも

可能にしました 。 日本で最初に F

R P浴槽を開発した東陶機器が、

これからの浴室におすすめする、

新しい自信作です。

T O T O  

東 陶

東 陶 機 器 株 式 会 社

(  In 社 名 東 洋 陶 株 株 式 会 制 )

本 社 北 九 州 市 小 介 区 篠 崎 町 4 5 8

T  E  L  (093)  - 9 3 ー 5 1 5 1 マ 8 0 2

| 仮 営 業 所 大 阪 市 東 区 間 胞 僑 5 の 3 2  

T  E  L  (06 ) ー 203 - 5701 マ 5 4  1  



クラスメート

59 C旧同開r p〕

後 列 左 よ り ( 敬 称 略)

末 魔 健 次 郎 { 三菱合IlI1K K事l' 戸支底Tol I J長兼管財課長)

近 藤泰 次 郎 (大銅挫訟 K K営業部次長)

渡 辺 一 郎 ( K K 竹中工務応大阪本底設計部)

福 田 亨 吉 { 松本ill 設K K工務部長代理)

工 藤 雅 三 { 工藤雅三建築 ・附所)

佐 藤 信 太 郎 ( 佐泌工務庖)

前列左より

流 石 正 治 ( K K 阪口工務脂常務取締役)

尾 亀 清四 郎 ( K K 三兆商会代表取締役会長)

長 谷 川 武 彦 ( K K 長谷川工務院代表取締役会長)

大 坪 哲 夫 ( 大坪産業 K K取締役社長)

出 水 正 良 ( 大阪市区町艶理1;;) )

｜ Ｇｾｊ 烹 つ〈波にて 11自制45年 2 月20[!

建 築 雑 誌 1 月 号 「大 正 の |比Ji l(j ill 築 界」 を 興 味 深 〈 読 ん だ。 母 校 大 阪 工 業 大 学 で は 、 い ま 創 立50周

年 記 念 史 を 編 纂 し て い る が 、 我 々 が 学 ん だ 昭 和 10年 前 後 の 学 園 で 教 鞭 を と ら れ た 先 生 方 を f忠んで

みると池問実、 中 沢 誠一 郎、 井 上 新二 、 玉 置 盟 次 郎 、 手客百事藤吉、浅野新一 、 伊 藤 正 文 、 古 塚 正

治、中尾保、 rl : l 西 六 郎 、 疋 良 勲 、 新 名 種 夫 、 松 井 治 之 助 、 矢 崎 両 俗 、 辛 木 貞 夫 、 本 多 正 道 、 井 手

正 雄 、 棚 橋 諒 一 ーー ・・ 。 今 の マ ス プ ロ 教 育 と 巡 っ て 1 ク ラ ス せ い ぜ い 30人、 )1事 を つ き あ わ し て の 3

年 附 を み っ ち り と 仕 込 ま れ た わ け で あ る 。 今以; の lj 戎 争 で % の 級 友 を 失 っ た が 、 在 学 rlヨより七雄会

ＨなだてかいＩと 称して 会をつくり、今でも毎年 Ｑ 回 Ｒ 月にクラス会を ｉｾｾｉ いている 。

末広 は在学中の瓦而目さそのまま、大 三 菱をつとめあげた。 近 藤 は ｾ ｊ Ｇ［ 務所自営を経て貌峨 。 渡辺

は 永 〈 大 阪 市 消 防 局 を 似J め あ げH乍 年 よ り 現 峨。 福 田 は 銭 高 組 を 経 て 数 年 前 よ り 現 職。 学 生H寺代よ

り浪花節がうまかったが今でも ｊ おまると時々うたわされている 。 工 藤 はずっと Ｇ ｊｾ 務所を自営 。 昨

年 1 級 建 築 士 を と っ た 長 男 を は じ め一 家 を 挙 げ て の 協 力 を 得 て 大 忙 し と IHl <。 佐 藤 は 親 の 代 か ら

板 ッ か ら の 請負 人 で 阪 神 聞 の 高 級 住 宅 建 築 に 一 生 を か け て い る 。 流 石 は 設 計 の 手 腕 を も っ て 長 谷

川 に Iij) め た が 、 数 年 前やめて現職。 尾 亀 は 須 賀 工 業 を 経 て 現 職。 今 年 始 め44年 度 雪 解 俳 句 fi ・を受

賞 。 いま角川 ｲｾ 庖の総令誌 ｲＱｾＱ ，句 ｊ 4 月 号 に 作 品 15句を求められ、受賞ー第一 作 に い よ い よ 熱 を あ

げ て い る 。 長 谷 川 は 卒 業 後 1[¥1 も な く 会 社 を 創 立 し 、 社 長 と し て 建 設 と ピ ノ レ 経 営 に 大 を な し 、 一 部

上 場 の 大 会 社 に 仕 上 げ た 。 昨 年 現 職 と な り 住 居 も 東 京 に 移 し た。 専 ら ゴ ル フ を や っ て い る ら し い 。

大 坪 は 松 村 組 に 勤 め た がlj 筑 後 山 口 県 下 松 市 で 家 業 の 建 設 と 木 材 工 業 に 従 事。 業 界 士 会 の 世 話 も 小

ま め に や っ て い る が 、 此 頃 は 工 大 を 出 た 長 男 に 仕 事 を や ら せ 専 ら コ ソ レ フ に 凝 っ て い る 。 出 水 は ず

っ と 現 職。 卒 業 後 な だ て 会 が 今 日 ま で 続 い て い る の は 彼 の 述 絡 事 務 処 理 に i'< う 処 で あ る 。

本 自 の 不 参 は 北 よ り 吉 沢 喜 好 ( h'l 水処設を経て函館 ・B A U主llllii 'J>務所長) 広 瀬 誠 司 自II( 村野. . I 1l ¥illllii 事務所を経

ーて東京 ・広瀬瀬戸口梢治事務所長) 石田太郎{ 長谷川工務庖を総て京京 .:(j 威主II 築"1' .務所) 熊 田 忠l 次( 満洲同官綿処、長谷川

工務底工事務を経てW: Ji( 長栄不動i郎社長) 西村忠ニ( 長谷川工務庖専務を経て池問主II 設取締役大阪支府民) 佐竹笑 (銭高組を

経て大阪 大料且) 吉見英治( 大阪 占見通] l 築例年所長) 吉田 忠 勝 ( 大阪府営締法を経て大阪府i出供給公社)

(尾f也記)
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防水層の保護と軽量、断熱に

共栄の，千←- ヲEヲヲイトコ〉タリ園ト…び峨帆町防臥附水肝下刊TtlliJ f l 地酬也問用

J た栄， マーライト コン 7 リート P C - D 工法保J l J 町 Jj¥.ri IS工 ぷ 繊 維 大.，'1:

(J.It ，H  教γf 施 設 研 究 所 . 地 工 ｋｋ 大林 ｾｊ ｬＩ

虫P C一 D工3法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

- 防水層の事! I えに使用し仕上モルタル の 婆 ら な い 金 ゴ テ ー

パ ツ 仕 上 工 法

・ デ ッ キ プ レ ー ト の 経 企 化 ゃ 露 出 |坊水下 地、 ま た は 貼 物 下

地 に ナ ラ シ モ ル タ ノ レ の 安 ら な い 金 ゴ テ ー パ ツ 仕上 工 法

共 栄 パ ー ラ イ ト の 特 徴 ( 独 立 気 泡 の た め 、 吸 水 も な い ) を 生 か し た

失業の，芯ーヲイトモルタル

共栄，マーライトモルタル P M- C ( 将j ! I J タタミ F J 也) 保川

町 住友ｭＮ工門 ｉＺｾ 社宅Ｈ設計施工 K K竹 中 工 務J市)

P M- C工法

- タ タ ミ 下地 の 床 紅1 ( 大 工 仕 事 ) が 会 〈 袈 ら な い の で工 期

短 縮 とコスト が 安く な る

・床 組 し な い の でlli 物 の ボ リ ュ ー ム の 節約 が て' きる

・無 機 質 100% 絶 対 耐 火

・塩 ビ 系 タ イ J レ下地の 防 j皇、防音、軽量、断熱 ( 制南lt防 止 ) に

・川 砂 を使 わ ず |坊 水 液 を 使 用 し た 完 全|切水 ノマーライトモル

タノレ

比 重 ・ 断 熱共 木 材並 1 3  

( 比 重 0. 85kg/ t
， 熱 伝 導 率 o. 14kcal / mhc )  

遂 に 出 た ・・・ ベ ニ ヤ 仮枠 コ ン ク リ ー 卜 下 地 の か ベ 、 天 井 の ー パ ツ 吹 付化 粧 仕 上

本オ ｉｦＧ ・ ＧｉＢＧｾ キ ｚＴ
化 粧 、吸音 、防湿、断熱( 結露防止) と多目的用に

- ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 接 l次

イ寸 して争IJ 南ltの心、自己カずない

・ かべ 面 は 金 ゴ テ押 えす れ ば 来 治iRタ イ プ の 表 面 強 度 の あ

る ソ フ ト で デ ラ y クスなムードである( ネオノマ - J レスキ

ンの特徴)

・ー 工 程 で 仕 上 る の で工 期 の 短 縮 と コス トが安 く な る

・下 地 は ボ ー ド 瓶 、 鉄 板 類 、 石 紅il . f 反、モルタ J レなど何んで

もよい

- 撚 il色色 20色 と 特 別 色 も で き る

ネォ ｾｾＭｊ レスキンをベユヤ ｩ 旺枠コ ンク Ｇｊ ート下地内天 ｾｉ

( 吹放し) 収( 金 ゴテ 抑止仕上) 線用町 西抗トラピスト修巡院

( 設: 11 村 野 税 処 築'1>務 所 、 地 エ K K 竹 中 工 務1月)

司令11
共栄パーライト販売株式会社 E

大阪市東区森之宮酉の町ｾ .. E  . . .  _ _ 代 表 (941) 9 2 4 3 .  
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建 築 と は ?

「祖E築 と は 何 か ? J  とし、う，fW 原 的 な こ と が 問 い か け ら れ て い る

げる予もあるが、 一 つ の 解 答 を 試 み て 説 お の 批 判 を j!IJ ごう

先 人 の 例 に な ら っ て 、 次 の よ う に 友 現 す る こ と も で き る で あ ろ う 。 r建 築 と は 、 人 聞 の 生 活 一一一労

働 や 余 暇 も 含 め て ーーーの 坊 を 自 然 の 環 境 か ら 守 る 殺 を つ く る こ と で あ る 」したがって、第一 に 生 物 と し

て の 人 間 を 安 全 に 守 1) 、かつ、術' 主的 に も 支 障 の な い も の で あ る こ と が 契 約 さ れ る ー ー その以ー低限は、

処 築 必 準 法 と い う 法i ltて' 定められている 。 しかし、人l I ¥j とし寸 動 物 は ぜ い た く て ¥ さ ら に 使 っ て 便 利 で

あ る と か 住 み 心地 が よ い と か い う 文 化 的 な 要 求 を 持 ち 出 す一一一能率とか} 別主' 陀とか内外の美しさなど

が 求 め ら れ る 。1段 後 の も の に 重 点 を 白いて、建築は 芸 術 で あ る と い う 人 も い る 。 次 に 人 間 は 社 会 的 な 動

物 で 群 を な し て 住 ん だ り 働 い た り す る 。し た が っ て ，野 中 の 一 軒 家 め よ う な 場 合 は ま れ で 、 楽 活 や 田Tゃ 都

会 を 形 成 す る 0'建 築 家 は 、 鮮 と し て の 処 築，さ ら に 社 会 の 容 れ 物 に ま で 々 え を 及 ぼ さ ね ば な ら な く な る 。

し か し 、 い ず れ に し ろ 伎 は 伎 で あ っ て 、 中 味 人| 甘いや社会 との 関 係 を 離 れ て 建 築 は あ り 仰 な い。

こ の 場 合 、 動 か な い 伎 は 「時 」 の要 ぶ と い か に 対 決 す る か い や 、 こ れ は と て も 500 ' { : では I'} き 切

れ な く な っ た 。 ( H a )

そ れ は 名 nが A 号 え る べ き こ と だ と 進

建

築

の
(  4  )  

疎 開ヤ モ メ で、 ハ ン ゴ ウ を 洗 っ て 股 が 疲 れ た 体 験 か ら 、 戦 後 、 公 同 ア パ ー ト な ど の 流 し の 向 き 80cm以 上

を 提 唱 し た が 、 ま だ 女 rr'll 寺代の イ メ ー ジ に 左 右 さ れ 、 あ ま り 向 調 き れ な か っ た. 主 婦 時 代 の 今 円 で は 、

身 長 150 c mの小 柄 な 主 婦 が85cmと 指 定 し て 「 私 の へ ソ のrE さ に 令 わ せ て く だ さ い 」 という 。 そ こ は 他

人 の 実 測 は 怖 か ら れ る の で 、 こ れ は 作 業 時 の 状 態 での! H 哀の尚さと党えておけばよい。 J I S 規 絡 は 85

C問。 外人{ 立高さの調節をl Y . t 込粋でする。要は個人が1' f 筋をや1

'

ば し て 作 業 で き る 寸 法 を 見 極 め る こ と で

ある .

次 に 公 衆 使 所一 一小 使 を 跨 む の は 牛 豚 だ け で な く 、 人 間 線 も こ こ に 立 寄 れ l;f ア ニ マ ル に な り 下 が る 。

と く に 駅 や 地 下 街 の 便 所 は 、全 国 北 か ら 南 ま で ロク な も の が な い。 r少 し の 注 意 でキ レ イ な 便 所」 な

ど の 貼 紙 { 立 、 建 築 設 計 お に 向 け ら れ る べ き も の で あ ろ う 。

そ の 改 善 策 は 、 建 築 設 計 資 料 集 成 の 学 校 編 に も 見 ら れ る ご と く 、 千 字 通 明 、 ス ト ー ル型 を 間 わ ず 、 使 器

の目黒而から突出，t 法{ 二、 10田 モ ザ イ ク タ イ ル で 4 枚 が 限 度 ) をプ ラ ス し た 寸 法 を 明 凶 か ら の 悩 と し

たw段 を 設 け る こ と で あ る 。

床 の モザイクタイル の色調には敏感でるも、使われた結果を予測されないでは鈍! 墜というほかない

勺- ぇ・さ

B艮

0 )  

義 侠 心

日 本 人 の 粁i神 桃iiEの特伎の一つに、 「義侠心」 という 言 葉 が あ る 。 い わ ゆ る 、 義 を み て せ ざ る は 切 な

き な り と い う や つ で あ る 。 今回、日本の万博ーでは参加国 76 と い う 史 上 最 大 の 歴 史 を 飾 っ た が 、 そ のう

ち 発 展 途 上 岡 と i I さ れ る 同 が 約 半 数 近 く あ る 。 進 か ア フ リ カ 、 中 南 米 の 述 同 か ら 極 々 の 困 艇 を お し て

参 加 し た 国 々 で あ る 。 さ て 、 こ れ ら の 同 q の 参 加 に 当 つ て は 、 色 々 と 日 本 人 の 好 意 と い う か 、 い わ ゆ

る 、 判 官 ピ イ キ 的 な 義 侠 心 に 1" 1 う所大きいものもある ネパ- } レという同がある 。 是 非 と ι 兄 1't 分 た

る 日 本 の 万 博 に 参 加l し た い が 、 ど う し て よ い か わ か ら な い. 幸 い に 、 日 本 に は 山 き ち が い の い わ ゆ る

ネ パ キ チ が 多 い も の だ か ら 、 た ち ま ち に 若 い 建 築 家 の ネ パ キ チ i主がノぐピリオン の 設 計 に 協 力 し、また、

ネパキチの土ｴｬ｜屋の社長が極めて Ｇ， Ｇｭ ＧｐＺ で主主設工 Ｇｊｾ を申し出た 。 エチオビアが参加 し ようと し たが色々
/) ' I J  

と 問 題 が 多 か っ ? 。 た ち ま ち に し て 、 金 を 寄 附 す る 人 、 住 築 材 料 の 竹 を 得 附 す る 入 、 竹 を た だ で 制 ん

で や ろ う と い う 人 が 現 わ れ 、 立 派 に 完 成 し た 。 欧 米 の 会耳主主縫では理解 H1米 な い B 本 人 の 尖11: . である 。

こ の 美 徳 が 万 博 成 。J の ーl刈 と も な っ て い る 。 エ コ ノ ミ ァク ・ア ニ マ ル な どと ぬ か す の は、 日本 の も の

す ご い 発 展 を う ら や む 欧 米 人 の た わ ご と か も し れ ぬ。

1  )  

建 築 Pl anni ngへの夢 4 - 自 動 開 閉 式防 火 壁 一

イ1: 米この種目主而の Ilf.l f!l-l は ほ と ん ど 手 動 式 の も の で あ る. 壁 面 全 体の電動! 期間 }j 式 の むの は 比 較 的 容 易 で

はあるが一般的ではない 。 パネ ｊ レ式絡納開閉方式 の ものは技術的にも極めて閤維ではあるがｾＩＮとして不

可能ではない。予算 ｉ Ｈￍｊが ｡ｾＺ されるならば機能的には屯動操作式のも の が望ましし、 。 やがてわが同にも ￮Ｇ ｬＧ

ボ タ ン 一 つ で l: ，t休 の桁 納 |井l聞 の で き る 時 代 が 来 る で あ ろ う 。

ま た 将 来 は 自 動 開 閉 式 防 火壁 と言 っ た も の が 考 え ら れ る 。 そ の た め に は 屯 動 式 の も の を 避 け て 、 向 ill iJ

ＱＡＧ ，ｾ人操作式のも のでな ければな らない 。 主力式 ・ 水圧式の動力も巧ーえられるが圧搾空気万式のものが

優 れ て い る の で、 こ れ が 実 現 す る こ と で あ ろ う 。

勿 ｊ 命出火の際の発熱 ・ 発煙による 自動 開閉操作 方式 のものでなければならない 。 夜間の地 ｢Ｇｾｴｈ 火停屯

無 人 の 状 態 に お い て 自 動 閉 鎖 を 可 能 と す る 防 火 慢 で な け れ ば な ら な い。 これは、コアを有する産自高層

建 築 に お け る 空 間 区 分 の 利 用 効 率 化 と 防 火 の 問 題 と を 同 時 に 解 決 す る も の で あ ろ う 。 自 動1m閉 式 防 火

砲 が 実 現 す る に 至 ら t;f 、 超 高 層 建 築 のP l anni ng の 新 し い 夢 が 大 い に 楽 し め る わ け で あ る 。 ( M a )
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写真と文 l

憩の空間

中 村 淳目

開 発 で 、 ミ ー ス の 超 高 層 ビ ル を は じ め と す る い〈つかのヒ 1

ル に 図 ま れ て 音 楽 堂 が あ り 、 そ の 前 面 に ニ のボ プ キ ン ス プl

ラザがある け 秋 の 昼 下 り 、 人気の 少 な い広 喝 の 木 陰tニD 市1

の 懇 の 場 を 見 る こ と が で き た 。



神戸市中央卸売市場

東部市場

設計ｾＡ霊 神戸市住宅局営繕部

日建設計工務株式会社大阪事務所

施 工 株 式 会 社 熊谷組

栗原電気工業株式会社

日建設備工業株式会社

... 貫 荷 保 管 場



t 階 平 面図

み ど り の 六 中 山 系 を 背 扶 に 持 ち 、 新 し い 都 市 町 | 別 発 を 海ι ‘ 線に求めて i[j !li 1J する神戸市内部，1，

景 観 は 、 我 が 同 に お い て も 位 も 近 代 的 な 美 し い も の の 1 つに数えられよう .

神戸 ｴ 打はその経済地盤を ｊｩＮ えるｾ展［ｲｲｲＺｦＺ［＼Ｗｬ Ｑ つとし て 、大阪湾に ￯￳￯ し神戸市町最東百 ＱＱ に ｦ ｶＺ訟

する羽ｾ 4 工 区 組 立 地 約 150 万d に‘ 食品コンビナ ー トの他殺を治手した . ここには生鮮食品を

被う小央卸伝市場を ｲ ド心に、食品加工同地および開業卸先 ｬ 司地が ｾｴＱ ， ｩｪｩ されている 。 そして内 ｴ Ｇｬ

.tJ; l l IJ iを' A_:附i してそ 向供 給l羽域は広 〈近 畿一 円におよ_ ; ; ニ と を 自 僚 に し て い る .

京都市場はその後背人口 ＱＰＰ 万以上を有し、 ｭｾ 市場町みならず ｕｬ ｉｙ［Ｈ rfi 坊の1 1 ' 絡を備えてい

る. 当初J はSO万 人 そ 対 象 と し て 発 展 す る il -I"(11可であるが、将来 100 万 人 di 場 を 円 僚 に 川 附 さ れ て

いる 。 そ の 内 容 に つ い て 触 れ る と 、 第 2 阪 神 間 jl ! よリ約 500 m、神戸大阪にが) 10km- 20kmの{ 立

総 に 立 地 し て お η 、六月 t ト/ ネルが完成したので、 」ヒ事l' 地 区 へ の 供 給 1; i> Wil J I 1 している . ，1， ｾ晶

には ｷｭｬ Ｎ ｾ ，Ｂ，ｾをＱＭ ￯ L. 2.000 ｴ 迄の貨物館ｽが桜 ｴ，ｦ Ｎ ｾ できるほか、 阿 世間にはコ ー ルドチェンに対応

し た 冷 蔵 山 鮮 がm設 さ れ る 予 定 で あ る .

市助1' I ' l . tt l ! は約 108 . 0 0 0 m' 、，建物 l節制約40. 000m' が 9"¥1  J刷工事として完成した . こ同市場計前i

の t l n 町 特 徴 は 、 場 内 向秒J 的流通を速く円滑に行なうために、場内五住者向WJ fl似 JIUι をN' r:l 底

7011i の屋上に役け、t : ( tH人的駐車場と完全に分間程したことである . そ の ぬ に 約 1，SOO t; の 駐 車 ス

ベ ー スがI i 1U: i ¥できる結* とな う た. I，j'j 2  <7l 特徴は、 d，t!¥取 引 業 務 的 公 JI ーと 円 滑 化 を は か る た め

に 、 情 報 機 能 が 結 び つ け ら れ る よ う に 配 慮 さ れ て い る . すなわちせリ のm光 点 ポ . 工 業 用 テ レ

ビ を 般 撹 し 、 将 来 以 コ ン ビ ュ ー ターの砂 入 に ょ う て情報の幣型、 fム1] 民事務的 介F担化が推進され

る予定である .

今後のJ q ! 魁としては、臨海引t !J Ll l J也に illft止される地般的地銀沈下付鍛が挙げれるよう e 今 回

もill 物的榊. i i i . 設備については、殺百| および総℃のH寺山でかなり詳細に検問を 1mえてみた 内 し

かし税関与，点では向然的力に対抗する為的技術的解決法を見 つ けだすことが ｾｉ ， Ｇ ｉￎ｜ に附雌てＧあ っ た 。

大阪符の開発附氾! が叫ばれている昨今の 情 勢 の な か で 、 こ の Ii .9!Hl へ の 技 術 的 解 決 策 を が っ ちり

fJ' I，t ，. ヒげて申くことの，レ裂性とそ の1' ，1壬を感ヒきせられている。 ( 日独立II 計 工 務 問 中 孝 男 )

所イE 地 神戸市京総区本庄町背木字浜新聞T . l 也先

1m t;l.' j  ｉｉｾ 手口 ＴＴ 王 ｰ ＱＰ 月

期 J也 約108 ，OOOm'

lli 物 前 総 ，rJ 40 . 000m
2  

駄 111 ｪｾｪ＠ 屋 上 500台 ( 局 内 業;.r，. ffl )  地 上 1. 500台 ( 一般 ffl )

際紛ｪＺＨｾ頭 延 長 1 1 3 m 水 深5 . 5 m 2，000 トン級の1 ' ( 物船繋 ftJ 可 能

エ lUl  日前日 43年 4 月 - 44年 8 月

1  . 卸 売 場

2 .  f'I '1:1 r.1i舗

3 .  r:l 祈 保 管 場

4 駐 車 場

5. 付 属 街 舗

6. 特 設 先 場 倣

7 加 工 場 練

8 冷 蔵 邸 側

9  倉 庫 お よ び

住宅似

10 管 理 隙

11 .  J曽 築 子 定

守管理織と卸売却島棟



京 都 府 立 文 化 芸 術 会 館

設 計 株 式 会 社 富 家 建 築 事 務 所

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社

{企 ｩｬｬ Ｚ ｪｪＧＺ ｲＮ ｬｬ､ｩ ＡＺｊｪｯＮｬ壬年 目 ｦ ｩｬＡｩ広小路卜 ｉｾ 恥脱出 ｦ ｬｬ ｬＧｦ ｊ 世

リ汝 J也If !if i・1 ・4 . 46801'  ( 1  . 353まr.)

雄 物 Iflih'l : j 也 |府 1. 198 . 27m'

1  P皆 1. 960. 20m'

2  11}'{ 833.  27m'  

3 ド:fr 329.  37m'  

ｴＱｾｍ＠ 1 1情 66. 91m'

{I- ，n. 4 . 388 ， 02m'  ( 1 ，327 ，38刈ι J

hYi i1i :  f.:Ui) j コンクリート jit 、 Ｇ ｉｭｾＢＺｉｈￂ＠

初j コ ン ク リ ー トj宣 お よ び$'-:1'1" j1i; 

L:  Jtl J: lI (j 剥143年 10月 - 44年 121l

一

外日 ｼ 川 七 十門ＱＯサンドス ｬ ーン 貼 ｉＺ ，ｾ Ｏタイ 峨勾配 ｍｈｻ Ｏ 恥川Ｈｾ

ボr. s)(，f 立 文 化 芸 術 会 館 は ll ，t.lf I i 延長47，5mの 小波 示宅二端、 縦 覧 席 426 人 的ホー' . を主とする 、脱出て小じ んま

り と し た 会 館 で あ リ ま す. しかし、ニの美術品等町民示室にしてむ、 l主l 公立の 1也の大美術館、陣物館てすのj ; f つ 機

能とは別に、京r . l 1府 民のために / i 自叙され、税しみやすく平IJ 川さ I l る よ う 古 様 式 を 追 求 し ま し た .

大きな作 ｊｊｉ もＮ極的て小きな Ｉｈｾｩ 了 ，｟芸 品も、 ｴ 止むふさわしい形で ｊ 民心できるようＮ部屋の構成を巧えました Ｎ 劇

場 l! i . ¥のホ ー ルは、 426名 収 谷 で 大 き な ホ ー ル で は あ り ま せ ん が、その 生 命 と す る 舞 台 の 競 技 術i立は、決して大劇場

と く ら べ て 遜 色の あるむ の で な く 、 将米 幾 多の 緯 fI 機構を1 1 ' 1 ; 設できるよう巧1直してあリます。 ホール自 f本的苦判、

l照明等に ついても、かなり制かく 神 経 を 使 い ま し た 。 ニ的、 ホー ルと! 民ぷ: 長という. て つ の 大 き な 使 用 目 的 に 配

するに、研究、集会、会議宅 Ｍｆ の ， ｭ ｾ 包と 、農地関係将司 さをも ゥ てし、 ＱＺ ＨＱ ｪ ＵＺの ｭｾ 克を巧 ｬ 還して、できるだけ背を低〈

するよう設計しました Ｎ 当然、， Ｉｉｊ の与え方として、これらの初当告を Ｑ Ｚ 下に 配して立体化する Ｇ ｊ ｾ も巧え 句 れた ので

すが、 ｊ 主計の当初 ｉｊ ， ｉ 悶ｻ岳 町ご 内ｽ ， ｊ に特に無期なお躍小、をして充分 ｬ ぶ 、、 岐 ｊ 也のご悦 ｦｊｾ を ＱＡ ｦＮ 花、の巧え ｩ 凶り、ホ Ｍ ｊ レ

部分と岐示日 ＱＱ 分を平 Ｑ ｬＡｪＨ ｉｾｊ に併立させる案で君主計 ー する Ｇ ｊＧ ［ をゆるされた Ｇ ｊ ｾ に対し涼＼Ａｩ乱期的念をささげたいと了 ｉ じま

す . ( 宮 家 安 泰)



1 会 議 室

2  2 階段 '1、主

3  2 附 談 話室

4  音守ｾＡ訓守王室

5  f生 光 釜

ホ ール 272 . 20m'  

6  11.央 リ ヰi

7  ，U，j 光 宗

8 録 音 字

9  Jj也. Ut ぷ

10 f宣 言さ

( 二階平面図 )

l古11主席 390J町、 Mi DJ) 山一36Jf/;

J 卜 4261f!;

1 ホ ー ル

2  Pl f. 手;

3 ロ ビ ー

4 フ ロ ン ト ホ ー ル

5 コンコ ー ス

6  '1 '  E延

7 ホ ー ル 入 口 13 包; ' ) l l i 人室

8 展 示室 入口 14 1 1渚 展 示 室

9  tlJ 符売上必 15 1 階 談 話 室

10 A ナ ッ クパー 16 署警備 員 室

11 役 只 室 17 t企 室

12 正念 '1;)] :ilIl 

( 一階平面図 )



愛知県公館・知事公舎

施 主 : 愛 知 県 建 築 部 営 繕 課

設 計 監 理 : 側安井建築設計事務所名古屋事務所

施 工 : l建 築 工 事 小原建設株式会社

電気設備工事 東和電気株式会社

空調・給排水衛生設備工事

足立工業株式会社

所 在 地 名 古 屋 市 中 区三 ノ 丸3丁目 2務 地

工 期 ・ 1968年 12月 - 1969年 12月

敷地面積 : 8，298. 5M2 ( 2，510. 29坪)

構 造 : 公 館 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 2 階

主主一 部 地 階 機 械 室

公 舎 鉄 筋 コ ン 7 リート造平書記

建

t度 り 廊 下 逆 転 手 詰 所 同 上

床 所 干 資 公 館 地i稽 86. 24m'  

1 1f持 440 . 66 m'  

2  ｾ菅 485. 33 m'  

合計 l ，012 . 2 3 m'  

公 合 373. 76m'  

t度 り 廊 下 、 そ の 他 121. 50m'  

外 部 仕 上 屋 似 ク ポ タ カ ラ ー ベ スト

1庇先 住型梁豆i i挺 石 プ ロ ッ ク

ツ ツ キ 仕 上

庇 装 コンクリ ー 卜打政

照 J疑 石 現 場 検 ソ ツ キ 仕 上

設 計 者 の こ と ば

サ ッ シ 及 ( } ' I レーパ ー

ス テ ン レ ス サ ッ シ “ 持11 ア ル

ミ ジュ ラ 7 ロ ン 塗 袋

県庁 東 隣 の 7'， <" 屋市中 l正三 の ) L 3 J'Fl 2 併I也

に43
1
1" 12丹市、ら，注築中だ った愛知 U，¥公館と生11

1与公 合 が12月 に完成 した。

県公館 は知1' )>の 主 Hi iする ll '放会議+ 内外かり

の来訪者を迎えて会談を l割いたりレセプシ ョ

ンなどするも の で知ヰEの住まいである公舎と

は渡り廊下で結んである .

教 J也8，300 m' に鉄筋コ ンクリ ー ト2 階 建 ( 1  

部 地 下 ) 征 べ I ，OI 2m' の公館は 1 1滑にラウ ン '  

ジ、会挑室米食立、及び応接室、 2 階 に 知 事 救

務索、応接室、会験室などがある . 中 央 に は 吹

抜きで健株 主 ｾ Ｑ ｈＱを かもしだし仰造的に 附紫 で

機 能 第一 主義に基づいて計画した 。

i E而玄関には陶芸家加藤庖九日1¥氏 町、、八ツ情仰

を 取 材 に し た 陶 快 ( 問さ 3 m. 似 12m) 。

また l 階大広間1には鈴木青々氏の陶峨命力者

ツ パ タ " Ｈ ｾ￧ｴ 花 Ｉ ( il'/i さ 3 米、幅 510 ) が は め

こまれ、和 ｊｾ 縫聞と会わせて近代雄築町中に

純 日 本 風 向 ムードをかもし 出す ようにした 。

一 方 il l1 'J 廊 下 て・結 ぶ 隣 按 の 公舎は鉄筋コ ン7

リー ト平 家主主 390m' で、公館町制 ftl を々l直し

て数 得lt! 風 に 般3十した 。 ( 小 坂 忠 勝 j





大 阪 伊 奈 製 陶 ビ ル
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設計におけるシステム化の諸相

ま え が き

シテテム化といえば， コンピュー タ一利用を含んだ ma n- machi ne システムを指す乙 とは， 一般化

しつつある。今日，情報化時代であるとかシステム 化時代であるとかいわれて，われわれ建築家も乙う，

した知識，あるいはシステム的思考に対する認識を新たにせざるを得なくなった。

従来，設計チ ームは man- ma n コ ミュニケ ーションのうまい仕組みの中で，その機能を果 して きた。

設計行為というのはもともとシステム的である。しかし ， うまいチ ームのもとでも設計における思考過

程の一部をとり出した時，関連事象の全体を把握できるかどうかは疑わしい。さらに思考の変化に伴な

って，それらの関連パタ ーンが相互に動く状態まで適確に ，また迅速に捉える乙とは頭脳だけに頼って

は無理があろう。

複雑な事象を巧みにサブシステムに分け ，全体やほかのサブシステムとの 関連を相互に持ちながら解

を収束さす一一 乙れがシテム的方法の躍如たるととろであり，コンピュ ーターの参加によ って， その能

力の拡大が期待されるととろでもある。

設計作業全体の中で構造，設備，積算などエンジ ニヤリングの部門は コンピュータ 一利用 もすでに実

用化の段階に入っている。いわゆる ，アーキテクトのたずさわるデザ、イ ン部門においてやや遅れを とっ

ているのが現状であると思われる。 コンピュ ータ一利用に焦点をあてながらシス テム化問題をどう進め』

るかを考察するのがとの小論の目的である。

設計プロセスについて

設計チ ームはある長い共同作業のもとに，他人の経験ばかりでなく，チ ーム全体の経験による二重の

蓄積によって，設計を ζ なす仕組みが成立していると見なければならない。乙うした ，伺 と全体を有機

的に統合し ，作業や情報の流れをシステム化する目的で考察される立場が，プロセス問題である。

プロセス問題は大きく見れば二つの分野に分かれる。すなわち，工程計画問題のように主 として作業

および作業環境に関心をもっタイプ と，作業 lとパラレノレ lζ 流れる情報の内容や処理過程そのものに関心

を持つタイプである。建築家の職能には ，マネ ージメント機能とデザイン機能があり ，作業中心のプ ロ

セス論は前者に，情報中心のプ ロセ ス論は後者に結びつく問題である 。

作業型プロセス論は ，設計を集団による作業と考え ，作業を段階ごと にかつ専門別など，要素的に分

解された作業の連鎖と考え ，作業 目標，作業の受け継ぎの経路や手)1買，決定の対象と時機，必要な作業

量，作業時間などを把握する乙とにあった。従来，システム化といわれる内容は，主 iζ 乙の作業のネッ

トワ ークを整理統合する乙とであり ，C.  P .M& P E R T技法などの適応によって果されるが，結局は

作業の合理化が目的である。

ζ れに対して，設計を情報の流れとして捉え，設計 lζ 関する種々の情報が変換処理を受ける因果関係

を明らかにしようとする立場がある。乙の問題はいわば設計の中心課題であり ，さまざまな方向からア

プロ ーチが行なわれている。実はとの情報変換のプロセスの全貌が明ら かになれば，ある程度設計を ト

ータノレシステムとしてプログラム 化可能という答が出てくるのである が，理念として考えられでも実現

が困難であるという声もある。

いわゆる ，構造設備などの技術計算は別にして，計画から 設計に至るシ リーズのシステム化に困難な

条件が多い。

その基本的なものをあげると

1. 設計に必要な情報が専門レベルから日常レベルにわたり ，きわめて広範囲であり ，判断レベルが複

雑である。

2. 現実問題 と直接にかかわる処理過程であり ，現実との フィー ドパック が柔軟に 行なわれる必要があ



ー

る。

3 . 機能問題などの合理的な内容と造型など情緒的，感性的に内容が介入するので，判断基準が立てに

くい。

などが考えられる。しかし，以上の問題は程度の差乙そあれ，システム化すべき対象に附随する問題

である。本来システム化とはとうした対象の処理を目指しているものであ り，当然、克服すべき課題であ

る。

いま，設計を情報の流れとして捉えたとき ， 乙れらの問題をかかえつつシステム化がどのように進行

していくかを 11買を追って概観して見たい。

条 件 か ら 計 画 へ

設計の初期段階の操作 lζ 設計条件整理の過程がある。社会の生活的背景からの要求や ，技術経済レベ

ルからの条件など，さまざまな情報を設計に乗り得る形に整える操作である。設計条件をシステム化す

る方向はおおむねつぎのようである。

1. 条件の意味分類，あるいはカテゴリ 一分解によって，情報の内容を位置づける操作

2. 条件の内容を数量的な表現に 置きかえるなど ，グレ ー ドづけや評価づけの操作

3. 条件相互の関係から ，機能関係や規模配分などの組織関係を発見する操作

第 1 の問題は ，ある種のドキュメンテ ーション技術と関連して考えられる。一般に多数の情報のスト

ックや選択を自由にする方法として情報管理技術があるが，近年設計のシステム化にとって重要な役割

を果すものとして注目されている。設計に必要な情報の範囲や資料の広さなどからすればドキュメンテ

ーション技術にたよらぎるを得ない。しかし ，設計に役立たしむるには一方において広い情報をカバー

する分類空間を持つ反面，特定の目的に対してきわめて能動性の高い機能を備える必要がある。すなわ

ち設計の入力情報たり得るような適度な要素化や ，必要に応じた設計レベノレでの情報の取り出しを自在

にする乙とはも とより ，情報の分解や合成などの処理演算が可能なシス テムを与える乙とである。乙れ

を可能 lとするものはうまい分類紬をた てるととや ，分類軸上の アイテムに操作しやすいコ ー ドを対応さ

せるととに絞られる。

建築情報のドキ ュメンテ ーションとして S f B分類が広く採用されているが，能動性の高いシステム

を目指して ，C. B.  C*l &C  I  /S  f  B*2 などの改良型が工夫されているが，C.B.  C はいわゆるドキ

ュメンテ ーシ ョンの範囲を脱皮し て設計に必要な各種演算を可能にし ，コ ンポ ーネント選択による設計

のシステム 化を目指している 。

第 2 の操作は第 l の操作の延長であり拡大である。ある意味でいえば分類それ自体は何らかの評価づ

けである。 しかし ， 乙ζ では優先順位に ついての序列化やグレ ー ドづけなどを指すのである。乙の場合，

与え られた要因同志の相対関係を把握する 方法と ，性能評価などのようにあらかじめ数量化された尺度

が準備されていて，そ乙 Iζ 位置づけを与え るような方法がある。

要国相互の相関表や判断カテゴリ ーによる比較法*3などは前者 lζ 属するものであるが， ζ の場合評価

の基準が依然 として決定主体の主観に まかされるので，明瞭に判断できる程度の意味分解が工夫される

必要があろ う。

一方近年にわかに体系化しつつある性能の規準化の狙いは ，施設や部材などの良し悪しの程度を明確

に数畳表現 し， 選択判断のあいまいさを払拭しようという ζ とである。性能問題は単一の部材性能によ

って講される場合もあるが，例えば温度環境のよ うに複合的な部材の組合せという形で対応する場合が

多い。当然そとに組合せによる最適化理論の背景が必要である 。と の性能規定も コンポ ーネントの段階

から空間性能へ飛躍する乙とが今後期待される方向であり ，空間条件の規準化を導くものである。
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第 3 の手続きはすでに条件段階の域を越え ，計画段階あ るいはデザイン段階に踏み入っている問題で

ある。とれは因子相互の関係や評価づけなどを利用して，利用 者の行動特性，機能関係や空間配置など

の潜在構造，規模配分やコスト概算など ，条件段階の情報を計画として組織化する段階 といえよう 。乙

れらは相関分析，線形計画，シミュレーシヨン，待ち行列などの O. R. や統計的手法などを利用した計

画理論の適応を背景にして成立するものである。乙うした理論はまた実際において コンピュー タ一利用

の開発によって始めて有効に使われるものが多い乙とは言うまでもない。

計 画 か ら デ ザ イ ン へ

デザイン段階は主に綜合過程の問題であり ，いわば設計全体の中枢をなす部分で ある。乙の段階の操

作のメカニズムが明らかになれば，設計問題も先が見えた乙とになる。周辺から遂次攻められてはいる

が依然としてなお多くの乙とが残されている。

一般に完結した形が決まるまで，何段階かの粗さをもったスケッチや図面が練られ，検討の密度が) 1 直

次高められるであろう。一枚の設計図は乙うしたさまざまの判断の集積が統合されている。だからとと

で条件を入れれば一挙 lζ 設計図ができるというようなプログラムが組まれるまでには多くのサブシステ

ム問題として分解される必要があろう。

一般に設計の手) 1 買は抽象的な段階から具象化の段階へと進むものと理解されてい る。 R I B Aで発表

した業務計画時では乙の段階を

概略設計，一般設計，デテ ーJ レ設計

に分解した 。しかし ，乙 のような手順の立て方は，概然的に諒解できるものであり ，また一般化されてはい

るが，各段階の目標や性能がいささか暖昧で: ある。 C. R. Honey柑は乙の R I B Aの段階分けをそれぞれ

配置計画 ，機能組織の設計，コ ンポ ーネ ント設計

に対応させ，それぞれの段階が果す機能と情報の流れを明確にしている。

われわれの研究室でも ，より具体的に思考のレベルを定めるために

組織化段階，空間化段階，施設化段階

と三つのレベソレを定め，生活行為の組織づけ，寸法調整による規模や形づけ ，材料や B. E. などによる

構法づけをそれぞれ目標レベルとして P P S S 吋シリ ーズの開発を進めている 。M. I . T. と I . B. M.

の共同開発による I CE S のサブシステムである BUI LDによるオートデザインのシ ステム押も，生活

・空間 ・仕上 ・架構という情報のレベノレ分けを設計の組立ての一つのキイプ ログラ ムとしてい る。乙う

した操作を収束させるレベノレを作ってサブシステムを構成するととがトータ J レシス テムを得やすくする

と思われる。

乙うして全体への見通しは持たないけれども ，部分的なと乙ろからアプ ローチしているものもいくつ

かある。例えば空間構成問題の基本になる平面計画の自動化は ，デザイ ン段階の中心課題であり興味の

もたれると乙ろでもある。進め方は二通りに分かれ，空間単位を仮定しつつそれら の組合せの中から最

適平面を選択する場合と * 8，空間分割を手がかりにする場合時とがある。いずれの場合もあらかじめい

くつかの制限条件を与えれば，解を収束さすととが考えられ，最適化問題 として一般化される乙と が期

待される分野であろう。

デテ ール段階では ，コ ンポ ーネントや B. E ーなどの幅広いアプロ ーチlζ 負 うてシステ ム化が進んでい

る。乙のシステム化の狙いは ，部品の規格化，標準化を一つの軸にして，設計の規格化，性能仕様などに

よる設計目標の数量化など ，生産面の合理化はもとより設計問題にも多くの可能性をもっている。乙の

コンポーネント化を背景にした設計のシステム化には，デテールを標準化し，設計のシ ートファ イJ レ化を

進める立場と ，例 えば 1 B  1  S のシステム *10 のように コンポーネントをグリッドの上に乗せながら，

， 
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設計の自動化を進める立場がある。

乙のようにして設計のシステム化 ，自動化のプログラムは試行の段階であるが，広い関心を集めてい

る乙とも事実である。しかし一方で造型や表現問題に対してどう考えるかというときに ，切り捨てるべ

きかどうか判断のわかれると乙ろである。

設計の基本的な操作は情報変換の側から見れば，計画情報を図形化する ζ とである。入力側には，数値，

言語視覚認識などさまざまな情報があるが，コンピュ ータ一利用の場合は一旦数値情報に翻訳する必要

がある。建築家の手による場合のように ，視覚情報など数値化しにくいものをそのまま直接的に入力す

る乙とができないとうまくない。視覚情報→数値情報におきかえる過程でデリケ ー トに情報が捨象され

る危険性があり，乙乙にア J レゴリズムの限界に左右されるのではないかという危倶が生じるからである。

もう一つの問題はコンピュ ーターの操作過程は基本的には演緯的であり，帰納法 lζ 弱いという乙とが

あげられる。デザ、インでは発想、やひらめきで問題が展開する乙とがあり ，そのようなとき ，帰納法的思

考が大いに役立つ乙とがある。

いま ma n- machi ne系のシステム化を目指すに当って， 乙の問題に対して基本的な考え方を整理する

必要がある。

元来，図面であれスケッチであれ，図形表現を中心にして視覚化に訴える点は ，人間のパタ ー ン認識

力による判断をひき出す乙とが目的であろう。それなら建築家が思考と腕による作図能力とのサーボメ

カニズムをうまく働かせて空間を次第に定着するように ，人間と機械とのリアクテブなコミュニケ ーシ

ヨンを可能にするプログラムが必要である。論理性を持ち得る機械とパタ ーン認識力のすぐれた人閣の

相乗作用によって造型などの問題は吸収されるものと思われる。

X - y プロッタ ーによる図形表現や C R Tによる映像表現が可能であるが， ライトペンによるリアク

テブな利用が可能な C R TIζ 期待が寄せられる，現在， 乙れらの装置は平面ノマタ ーン，アイソメ，パー

スなど製図技法と同様な表現が可能であり ，縮尺や縦横比の変動，座標変換，視点移動などによる具え

方の変化などさまざまな判断材料の提出や ，修正を容易にするので人間の腕による場合と比べてシミュ

レーション能力が圧倒的に拡大する ζ とは予想、にかたくない。

乙のような会話形式の利用が考えられる ζ とによって，システム化が創造問題を維持する乙とが可能

であるという理解に立てるものである。現在，設計作業は図函作業を中心に組まれているが，コンピュ ー

タ一利用が進んでも全面的に乙れを崩すにはいまだ多くの解決すべき点が残されている。コンピュ ータ

ーの特徴は一口にいえば，関連問題をシステム的に把握できるという ζ とであり ，それらの把握の上に立

って豊かな表現を発想するのは人間系の仕事であろう。現在機械系の果す役割は ，高速計算処理の面が

中心になっており ， もっぱら部分的な使用に威力を発揮している。しかし本来のシステム的に作動が行

なえるようになれば，手による図面作業は補助的になり ，かっ部分的になってその立場を逆転する。われ

われは乙うした機械作業と手作業の稼動する割合に神経質になる ζ とはないのであって，どちらも広い

意味での人間的 ， もしくは社会的活動の ，あるいは創造活動の一部であるととに変りはないのである。

註 1. C.  B. C C O-ORDI NAT E D BUI L DI NG C OMMUNI C A T I ON の略 S f B 分類を基準とし，デジタルコンピュータによる処理が可能なドキ

a 〆ンテーションのシステム，スエーデンで開発された。

2.  CI /Sf B CONS T RUCT I ON I NDEX/幻自 の略 S fB /U. D. C. の改良版 イギリスで開発された。

3.  J . C. J ONE S  Conf erence  on D・si gn Met hod.  1963 P erg u mon Press.  L ondonで提案されその後広〈活用されている。

4. RI BA， Pl l. n  of  work for Oesi gn T・11m. Oper. t i on 

5.  C.  R .  HONE Y.  I nf orm. ti on Fl ow  in Archi tectural  0・si gn A.  J .  21  Ma y  1969.  1389- 1398 

6.  川崎，笹田. rコンビューターによる股針のシステム開発」建築文化 Vol 25. N O.280.  93- 98 

7.  NAI L  HARPE R， Comput . r  Appl i cat i ons in  Archi t ecure a. nd Engi n. . r ing McGr aw- Hi l l  1968 

8.  太悶 ，佐藤「建築股針におけるコン ピューター利用」建築文化 V ol 24 NO. 269 P. 69- 73 

9  清水逮雄「長方形間取の毘号法」 昭 和37年学会論文集その他の一連の研究および 吉田勝彦 「計算機による平面計画の自動化に関する研究」

昭和44年学会大会製紙集などがある。

10.  G . R. I=.ir 他， Not e  on 出・ Comput er as an I. id  to 凶・ A rchi toct Comput e r  J. Vol  9.  N O.1 1966 

( 京都大学工学部建築学科助教授 川崎 清)
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計画学とコンビューター

1. コンビューター は 「猿 の 手」 につ ながってい否 。

あるパーティの席で，インド帰りの退役将校が，ひからびた猿の腕の

ミイラを，指でさしながら話しだす。

「ζ れは， r猿の手』というおまじないで，インドのさる行者が，人聞に，

そのおろかしさをさとらせるために，お作りになったものです。そのた

め，r猿の手』の持主は，自分のおろかしさのために，おろかな願いをか

けては ，不幸な自にあうわけです。私は ，2番目の持主ですが，自分の

身に起ったできどとは，思いだすさえ，恐ろしく ，と てもお話しする気

になりません。しかし，最初の持主も，はじめの二つに，なにを願った

のか知りませんが，最後に願ったことは， rみずからの死』でした。」

そういいおえると ，その将校は，恐ろしそうに『猿の手』をつかみあ

げ，火の中へ投げ乙んでしまおうとする。しかし ，興味を覚えたその屋

のあるじが，それをもらいうける。そして，ためしに 11∞ポンド欲し

い。」と願うと，玄関の入口，c ，息子のつとめている会社の使いと称す

る男があらわれ， 1息子さんは，ただ今，不注意による事故で，なくな

られました。会社は乙の件に，責任を負っておりませんが，一応お見舞

lCoJ といって， 1∞ポンド置いて立去る。おどろいたあるじは，次に

「息子を返してほしい。」と願うが，帰ってきたのは，息子の姿をした

幽霊で，結局第 3 番目には， 1その幽霊( ( . 立去ってほしい。」と願わざ

るを得なくなってしまうのである。

乙れは，かつてウィナ ーも，その著者「サイバネティックス」の中で

引用している ，ジエイコブスeの『猿の手J の話しのあらましである。し

かし ，鉱夫の労働をかるくし，危険をへらす目的で発明されたダイナマ

イトが，逆 lζ 殺裁のための兵器として使用され，国民に所得倍増を保証

するための高度経済成長が，膨大な公害の発生をもたらし ，宇宙開発が

戦争と背中あわせの次元で進行する現代においては， 単なる寓誌とし

て，一笑に付し去ってしまうことはできない。

ディジタノレ ・コンピューターは，プログラムが与えられ，スタ ート ス

イッチが O Nされれば，忠実にそのプログラムを実行するのみである。

プログラムの中に，ちょっとしたケアレスミスがあったとしても，計算

機は容赦なくプログラムを実行する。プログラムの中 IC，幽霊でない息

子とはっきり書いてない限り，プログラムの手) 1 買に従って，数ある息子

と名のついたものの中から，幽霊を選びだしたとしても ，責任をコンピ

ュー ターに ，おっかぶせてしまう乙とはできない。

また ，今かりに ， 1乙の方法で計画を進めてゆけば，人閣が危険な自

にあう乙とはありませんよ。」との保証付の計画手11原，ないしは方法論

が存在していると仮定しでも，それは人聞の思考速度と ，情報処理能力

の範囲内で，可能な程度の規模の計画を立て，実行に移している限り危

険はないというだけの話しである。方法論の過程K コンピュ ーターが導

入され，ないしは ，それらの方法論自体がプログラム化されて，記憶装

置内におさめられてしまった後まで保証しているわけではなかろう。

人間の思考速度をはるかに越えた速度で，人聞の処理能力をはるかに

越える ，大量の情報処理がお乙なわれ，計画の規模が大きくひろげられ

てしまえば，プログラム化された方法論の中 1(. ，気付かれると ι なく存在

している，人間の注意の網の自にひっかからない程の微小な危険の芽で

さえも ，その迅速で大量な機械的処理により ，大きな危険の木に育ってし

まう可能性があるからである。まして現在，保証付の計画手法など確立

していないとあってはなおさらである。計画における コンピュ ーターを

考える場合，ます、乙れらの危険性の存在が，十分に認識されなければな

らない。コンピュ ーターを，のろわれた「猿の手」に してはな らない。
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2. すぐれたヒューマンウェアによるパックアップを

ひとつの計画を立て，実施していく過程を想定した場合，とれを実行

してゆく組織( 以下計画処理組織と略称) を，ハー ドウェアとソフトウ

ェアからなる，コ ンピュ ーターのみで構成する乙と は，不可能であるば

かりでなく，かりに可能であるとしても ，コ ンピュー ターが前記のよう

なものである限り ，出来上ったものは ，人聞にとってかなり危険な存在

であるといわざるを得ない。乙の場合，プログラムを作成し，計算機を

起動させ，処理結果をチェックし活用する，人間で構成された組織「ヒ

ュー 7 ンウ ェア」を想定し，ハードウェア，ソフトウェアにヒューマン

ウェアを組み合せ，乙の 3 ウェアより構成される 7 ン ・マシン系として

計画処理組織を考えていく乙とが，上述の危険を減ずるのに役立つ，能

率のよい方法であろうと考えられる。

それゆえ，計画処理組織におけるヒューマンウェアの重要さは，強調

されなければならない。ヒューマンウェアとしての人聞は，コンピュ ー

ターが処理 した結果を ，機械的に実施 ・実行にうっす人間を; t e 味してい

るのではない。計画の各局面において，たちあらわれる危険をチェック

し，それに対処する創造的な手法を見いだし ，コ ンピュ ーターを文明の

利器として飼いならし，活用する人聞の組織を意味するのである。との

ため，計画がなされていく過程において，計画の方向づけなどの重要な

決定がなされる際に ，ヒ ューマンウェアがになうであろう役割は ，決定

的なものになるであろう。

人間の集まりであるヒュ ーマンウェアは，個々の構成員のもつ立場や

意識の総和として，組織としての立場や意識を持つ乙とになる。しか し，

乙の立場や意識は，ヒューマンウェアが計画に対して，上記のような怠

味をもつかぎり ，計図 lζ 対するその全過程を通じての，大きな制約条件

になるものと考えられる。とくに，乙のヒュ ー7 ンウェアをリードし ，

まとめて，計画を遂行していく責務を負わされるであろう人間，つまり

計画ヘッドの意識や立場は，計画 lζ 大きな影響をおよぼす乙とになるで

あろう。

計画に関連をもっ人聞の，計画lζ 対してとりうる意識ないし立場は ，

おおまかに分けて次の 3 種が考えられる。

イ 計画を行なう側:

計画に対する情報は，質量ともに豊富であり ，計画 lζ 対する自己の

主張が反映される J レートが，確立している。

ロ 計画をされる側 :

計画 lζ 対する情報は ，質量ともに不足しており ，計画 lζ 対する自己

の主張が反映される J レートも確立してはいないが，計画 lζ 手落ちが

あれば，まっさきに被害を受ける。計画に無関心な屈も ，乙の部類

{ζ 入る。

ハ 第 三 者 の 側 :

乙乙で、は無関心庖を怠味するのではなく，イやロの立場に深い理解

を示しつつ，意識的，制度的に ，自分を無私の立場1(. 置いている人

を意味する。

乙のイ とロの聞には，計画に対して持っている情報量の差lとより ，非

常に多くの立場や窓識がありうるが，乙れら情報量の差によって生ずる

種々の対立は， 通常それらを超越した立場の人の仲介を必要とする。し

たがって，乙れらの間で，計画を遂行していくためには，組織としての

ヒューマ ンウ ェアおよび計画ヘッドは，意識的にも制度的にもハの立場

を確立し ，堅持しなければならない。

ヒューマ ンウェアが，ハの立場を見うしなったとき ，コ ンピュ ーター

は，単なる利害調整の道具に堕すのみならず，イ也の立場の人をねじふせ

るための道具となり ， 計画処理組織は ，多くの人々にとって， まさに

『猿の手』の観を呈するであろう。さきに述べた機械自体のもつ危険性

にくらべても ，人聞の組織自体のかかえる危険性の発現確率が小さいと

は，とても考えられない。

すぐれた見識を有する計画ヘッドと ，それにひき いられる ヒューマン

ウェアが存在しうるような，社会環境が，ととのえられる必要がある。

ｾ＠



'  

ｾ益 〉

0 施設の逗設と運営における愚高決議機関である理

会の設置

。計画を進めて行〈上での基本原則の確立

D 計画へッドの選出

0 企画管理プログラムに コント ロールを渡す準備

NO 

。最適企画の選出と実現のためのシステム設 計

NO 

。基本計菌処理管理プログラム l にコントロール告

わたす揖情

NO V e s  

0 基本計画の評価と決定

NO 

V e s  

O 計画へッドの下に翼施位置す問題Q{ : - {乍る

。許容ル プ回 ｾ［Ｂｒ 令セ ｹ ト

。翼双抗生計失! ) ，至宝T J里フログラム tニコントローんをわた

す畠情

口実施設計の評価と決定

NO 

。計画へ y ドのもとに施工問題委を設置

。施工処理背理プログラム 1 1ニコ J トロール会わた

す ι 皐t粛

NO 

V e s  

O 聾者に施工そ開始させ. 施工処理管理プログラム

2 にコントロール会わたす端情

。告団晴互のた町. 施工処理管理フログラム

ントロ ーんをわたす 4 醐

NO 

。計画ヘッドの下に，管理経営問題委を作る 司

。機能回復計画のため. コントロ ールを移す .

V e s  

。破壊することを ，理事会で決定

ｏ ， ，ｾ＠ !li 

|メインプログラム I

ヒュ ーマンウェア 1  l  

計画処理システムの概略のフローチャート

0 社会、 経，高、政治情努分析 。施工に関する分析

。国土、都市、地織計画 n 。利用しう る資源介 析

。世給動向、住民意憶 o天災、突発事故等分析

0 資金に関する介祈

O e. L C  

。維持管理・経営計画作成 D 安全計画

。投資効率のチヱツク G 利用圏サーヴィス圏の設定

0 適正配置計画

。面積衰の作成

。概略目環境計画 Oe. t. c  

0 機能図の作成 0 法規によるチ Z ':J ク

ロ吾玄関連図の作，或 o 伊J 告の情造計画

。勧線計画 o  "  立面計画

。ラインプランの作成 ロモテ' ュ - ) レによるチェック

o 配置計画 Oe. t. c 

。意匠計画

。概算

。ヌ見4書によるチェッタ

Oe. t. c  

O 文員w置Z十面 o 生産計画

。資材運用計画 Oe.tc 

。工程管理 0 1責材管理 D 安全管理

0 労務管理 D 手配管理 Oe. l. c  

D 運営泊捻の合理化 0 資金計画 。設備更新計画

。経営計画衰の作成 O 労務管理

0 情努変化の唆出と対処 Oe. t. c  

。機能の充足度の喰討 D 資金計画

0 銘孫、転用、等の計画 。生産性の向上

。保算性の検討 0 経営計画

。転売計萄 Oe. t. c  

サブプログラム

ソフ ト &ノ、ー ドウェア
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3. なにゆえに計 画するかを明確に

計画を行なう場合，計画対象の極別に よって， その計画過程は ，色々

なものが考えられるが，乙乙では . e: く標準的な計画対象として，公共

的な建築施設程度を想定し ，どのように計画過程がシス テム化できるか

を考える。乙の場合，建物の企闘がなされてから ，施工され，その使命

がつきるまでの ，いわばその建物の一生は，便宜上，次の大きな 6 つの

ステ ージを通るものと考える乙とができる。

(  1  ) 企 画 ( 4 ) 施 工

( 2 )  基本計画 ( 5 )  維持管理 ・経営

( 3 )  実施設計 ( 6)  破 竣

近年，システムという言葉が喧伝され ，建築の計画をシステムとして

とらえ，計画システムないしは設計システムの名のもとに ，数々の提案

がなされているが，いずれも乙のうちの . 1- 2 ステ ージのシステ ム化

についての提案である乙とが多い。しかし ，各ス テー ジ聞には，それぞ

れ相互に緊密な情報のつながりがあるはずであり ，したがって計画のシ

ステムは，全ステージにわたるつながりを考慮したものとして，構成さ

れる必要がある。現実1 < : : . 乙れら建物の計画は行なわれており ，その過

程は ，それぞれ一つの一貫したシステムをなしているが，ζ 乙では コン

ピュータ ーを計画処理組織にくみ乙んだ場合を考え，さきに述べた考え

をもり乙んだシステムを想定し ，その一例を，概略のシステムフロ ーチ

ャー トとして，図IC示す。

乙の場合におけるヒュ ーマンウェアは，次の各組織より構成されるも

のと想定している。

a  理事会 ・

企画の段階で，計画者側や利用者側よりそれぞ‘ れ選ばれた理事で構

成され，当該建築胞設の建設と，竣工後の管理運営 lζ 関する ，最高

の決議機関である。

b  計画ヘッド :

企画の段階で， 理事会より選出される。計画を遂行する執行機関

の，長高責任者である 。

c  各種問題委員会 :

各ステ ージにおいて，計画ヘッドの下に編成され，そのス テー ジに

おける計図の遂行をつかさどる。

図における計画の全過程を通じて，これらの ヒュー マンウ ェアにより

なされる決定の数は，ぼう大な数にのぼるもの と考えられる。 したがっ

て，乙れらの決定が，前後相矛盾をきたし ，思わぬ結果をまねくような

事態に立ちいたらないためには，局面局面において，ヒ ューマンウ ェアが

その都度局面の情報をもとに，適当な判断を下すといった考え方を捨て

なければならない。そして企画にはいる段階において，まず明確な計画

の基本原則ないしはポリシ ーをヒュ ーマンウェアに確立させ，以後はそ

の線にそって，全体を見わたしつつ決定がなされるように考えていく必

要がある。局面局面の適当な決定も ，全体のシステ ムとして見た場合，

長も適当な決定のチ ェー ンであるとはいえない乙とも多いからである。

「なにゆえに計画するか。」は，乙の基本原則を確立する上で，多分

最も重要な聞いになるものと考えられる。しかし ，乙の聞いに対する ，何

人をも納得させうる よう な解答を，計画学は現在十分に用怠 し得ている

であろうか。やがて作られるべき超高速の計画処理システムにおいて，

息子をかえしてもらうつもりの要求に対し ，息子の幽霊が帰ってくるよ

うな事態が発生しないよう，計画学は，この方面の追求をほりさげてい

く必要がある。

乙乙では， I人聞に対して安全な計画システムの設計J と. Iなにゆ

えに計薗するかという問い」が，今後 コンピ ュータ一時代における計画

学のより重要な課題である乙 とを，指摘するのみにとどめる。

4. いくつかのこころ みも す でに

近年における計算機の発展はめざましく，ハー ドの進歩とソフト の充
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実により ，くわしい知識を要するととなく ，誰でも簡単にコンピュ ータ

ーを使えるようになりつつある。乙の状況に対応 し， 計画学，特に建築

計画学の分野においても ，すでにいくつかの実験的な乙乙ろみがはじま

っている。現在その多くは，さきの図iζ 示した例のような一貫したシス

テムの，サフ' プログラム程度の規綴のプログラムである。

乙乙では コンピュータ ーによる平函計画 lζ 話をしぼり ，現在提案され

ている 4 つの方法について，その現況を概観する。

a  組み合せ論的方法によるもの。

乙れには次の 2 方式が考えられている。

イ 室形が与えられたいくつかの部屋を，順次組み合わせてゆき ，

可能な限りの平面を得ょうとする方法。

ロ 各部屋の函積と建物全体の形が与えられた場合，まずありうる

部屋の形をすべて作成し ，その組み合せを順次行なってライン

プランを作成する方法。

乙の方法は，可能性のみとおしがない反面，ムダが多く 11寺聞がかか

る欠点がある。

b  L.  P. による方法。

敷地や各室面積などの制約条件を，すべて数式に乗せ，その解とし

てプランを求めようとするもの。制約式IC 2 次式がでるので，モデ

ュ- ) レなと. を用い，線型化する必要がある。

c  機能図的なものを用いる方法。

乙の方法ICは，次の 2 方式が存在する。

イ 使われ方に関する情報より ，似た使われ方の鶴屋を近く ，そう

でないものを遠くに配置し ，平面を得ょうとする方法。

ロ 各部屋閣の人間の移動確率lζ 関する情報をもちい ，動線長を尺

度としてもっともそれが短かくなる配置を得ようとするもの。

乙の方法は， a ほどムダのない反面，平面図化の過程で，可能性の

見怒しがお乙りうる。

d  プランは入手でいくつか作成して入力し ，評価の基準をあらかじめ

計算機に与えておいて，各プランを評価させ，そのプランを入手で

修正していく ζ とにより& 適プランを見つけようとする方法。

( 註) . イ 太田・ 佐藤 ( 1968) r平面型の電算処理に関する研究J 清水建投研究所報ぬ12

a 口 吉田 ( 1969)r ラインプランを計算機に自動的に作成させる方法に関する一考察」

日本建築学会学術講演会使概集

b  岡田光正 ( 1962) ｲ 平面 針画 に 対する線型計 画 の 適用性 」日本建築学会学術ｾＱｩｉｩ

要旨! t !

C イ 川崎 ・笹回 ( 1969) r施段楠成理論」日本建築学会近銭支部研究報告，他

C 口 周辺健雄 ( 1969) r部屋ユニ ッ トの平面距離グ リッ ドへの割付問題」日本建築学

会関東支部研究報告

d  Sounder 他 ( 1964) r pl . nn.ng for  Ho叩 ;tal sJ A me r ican  H ospi  ta l  

As s oc iat i on， C hi cago 

5. されどプロメティウスの火 は

以上，コ ンピュ ーターの本質的に有する危険と ，それをノマックアップ

すべき組織のおちいりやすい危険面，および計画学の課題と ，現況につ

いて述べた。

しかし ，計画の規模は，年々どんどん大きくなり ，入手におえない時

代がすでにきつつある。それゆえ危険面を十分認識した上で，だいたん

に計画への コンピュータ ーの導入にとりくんでいかねばならないであ

ろう。

かつてプロメティウスは，オリンポスの神々の意にそむき ，われわれ

人類 lζ 火をもたらした。その結果彼自身は，神々の怒りにふれ，岩山に

つながれ，肝をハゲタカに食い切られ，そしてわれわれ人類にも福音の

みをもたらされたわけではなかった。しかし注意して使う乙とを覚えた

人類に とって，火はなくてはならぬ必需品とな った。

今日 ，乙のプロ メティウスの火の末'商たる コンピュ ーターを計酒処理

組織に組み込むにあたり ，との故事lζ 学lぎなければなけばならない。十

分に注意して用いる乙とにより ，プロメティウスの火は人類を人類たら

しめる 乙とができたのである。

( 大阪大学工学舘建築工学科助手 吉田 勝行)

'  
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設計情報とコンビューター

1. は じ め に

情報化時代とか， 脱工業社会という言葉がよく用い られるようにな

り，情報* の価値が高まってきたといわれている。同時に情報の量料も

急激な速さで増加しつつあるのが今日の社会の状況であろう 。乙のよう

な社会において行なわれる. 建築設計の活動 も 同様な傾向にあるといえ

る。しかも ，建築設計における情報一一設計情報ーーは， 単に量の増大

だけでなく ，質的に もより高度に， より複雑になってきている 。乙れは

社会の発展の多様性，速い変化などに対応して建築設計Iζ 対する要求

が，よ り高度に，より複雑になっ てきたためでもある 。そして，その一

方では，建築設計 IC対する時間的制約も次第に厳しくなりつつある。

A J 誌が 1969年 1月に <<I nf or mat i on S yst ems " の特集号を出し ，

その中で建築設計における情報の現状を <<Inf or mat i on J ungl e" と

表現しているが，まさに ，その巨大な情報の J ung le をうまく整理し ，

その中から必要な情報を，的確にしかもすみやかに取り出す乙とが要求

されてきている 。との ζ とは建築分野におけるドキュメン テーション の

必要性という乙とで， 5 ， 6 年も前から言われている乙とでもあり ，一

般的な意味でのドキュメンテ ーションについては，すでにいくつかのす

ぐれた論文がある。 ( 2 ) . ( 3 )  

一方，多量の情報を高速でしかも正確に処理する す ぐれた手段として

コンピュ ーターの出現があり，コンピュ ーターによって設計情報を適切

に処理する乙とが種々の機関において考えられるようになってきた。し

かし ， そのためには， 多くの問題点を解決するとと が 必要となってい

る。乙乙では，まず コンピュ ータ ーによる処理を目指して設計情報を分

析し ，次いで コンピュー ターによる設計情報の処理の実例について，最

後に建築設計における情報システム作成上の問題点について述べる。

2. 設計情報の分析一一システム化へのアプローチ

現在，われわれの前に存在する設計情報は，図面，仕様書， 設計議事

録，設計記録，設計資料集成，便覧，作品集，ディテ ーJ レ集，チェック

図- 1 鮫計情報の流れ

リスト類，建築関係の雑誌、，単

行本，標準 ・規格類，法規，各

種の統計資料，材料のカタログ

そしてスケッチなどと非常に多

種多様である。設計情報の処理

をシステム化するためには，乙

れらを何らかの形で分析し ，そ

の特質を明らかにしなければな

らない。乙 乙では， 設計情報を

二つの面より分析し ，その処理

のシステム化へのア プロ ーチと

しTこい。

第一の点は，設計活動全体に

おける情報の流れという面から

の分析である。よく言われるよ

* ，牢牢「情報」という言葉の定援は非常に錐しい。文献( 1  ) では. r対象の状態が不確定で

あったとき，そ の状態をより明磁にするもの 」としている。また情報の「量」につい

ても，情報理論においては .r情報量」として明確な定穫がある。しかし，乙 E では，

「情報」およ び 「情報の量」という言葉を，それほど厳密でなく ，一般に用いられて

いるように，資料，文献，図面とその置と いったもう少 し広い意味で用いている。

うに，設計行為を設計情報の変換あるいは加工，選択，決定などのいわ

ゆる情報処理を行なう行為であるとすると ，図- 1のような設計情報の

流れを考える ζ とができる。

ある建物を設計する場合IC，図- 1 の設計行為という大きなプラック

ボックスを中心にして考え ると，設計情報には次にあげる三つの種類が

ある 。

(  1  ) 設計行為の出発点となる情報一一一プラックボックスへのインプッ

トデータ

( 2 ) 設計行為を行なう上で必要な情報一一ブラックボックスからの要

求によって取り出され，ブラックボックスへインプッ トされる情報

( 3) 設計行為の結果得 られる情報一一プラックボックスからの アウト

プットデータ

設計行為を大きなプラックボックスとしたのは， 乙の小論において

は，設計行為を論じるのが目的でないととにもよるが，設計の方法と情

報( データ) とを分離して論じないとかえって，いたずら な混乱をまね

く恐れがあると考えたからである 。

さて，設計情報 ( 1 ) は，与条件とか施主の要求と言われるもので，

ある建物の設計行為の直接の契機となるものである。 との意味におい

て，設計情報 ( 1 ) は設計行為の対象となるある建物のみに関する特定

の情報といえる 。次に図- 1のブラックボックスの中では， 当然のと と

ではあるが，種々のレベルにおける設計行為が何回かの サイク J レでも っ

てくり返をれている。そしてそのサイク J レどとに ，ブラッ クボックス側

の要求により，設計情報 ( 2) のファイノレの中から種々の情報( 例えば

過去の実例， 1人当り必要函積，材料の性能，コスト etc. ) が検索され

る。乙のときに用いられる設計情報 ( 2 ) は， 設計情報( 1  ) あるいは

( 3) が特定の情報一一 i J  O B別設計情報」 ーーであるのに対 して，

より一般的な( 種々の建物の設計行為 に利用する乙 とのできる〉情報

一一「一般設計情報」ーーという乙とができる。設計情報 ( 3) は， 設

計 情 報 ( 1  ) が設計行為というブラックボックスの中で処理された結果

( 図面，仕様書， 数量調書など) であって， 設計情報( 1  ) と同様に

i  J  O B別設計情報」である 。そして，設計情報 ( 3 ) が直ちに設計行

一 般 段 針 情 報 J O目別般計情報

情報の内容は多種多織で形式 通常は情報の内容に 一定の

も一定でなく， 多くの 7 7 イ 形式があって，一つのファ

J レIC分類して蓄積される。 イル IC入っている。

情 報 の 内 容 と 量 〈例えば，建物別 7 7 イル， 情報の量は ，比較的少ない。

空間別ファイル. ｂｅｾ ｉ ｊＷ ア

イル，材料別フ ァイルなど〉

情報の量も非常に多い。

設計者をはじめ種々 の人々に 通常段計者が行なう。

よって行な われる ( 学会，協 段針行為の一部として， 情

会，建築センタ ーや出版社な 報の蓄積 ・維持が行なわれ

情 報 の 蓄 積 ・維 持 ど) 。情報の蓄積のためには る。

何 らかの加工，処理が必要で

ある。 帯積 ・維持のためには

多く の人 ・金を要する。

役計行為の種々のサイクルか 2量計行為の直接のインプッ

ら容易 I C7 タセスでき，利用 ト，アウトプットであり，

段 針 行為との関係 され易い形の情報である E と 役計行為によって，情報の

が必要である 。E量骨十行為 IC よ 内容が，変換されていく。

って情報の内容は変化しない。

多量の情報の中から ，個 々の ほとんどが直接利用される

設計者に よって利用 される情 情報であるので，その利用

報の量は少なく，そ の利用効 効率は高い。

情報の利用のされ方 ljl は低い。しかし，多くの! l l : 通常利用する人は，担当の

計者から利用 されれば，頻度 設計者である。

があがり，全体としての利用

効率はあがる。

表ー 1 段針情報の特質
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為1<:: フィ ー ドパックされるのではなく ，図- 1 1<:: 示すように何 らかの加

工がなされ， 設計情報 ( 2 ) として蓄積されて初めて設計行為に効果的

に利用される情報となりうる乙とに注意しなければならない。

乙のよう に一般設計情報と J O B別設計情報とに区分料* したこつの

設計情報の特質についての比較をまとめたものが，表- 1である。そ 乙

において示されるように情報の量，内容，情報を蓄積 ・維持する人，そ

して情報の利用のされ方などに ，それぞれ異なった性質をもっており ，

それに適 したシステムを作成しなければならない乙とがわかる。

一般設計情報についていえば，その処理には大きな記憶容量が必要で

あり ，設計行為からのアクセスがよくなければならないという点を考え

ると ，大容量のディスクファイ J レの類の利用が考えられる。また コンピ

ューターの処理の方式も ，断片的で小量の情報を多数回処理するという

点から ，会話形式による リアルタ イム処理が望ましいといえる。 J O B

別設計情報は，設計者との関係がもっとも重要であり ，設計者が種 の々

設計手法を用いて検討 した結果によって，情報が容易に変更，あるいは

追加されなければな らない。いわゆる人間一機械系の高度なシス テムが

必要となる。

次1<::' 設計情報をもう一つの側面，すなわち情報の具体的な形態とい

う面から分析する。一般に情報の具体的な形態としては，次の 5 つがあ

げられている。( 1)

1  ) 数字情報( 数字と記号) )  

ト『 ジタ J レ量

2 ) 言語情報( 文字と記号) )  

3 ) 音声情報

4 ) 函像情報( 図形〕

5 ) 波形情報

一民

均

ノ

ロナア

、

『

』

t
〉

t

l

t

J

図- 1における設計情報( 1  ) は，通常の場合，数字情報と言語情報

が大部分を占め，組織図，敷地図などが画像情報として付属している。

それに対 して設計情報 ( 3) は，画像情報( 図面〉が主要な部分を占め，

それに文字情報( 設計要旨，仕様書など〉と数字情報( 数量調書など)

が付属している。情報の形態の上からも，設計行為によって情報の変換

が行なわれている ζ とが明 らかである。設計情報 ( 2 ) は， その形態と

して音声情報を除いたほかのすべてのものが含まれているが，建築の設

計情報の場合，画像情報の 占める割合いは，非常に高いと考えられる。

建築資料集成，作品集，ディテ ーJ レ集，カタロクーなど，そのいずれをと

っても ，言語や数字情報よりも画像情報の方が震が多い。

乙のような性格の形態をもっ情報を処理するシステムを考える と，そ

れは画像情報を自由に取扱えるシステムでなければならないという乙 と

になる 。一方，よくいわれるように ，現在のコンピュ ーターは，数字に

は強いが図形には弱い。いわゆる ディジタル情報の処理には，その演算

速度，論理性，記憶能力などが十分に活用されているのに較べて，図形

などのアナログ情報の処理については，いま一歩の感があった。 しかし

最近は，乙のような コンピ ュー ター側の欠点も次第に克服され，図形の

出力装置としてのプロッタ ーや，図形の入出力装置としてのグラフ イツ

クディスプレ ーなどが開発されてきた。

以上，設計情報について大まかではあるが，二つの面から分析してき

て，設計情報を処理するシステムがどのようなものでなければならない

かが，やや明らかになったと考えられる。それを次にあげる。

1  ) 高度な「人間一一一機械」系のシステムである ζ と。

2 ) 大容量; で，しかもアクセス時間の短い記憶装置をもったシス テム

である乙 と。

3 ) 会話形式によるリア J レタイム処理のシステムである乙と。

4 ) 数字，文字情報だけでなく，画像情報が自由に取扱えるシ ステム

*** 文献( 4 ) では， rある組織が計画活動を行なうに際して，資源として利用でき る情

報J 11:は， r外部情報J ( 組織の外部において発生し，外部から入手しなければなら

ない情報) と「内部情報J ( 組織の内部 11: おいて宛生[ . " 獲得し 得る情報) とのこ種

頚があるとしているが， 1: 1: での情報の区分の仕方11:も， 同織の見方が可能である 。
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である乙と。

そして，現在の コンピュ ーターの技術は，ハードウェア，ソフトウェ

アとも ，まさしく上にあげたよ うな要求に応える 方向に向かつて進歩し

つつあるのである。

3. 設 計 情 報 の コ ン ビ ュ ー タ ー に よ る 処 理

建築設計への コンピューターの利用の状況をみると ，いわゆる「情報

システム」として コンピューターを利用している例は少ない。ほとんど

の場合が，ある範囲の設計の 目的を徹底的に分析 し，その目的を満足す

るために もっとも効率のよい，いわゆる問題解決型のシステムとして作

成されている。いいかえれば，設計手法の体系の一部がシステム化され

ているわけである。乙れに対して. r情報シス テム」は，そのような設

計手法のインプット ，アウトプッ ト( 問題解決型の システムにおいて処

理される情報) を管理するシステムであるといえよ う。

すでに述べたように社会の変化が 激 し し 建 築 設計に対する要求も ，

高度に ，そして複雑になってきてい る。とのような要求に応えるために

は，設計方法の確立も急務であるが，同時に問題解決型のシステム 1<:: 先

行して. rより積極的に健情報" そのものを管理し ，いかなる要求にもダ

イナミックに答え得るより新しいシステム の形 " 情報システム" J  ( 5 )  

が必要になってくる こと は確かであろう。乙乙では ，乙のよ うな情報シ

ステム 1<:: 近いもの として，スウェ ーデンの国家的なシス テム である C B

C / B D Cのシス テムを. J  O B別情報を取扱っているシ ステムとして，

M I Tの I CES (I nt egrat ed Ci vi l  Engi neer i ng Sys t em) のサブ

システムである BUI L Dおよびそれのグラフイカルな取扱いを可能にし

た GBUI L D を紹介する乙ととしたい。

C  B  C  (Co-ordi nat ed Bui l di 時 Communi c at i on) /  B  D  C  

(Bui l di ng Dat a Counci l ) システムの直接の目的は，ス ウェ ーデン

の園内の建築生産の全般にわたって使用する乙とのできる契約図書 r<:: 関

するサービスを コンピュー ターによって行なう乙とである。その効果と

して次のようなものが期待されている。

(  1  ) 情報交換の方法の合理化と情報のコーディネイション

( 2 ) よりすぐれた コスト コントロ ール

( 3) 構成材や材料の種類の整理

ζ のシステムのように膨大な量の情報を蓄積し，必要な人に効率よく

提供するためには，コ ンピュ ーターで処理する乙とのできる体系的な分

類 コー ドが重要である。 C B C/ B D C システムでは，デンマークで開

発された C B Cのコー ドを基礎にして. 4 つのファセットよりなる B D

C コー ド( 図- 2) を用いている 。B D C コードでは，その 4 番目の フ

アセット ( 6 桁の数字) でもって，あるゆる仕様，材料， 材料費，労務

費などをコ ー ドづけしている。乙のコ ー ド一覧表は ，セントラ J レカタロ

グといわれ，全体で約15∞ぺージで 6 分冊よりなっ ている。 第 九 2 巻

は，建物各部の品質と工法に関する仕様を取扱っている各項，第 3. 4  

巻は，材料と構成材の労務資 ( 労務の項目) . 第 5 . 6巻は， 一般に使

用されるあらゆる材料と構成材( 材料の項目) について記載されてい

る。スウェーデンでは . C B C/ B D C システムが出現する前から ，建築

工事の国家標準仕様があり ，その影響によって建築生産の情報交換につ

いては，標準化が非常に進んでいたといわれる 。それでも ，約 2 年間の年

月をかけて乙のカタ ログを完成 させている。という乙 とは， 乙のような

コー ド体系が確立されて，初めてコンピュ ーターによ る大量の設計情報

'  
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図- 2 B D Cコード



の処理が可能になるという乙とであろう。また最近は，設計情報として，

構成材の性能( 耐火性能，耐結露性能，断熱性能など) が問題となり ，セ ン

トラ J レカタ ログを拡張 してそれらを取扱えるようにしようとしている。

BUI L D は. M I  T で大規模に開発されつつある I CES のサブシステ

ムで. J  O B別設計情報の処理を行なうシステムと考える乙と ができる。

BUI L Dのシステムでは，設計している建物に関する情報を，生活行為，

空間，面，架橋でもって表現し ，コ ンピ ューターに記憶させておく。そ

して，それらの情報をもとにして，設計者は，設計行為を行ない ，コンピ

ューターに記憶されている情報を変換し ，組立てていくことがで古る。

また，設計している建物の生活行為や空間のリスト，体積，面積，コ ス

トなどの算出だけでなく，骨組の構造解析なども BUI L Dで管理してい

るデーターを用いて. I CES の別のサブプログラムを用いて行なう乙と
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4. 設計情報システム作成上の問題点

最近，コ ンピュ ーターの技術は，記憶装置の大容量化，情報処理速度

の高速化や，タイムシ ェアリン グシステ ムによるコンピュ ーターの即時

利用( リアルタ イム処理) . 通信回線との結合によるオンライン処理，

グラフィックディスプレ ー装霞などの入出力装置，そして図形処理プロ

グラムの開発など，ハードウェア，ソフトウェアの両面において目ざま

しい進歩をし ている。したがって，コンピューターの利用に関する予測

は非常に困難である。 コンピュー ターの側での技術の進歩とともに，コ

ンピュ ーターを利用する側での技術も進み，その相互作用によって，さ

らに進歩する乙とが考えられるからである。

建築設計?とおけ る情報システムの開発も ，アクセス時間の短い大容量

のデータパンクを持った，会話形式のリアルタイム処理のシステムとし

て，技術的には可能であると考えられる。しかし ，すでに述べたように

諸外国におけるコ ンピュ ーターの利用が高度に進みつつある状況に対し

て，わが国では，最近になってようやく ， コンピュ ーターの利用技術

( ソフトウェア) の重要性が認識されるようになってきたばかりである。

特に，建築設計のような専門分野における 利用技術については，その専門

分野ですぐれたプログラムを作るように努力する必要がある。そして，

情報システムとして実際に用いられるようになるまで= には，次にあげる

ような解決しなければならない多くの問題点が考えられるのである。

第ーに，建築における設計情報のように膨大な量の情報を処理するプ

ログラムの開発をどうするか。複雑で大規模なプログラムになればなる

ほど，プログラム作成の効率が悪くなり ，より多くの人 ・金を必要とす

るといわれている。第二に，その膨大なf置の情報を分類する コード体系

をどのようにして確立するか。 C B C/ B D C のシステムでふれたよう

に， コンピュ ーターによる情報の効果的な処理( 蓄積，検索) のために

は，すぐれたコ ー ド体系が必要なのである。第三IC. 情報( データ) の

蓄積およびメ ンテナンスをどのようにして行なうか。情報の置に見合っ

た多くの人 ・金が必要である。第四fC ，重要な乙とであるが，設計行為

そのものの評価があいまいであり ，従ってそとにおける情報の価値の評

価もあいま いであるため ，経済的に見合うようなシステムの作成が可能

であるかどうか。現在では，大容量のデータパンク維持のための費用，

設計情報として不可欠と考えられる図形情報の入出力装置の費用など

は，まだまだ高価であるといえる。

録者らも，建築設計におけ る情報システムの一部としてビルディング

エレメ ントを中心とし たシステムについて検討中であるが，上IC述べた

ようなコードの問題，蓄積するデータのメンテナンスの問題，データそ

のものの評価の問題など，解決しな ければならないくいつかの間題をか

かえている 。乙のような状況を考えてみると，建築設計の全体を包含す

るよ うなト ータルな情報システムは理論的には考えられでも ，その実現

はまだまだ先の乙とであり ， それまでは，個々の限られた範囲におい

て， トータ J レな情報、ンステムを目指しながら ，その一部のシステムとし

て作成していく乙とになるのではないかと考えられる。

おわりに，筆者の非力から明確さを欠いたり ，独断におちいったりし

ている乙と， 紙数の関係から詳しく論じられなかったため概念的になっ

た乙とを痛感するが，この小論によ って設計情報の特質と ，設計情報の

処理にコンピュ ーターを導入するにあたっての問題点について，いささ

かで も明らかになるならば幸いである。
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設計手法とコンビューター

設計活動ICコンピュ ータを導入しようとして，いわゆる "設計のシス

テム化" のために，われわれはコンピ ュー タを用いたモテツレを開発して

きた。乙れらのモデルは. P  P  S  S  (Pl anni ng Process S i mul at ion  

Sys t em) と呼ばれる一つのシステムを構成する要素としての役割りを

果している。乙れまで P P S S については二，三発表したが，今回は新

しく開発されたG シリ ーズと R シリ ーズとについて報告してみようと思

う。 G シ リーズと R シリーズを含めた P P S S全体は図K 示したとおり

であるが( 図 1) . 乙れらのこつのシリーズはともに C R  T  (Cat hode  

Ra y  Tube) を用いたモデルの集積であり ，開発にあたって根底にあっ

た考え方は，設計における人間と機械とのかかわり合い方を確めたいと

するものであったが，以下の報告では ，われわれの開発の目的，方向な

どについては余りふれず，開発されたモデルについての事実についての

み報告 したいと思う。乙のように開発された手段が，どのように用いら

れ，その結果として建築に何が可能になるか，あるいは今後どのような

モデルが開発されなくてはならないかは，建築家がそれぞれ考えて見な

くてはならない問題であると考えるからである。

乙れまで開発された P P  S  S  ( E  F C から P L L までの一連のプログ

ラムシ リー ズ，乙れを P P S  S  P シリーズと呼ぶ) はどちらかというと

決定型モデJ レであった。そ乙では，一連の決定→判断→修正というデザ

イン過程での基本サイク J レがコンピュ ータ内部で全く自動的に行なわ

れ，各室の使用条件を入力すると ，一連の決定 ・判断 ・修正のフィ ー ド

ノ トy クサイクルを繰り返してラインプランが出力されるという乙とが行

なわれていた。乙のように決定が全く自動的に行なわれるモデルは自動

デザインの究極的な形であっても ，現状のように限られた入力のもとで

は出力されたものに不満が多い。そ乙で乙の出力を一つのプロトタイプ

と考え，そのプロト タイプにさまざまの基準による人間の判断を加え，

判断にしたがって修正し ，修正結果を コンピュ ータに再入力する モデル

が考えられた。乙のモデルの中核をなすのが，乙れから報告する P P S

S  G シリー ズである。

P P S S  G シリーズ

G シリ ーズは. C R Tを用いて図形情報を入出力するととを最大の目

的としている。 C R T コンソ- ) レの前に坐った建築家は( 図 2. 3) . コ

ンピュー タに対 して乙れから行なおうとする乙とを，手IC持ったラ イ ト

ペン (Li ght Pen) で C R T 画面右側に並んだピッ キングエレメン ト

(Pi cki ng El ement ) を指し示す乙とで教える乙とができる。どのピ

ッキ ングエレ メントを指し示すかは全く任意であるから ，あらかじめ定

められた流れにしたがった処理しか行なわない通常のプログラムに比べ

て大きな相違がある。乙のようなコンピュ ータと人間とがあたかも対話

をするように情報の授受ができるととが. C R T の持つ大きな魅力であ

る乙とは容易に理解できるであろう。ピッキングエレメントを指し示す

乙と でコンピュー タに何をさせる乙とができるか，以下に簡単に示す。

(  i  ) 点 ・直線 ・曲線 ・円 4乙れらを表示エレメントと呼ぶ〉をフ リー

ハン ドでライ トペンを使って C R T上に普く乙と ，および、書き込まれた

特定の エレ メントあるいは全部のエレメントを消すとと。 C R T上iζ 書

き込まれたエレ メントを表示すると同時に，コンピュ ーターはそのエレ

メン トが点であるか円であるかなど( モー ドの判断) を判別 して座標と

ともに記憶する 。

( i i )  C R T上IC表示されたエレメン トと座標をマグネ ティック テー プ

(Magnet i c  Tape :  M T) に書き込み保存するとと ，およびM T上の

デー タを読み取り C R T上にエレメントを表示する 乙と。乙の機能によ

り，以前に警かれた図形を再現して修正し ，新たにM T IC書き込んで保

存するととができる。
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( i ii) C R T 上にグリッドを表示する乙と，およびグリッドを消す乙

と。さらに表示されたエレメン卜の座標がグリッド上の特定の点と一致

するよう座標変換を行なう乙と ，および変換を解除する乙と。乙の機能

により ，平行線，垂線，正多角形，半径一定の円 ・同心円などのフリ ー

ハンドによる書き込みが大変簡単になる。

( i v) C R T K 表示された エレメントの任意の部分を拡大して表示す

るとと，およびもとの縮尺にもどすとと(国 4. 5.  6) 。乙の機能を用

いて拡大された図形に対して ( iii ) の機能を使って書き込みを行なっ

たあと ，もとの縮尺κ もどすとさらに細かい書き込みが可能になる。

( v )  MT 上のデータを読み取りプロッタ ーによる製図を行ないハー ド

コピーを取る乙と。通常の場合 C R T上でエレメント表示を行なう と自

動的にそのデータはM T K 筈き込まれる。したがって C R T上の図形を

紙の上に書きたい場合は乙の機能を用いる乙とにより直ちにプロッタ ー

による製図が行なわれる( 図 7 ) 。

以上に挙げたのが 2 次元での図形情報を取り扱かう機能であって，乙

れらの機能で働く場合をフェ ーズII (Phas eIT) と呼ぶ。

G シリーズICは2 次元の図形情報を扱かうとのフェ ーズ五の他に 3 次

元の情報を取り扱かい ，種々の方法によって 2 次元の情報に変換してフ

ェー ズE の持っさまぎまな機能によって処理可能とするためにフェ ーズ

E の機能が付加されている。フ ェーズE とフェ ーズE の切換はファンク

ションキ ー ( Functi on K ey) を押すととによって行なわれ. C R T  

画面右端のピッキングエレメントが入替って切換の完了を表示する。フ

ェー ズE の主な機能は次に示す とおりである。

( vi )  3 次元で表現される図形データを x- y 平面への正射影データIC

変換して C R T上κ 表示するとと( 平面図〉。

( vii )  x - y 平面に垂直な平面IC対する正射影として図形データを変換

し. C R T上lζ 射影図形を表示する 乙と( 立面図あるいは断面図) 。射影す

る平面は( 断面をど乙で切るか，どの方向の立面をお乙すかは) 平面図の

上に2 つの点をライトペンでセッ トする乙 とで全く任意に設定できる。

( vi i i ) 任意の点を中心として任意の方向にある平面 IC対する中心投影

として図形データを変換 し. C R T上に射影図形を表示する乙と( 透視

図〉。視点および視軸の方向は平面図上で全く任意に設定できる。( 図

8. 9， 10. 11. 12)  

( i x) 座様変換によりアイソメ トリックパースをお乙し C R T上に表示

する乙と。アイソメトリックパースをおとす方向は C R T上IC表示され

る8 方向のうち任意のものを選択する 乙とができる。

以上にあげたのがフ ェー ズ班の機能である。乙 ζ l ζ 見られるようにフ

ェーズE の目的は 3 次元データを 2 次元データに変換し ，フェー ズE の

機能がそ乙で用いられるよう lとする とと にある。したがって任意の視点

から起乙したパースを拡大して C R T上に表示する乙とも ，プロッタ ー

に流してハードコピーを取ると とも可能である。

乙のように . Gシリ ーズは，フェー ズE が開発されたととで単なる修

正図形情報の入出力 モデルから，ある決定K 対する判断を行なうときの

助けとなる判断モデルとしての性格を持つ乙とになった。乙の乙とは，

G シリ ーズが一種の視覚解析のシミ ュレータとして役立つ乙とを考える

と良く理解できる。乙のように ，ある決定に対する判断の助けになる モ

デルを判断モデJ レと呼ぶことにすると ，次に報告する R シリ ーズはまさ

にその判断モデルの典型である。

P P S S  R シリーズ

乙のシリ ーズは建築の内部あるいは外部における人間の行動シミ ュレ

ータであり ，建築とそこに発生する人間行動とのかかわり合いをシ ミュ

レート し，ある決定lζ 対する判断の基準を得ようとするモデルである。

とのモデルは汎用形として設定されており ，普通に用いられる群集流動

シミュレー タのように統計量的に行動が規定されるマクロな場合だけで

なく ，よりミク ロな場合にも用いられるように作られている 。 そのた

め. R シリ ーズで用いられる ロボットの行動原理は流動シ ミュ レータに

比較して，より細かく規定できる モデルによって決定される仕組となっ

'  



利用者一室単位

反応パタ ーン

敷地ホテンシャ J レ

敷地; 去的条件

各 車1) ; 数値

室 空 間 条 件

図 1 P P S S  P シリーズ， R シリーズ， G シリーズ

P P S S  

T DG I  

I S M 5  IS M 6  

P P S S  R シリーズ

E L MT  I. E L MT 2  

E L MT 3 _ E L MT 4  

空間} J I j 成エレメント表示

語列発生

I SMI ， I SM2， I SM 3  

アイソメトリ ックパースペク ティブ

WDT L  

統 計

P P S S  G シリーズ

lu プ〉

S UB5 6  

グリ ッド表示語列発生

メイン ・プログラム

GPL AN5 

初 期 化 ・終了

害1) 円込命令処理
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ており ， 1  A  1  M ( ロポッ トの数量単位) ずつのロポットについて ，そ

れぞれ年令 ・性別などの人口学的属性. 学歴 ・職業などの社会学的属性

のパラメ ータ表示による，いわば個性のようなものを与える乙とができ

る。さらに乙の個性lζ は，より直接的な形で行動を規定できる ，いわば

行動科学的属性を与えるモデルが含まれている 。個々のロボットはさま

ざまのモデルによって室空間に分布する刺激を先に与えられたそれぞれ

の個性によって知覚し行動する 。

乙のモデルはもちろ んその行勤原理のもとになる性格決定のモテソレを

いわば没個性的にして流動シミュレータとして用いる乙ともできるが，

乙乙では美術館などの展示空聞における展示計画を行なうために ，展示

空間内での観客行動シミュレ ータとして用いられた例を示す。

C R T上 !C現われるロボットはそれぞ.れ5 J 1 J の個性を持っており，観測

された分布形により時系列にしたがって ，展示室入口から展示空聞に出

現し，展示品を観1 1 : しながら混雑 [ζ 巻き込まれたりそれを避けたりしな

がら( 中には異性に輿' 床を示すのまでいる) 展示空間を一周して出口から

消えてゆく ，といった行動をする( 図13- 図24)0 C  R  T コンソ ールの前

に坐った建築家は室空笥 D 中にある条件D 分布形( 乙の場合は展示品に

よる刺激分布) を与え，ロボットを l A I Mあるいは数 A I M発生させ

てその効果を確めながら .展示品を入替えたり，展示形式を変化させたり

する乙と! と伴なうロボッ卜の行動7 ) 変化から，展示計画の意図がどのよ

うに観客に反映するかを実験し ，意図を達成するにはどのような展示を

行なえばよいかを決定する乙とができる。時系列を進める動作はライト

図 2

図 3

図 4
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設計活動とコンビューター

I は じ め に

最近，建築，都市計画の分野に対する コンピュ ーター ・サポー トにつ

いて種々の機会に論じられるよう κ なってきた。そして乙の傾向は，建

築家たちが従来の個体としての建築の設計から ，より 大きなシステムの

設計 ・計画を志向する傾向 とあいまって，さらに助長されてきている。

それらの試みについての報告や未来論もかなりみられるようである。

そ乙で，乙の小文ではそうしたテーマを総括的 Ir 扱ったり ，また将来

の可能性や展望を述べる ζ とを目的としないで，日 建設計という一つの

設計事務所の日常の設計活動の中で、 コンピュータ ーが今までどのように

利用されてきたかについて，実例を中心lζ 簡単に報告し，設計活動とシ

ステムというより大きな問題を考えてゆくときの足もとを見つめるため

の資料の一つを提供しようと思う。

われわれの所では，約 7年前に東京 Ir 1620型の小型科学技術用計算機

を導入して以来，主として構造 ・土木 ・工務 ・設備といった分野でのプ

ログラム開発が進み，それにともなってしだいに拡張し ，現在東京 ・大

阪におのおの I BM1130一 (32 K ・ワード〉が l 組ずつ稼動している。

コンピュ ーターを扱う部門は各事務所より独立した一つの室となって

いる( 乙うした技術系の室としてはほかに計画室 ・研究室などがある)

が，一般の設計活動の流れの中でのコンピ ュー タ一部門の活動位置( 必

ずしもいつも一定ではないが〉を図式で示せば第 1図のようにだいたい

書ける。またとの運用をプログラム開発を主としてみて図式化すると第

2図のどとくになる。

プログラム開発のかなりの原動力はいわゆるオ ープン ・プログラマー

であり ，社内の For t r an 人 口 ( 科学技術用 コンピ ュー タ一言語で、プロ

グラミングのできる人の数) は2∞人を越す。

一方，乙の中で最近の各分野どとの使用状況を見ると ，建築計画の分

野での利用は他の構造 ・土木 ・設備などの分野の利用に比してす‘ っと少

なく ，全使用時間の 5 %内外にすぎない。

また実際にサポー トの行なわれた内容をみても ，他の分野の場合は，

基本計画をシステマティック K サポート するもの，実施設計の段階用の

各種プログラム ，さらには設計の最終的段階でま とめ， 最終チ ェックを

行ないながら一貫して計算書をまとめてゆくプログラム， といった具

合にしだいに事務所の設計 ・計画の流れに密着した，一つのまとまりの

あるサポート体制が出来上りつつあるのに比べて，いかにもまだ局部的

な，散発的なものである。

しかしながら ，それでも ，建築計画のための資料のうち，従来より ，

数値計算あるいは作図などによって求めてきた部分は，現在着実に コン

ピュー ターが代行するように進んできている し，また計画の経済性，完

成後の使用の姿，視覚的効果などはできる限り客観的に，正確に把握す

るための手法の開発 ・試用に関する努力も積極的K 行なわれている。

コンピュ ーターの応用には計画案によってもたされる結果をあらか じ

め予知し ，それに基づいて計画案の修正，決定を行なってゆく といった

方法以外! r . 各種の計画科学の手法を用いて，最適解を求めてゆくため

の道具とするととが考えられるが，乙れらについては現在までの所L .

P の利用など二三の動きがある程度でまだ今後の問題である。

E  従来より数値計算，作図などに より得ていた資 料のコンビ

ュータによる作成

乙の種のものは構造，設備の分野 !r 比して，たしかに建築計画の分野

では多くはないが，従来からまった くなかったわけでもない。

第 1 図

品部‘ Ｓｾ 制，，｝可保問Ｚｩｬ

第 2 図

ＩＮ［ｾーマプログ号ム問吐ゥ Ｗ

f  同i1l ;t n: 1nプログラム

I' H  .  JJ :i'曲革 本，:; ;rプロ 7 ラム

l  .  ｪＧＱ［廿 ｉ ｾｪ ｾ Ｎ ｮ 計 百 プロ ｲｾ ム
司 専な

第 3 図 あるオーデ ィトリウムの高圧分布の検討図 ( プロッヲーによるアウトプット)
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第 4 図 あるステディオのノ ーマ ｊｾ ・モード の計算を行ない結果を ブロ ッヲーで

アウトプットしたもの

特に環境工学系の技術者との境界領域である建築 ・都市の空間の物理

的な質を定める，いわゆる計画原論的な分野には多く存在している。

乙れらのうち，現在コンピュータ ーで処理しているものとしては

①音の分野では

音圧，分布の計算 ・作図による平面，断面性能の検討

音の反射軌跡の作図( 第 3図)

ノーマル ・モー ドの計算( 第 4図)

などがあり ，と もに室の形状，仕上げ材料の選定へフィ ー ド・ノミツクし ，

設計をより確かなものとしている。

② 光，日照の分野では

自然採光の計算，等照度曲線の作図 (第 5図)

日影曲線，等日影時間線の作図

などがあり ，後者は最近の日照権の問題のチェック，さらに，積極的に

は建築群の設計の際，広場の日当りを検討して配置計画への フィード・

パックなどに用いられる。さらに，

③熱の分野では，高温工場の換気モニ ターの設計 ・多層壁，入隅部の

結露計算

などがある。

その他適正規模算出のものではエレベータ一台数， 最適駐車場の設計

などが用いられている。

また今まで作図によって得ていた自動車の回転軌跡の計算及び作図も

コンピュー ターによって行なわれている 。( 乙れも単に l 台の車であれ

ばともかく， トレーラーのどとく 2 台連動となると入手で作図する のも

そう容易でない( 第 6図) 。

複雑な敷地での面積計算 ・敷地lζ 合せて柱割りをき めたり ，その座標

を求めるといった作業には C O G O ( もともと土木の分野で平面幾何の

問題を解くのに開発されたプログラム〉が応用されている。

C O G O的なプログラムの応用は，現状のように一括処理方式での コ

ンピュ ータ一利用の時代ではあまり主流を占めていないが，将来タ ー ミ

ナノレでデーター・セ ンタ ーの大型機を自由に利用できるようになると，

日常に使われるようになると思われる。

ぽ亥ｬｉｯｩｇｴｩ割引 ＩＨＮＧｦＮ 剖ｾ S. 副・ 3，G7"  Ｎ ｾ，ｦｩＳ＠
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計画 ・設計を行なっ てゆく過程で，単に図面 ・模型に基づいて説明 ・

検討を行なってゆくだけでなく，その計画が実際lζ 行なわれた場合に，ど

のような結果を もたら すのかというととを建築家以外の人たち にもわか

りやすい形の情報に変換して提供する乙とは，今後プロジェ ク トが複雑

化し， 大き くなり， また参画する人達の数，専門分野の種類が拡大し，その

人達の価値観も多岐にわたってくる場合lζ 重要な乙とに なって乙ょう。

現在そのための科学的な情報変換の技術やシステムを もっ乙と が設計

活動にかかせないものとなりつつある。それらの実例よ り視覚的なもの

と数値的なものを各々一つづっ選んで紹介してみよう。

A ある高層ビルの形状検討例

従来の高さ制限から容積制限に移る lとともない，建物の形状も，より

大きな選択の自由度をもつことになった。

そして，その形状の決定の要素のうちで，その建物の都市景観に与え

る影響，また逆le都市の建築群の中にあって，バランスのとれた見ばえ

のするものであるかどうかという要素は， { 也の建設費，機能などの要素

と同様に重要なものである。

したがって，単le建物を単体として，立面図 ・透視図 ・模型などを通

して把握してゆくに止まらず，周囲の建築 ・都市施設( ともにその現状

・将来の予想形態) との関速において， しかも予想される各種の視点に

対して検討し，その結果を建築の形状計画にフィ ー ド・パックしてゆく

システムを有する乙とが望ましい。

乙れに対して従来用いられてきた手段は，都市群の模型の中に計画中

の模型を各種用意して置いてみて， 実際 le種々の角度からながめてみ

る，あるいは入手で透視図をたく さん画くなどであろう。

しかし，それらは，いずれ も労力，速度，代案le対する追従性，正確

シミュレーション的な使い方E  

第 5 図 ある工場の曇天時の自然採光を計算し平面上に等照度曲線を作図させたもの

第 d 図 セミ ・トレーラーの回転軌跡作図結果
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さなどの点で無理が感じられた。

われわれは最近乙 れをプロッタ ーあるいはディスプレー・ユニッ トを

用いた，いわゆるコンピュ ーター・ グラフ ィックによ って解析している 。

乙の方法lとよれば，最初周囲の調査，およびその インプットにはたし

かにかなりの労力を要するが，その後の視点の選択，より多 くの計画案

についての検討などの点で有利である。

特1<:: ディ スプレー・ユニ ットを用いた場合は，連続的に変化する景観

(例えば高速道路を走っていた場合，どのように計画中の建物の姿が変

化してゆくかなど) をアニメ ーションの形で短時間に把握する乙とがで

きる。次に日本 ・アイ ・ピー・エム社の協力を得て，聞社の本社ピ J レに

ついて解析したときの一部( ディスプレーの画面を写真に とった もの)

を添える( 第 7図)。

乙の手法は建物の外部だけでなく ，建物内部( 特に複雑な形状をした

室内) の解析にも威力を発揮する。

第 8図は大平和記念塔の内部パースを画くための下絵を プロッタ ーで

作成させた例である。

また特殊な使われ方としては ， リゾー 卜・ホテルに対す る敷地候補地

( 計画時点では種々の事情で立入り がむずかしい) 1<:: 何階建かで建てた

場合，その各階の室内より湖や周囲の山々がどのようにみえるか ( ある

いは見えないか) を作図させてみて，候補地決定の資料とし た例も 2 件

ほどある。

一廿キ :

ある国際空港の人の流れに関するケース・ス タディの例

複雑な要素をもっプロジェクトを計画した際に，その完成後にそれが

どう使われるか，その中での人 ・車などの流れがどう なのかを調べ，各要

素の規模 ・数 ・組合せが適切であったかを考え，計繭 lζ フィ ード ・パッ

クしてゆく資料を得るための一つの手法として，離散系のシ ミュレ ーシ

ョンがあり ，それを計算機で処理するためのプログラムとしては，G PSS  

(Gener al  Pur pose  Si mul at i on Sys t em) がある。

乙れの利用範囲としては大規模な病院 ・空港 ・パスタ ー ミナ J レ・港湾

施設などが考えられる。

乙の手法は今後ますますプロジェクトの初期より建築家が参画 してゆ

く場合に必要な道具となる乙とが予想されるが，現在のと乙ろ ，必要な

コンピ ュー ターの規模が大きい乙と ，したがって一回の試算にかなり 経

費を要する， また，必要な基礎統計データーの不足などが重量点で大々 的

1<:: 用いられるに至っていない。次lζ 一例としてある国際空港でのケース

. スタディの要点を示す。

B  

4ぽ・

第 8- 1 図

大平和記念塔完成

予想写真第 7 図
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第 ＸＭＲＮＳ Ｎ ｾ 図 大平和記念t菩の コンピュ- 17ーによる 内部パースの下絵と平面図
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スホットインより空港を出る迄の所要時間 ( 5 介間毎)
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第 9 - 4 図 アウト・プ ットの 1; 部

旅客はサテライト IC着いてから空港を離れるまでに第 9図のような各種の手続きを経なければな

らないが，各施設の大きさを仮定して，各旅客の動き ，各手続きにおける所要時間のデーター ( 統

計約な確率値) を与えてモデルを作り ，乙 れを時間的 IC動かして ，それが群となったときの待ちの

状態を知ろうとするものである。

乙の場合の知りたい値は着機数，ピーク時における旅客のスポット ・インより空港を出るまでに

要する時間，検疫手続き ，入国手続き，手荷物の受け取り ，税関手続き施設前での待ちの人数， お

よびその待ち時間，ロビー内の人数の状態などである。

上の値が適当な値になるように施設の条件を種々に変えてシミュレ ー トを繰り返すわけである。

以下到着客の流れ図がフロ ー ・チャ ー ト・プログラムでどう表現されどのように結果がアウト ・

プットされてきたかを示す。

以上，実際商での現状を中心lζ 報告した。とれ以外にも各種文献に見られる手法の実際の仕事へ

の適用の試み，建築関連法規情報システムの開発の動き ，コ スト ・スタディへの統計約手法の適用

の試みなどがあるが，それらの実現性，効果については今のところ未知数であるので省略する。

乙の小文が何らかの御参考ーになれば幸いである。

と同時に ，乙れを機会に有識の方々の御教示，助言を切望する次第である。

( 日建段計工務K Kコンピュ - f } 一室次長 英二)牧

り終IV 

問 富 田 止、ふ

Qι  

子荷坊の動会

第 9 - 2 図フローチャート の一部分
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9 2 技 術 部 門

建築技術者のためのコンビュータ用語解説

コンピュ ータ用語のうち基本的なものを集めた。解説にあたって参考

とした図書を以下に挙げる。詳しくは乙れらの図書を参照して頂きたい。

計数型計算機用語( 一般) /  J 1S Z 81 11-1961 

計数型計算機用語( 一般を除く) /  J IS Z 8112- 1962 

電子計算機ハンドブック / 山下英男他/ コロ ナ社

コンピュ ータ白書 '69/ 日本経営情報開発協会/ コンピュ ータエ ージ社

｢ｩｴ Ｏ ＧＶ Ｙ ＮＳｾＧＷＰ Ｎ Ｓ＠ . 単語帳"

C OMP UT OPIA /  '69. Ｔｾ＠ '70. 3  . ポケッ卜辞典"

1  S  0  l nt ernat i onal  Organi zati on  for St andar di zati on 国際

標準化機構。国際的水準による標準化，規格化のための組織。コンピュ

ータ1<:: 関する部門では ，用語，使用文字，入出力媒体，プログラミング

言語などの標準化，規格化を行なっている 。

1 / 0  l uput / Out put アイオ ー。入出力装置。カー ド読取機，テ ー

プ読取機，ライトぺン，ラインプリンタ，電動タイプライタ ，テープ /

カー ドパンチャ ，プロッタ ，C R T など。磁気テ ープ，磁気ディスクな

どは 1/ 0 として用いられるほかに補助記録装置として用いられる乙と

もある 。

1  B  M l nt ernat i onal  Bus i ness  Machi nes アメリカアイ ビー エム

社あるいは同社製機種名。

アセンブラ Assembler ランゲージトランスレ ータの一つ。アセンプ

ラ言語で普かれたソ ースプログラムをオブジェクトプログラム K 翻訳す

るためのプ ログラム 。

アセンプラ言語 A ssembler L anguage 機械語との対応が一対ーで

あるようなプ ログラム言語。 1 B Mの S P  S ，国産機に用い られる S 1  

p ， S A P など。

アプリケーションプログラム Appl i cati on  Pr ogra m ある範囲のユ

ーザ、が共通に用いる乙とができるようにあらかじめ用意されたプ ログラ

ムパッケ ージで必要なデ ータや簡単な指定だけで複雑な処理を行なう。

通常メ ーカが開発し ，ハー ドウェアとともに提供される 。代表的なもの

として， GPS S， S T RE S S ， C OGO ( 1  B M)  ， D YN A MO， P E R T  

( F A C OM) ， P E R T/ T I ME， M AN， C OS T(HI T AC) なとがある 。

R C A  Radi o Corporati on  of  Amer i ca アメリカアーノレシーエ一

社あるいはその機種名。

アルゴリズム Al gor i t hm 計算手順。数値計算lζ 限らず，与えられた

問題の回答を機械的な操作により求める手順。乙のような手順を作成す

る乙とをア J レゴリズム化という 。

A L GOL  A lgor i t hmi c L anguage  アルゴル科学技術計算用 コン

パイラ言語。 19ω 年ヨ ーロッパを中心に開発されたもので文法的1<:: は

F OR T L A N K 比べてすっきりした点を持つ。わが国で・もJ 1S に制定さ

れ，水準3000，4000， 5000，ぷ間，7仰 の A L GOL がある 。

インタプリタ I nt erpret el - 通訳プログラム 。アセンブラ ，コンパイ

ラなどのようにまずオブジェクトプ ログラムを作り ，その後実行する方

法ではなく ，遂時潮訳しなが ら実行してゆく方法をとる 。実行時聞が長

くなる という欠点を持つ。

E NI AC El ect roni c  Numer i cal  I nt egrot er  and Cal cul ator エ

笹 田 岡リ 史

ニアック 1946年ペンシノレパニア大学 ε開発された史上最初の コンピ ュ

ータ。真空管 18，800本を用い ，使用憶力 120k w，冷却用ファン45PHと

いう大がかりなもの。

OU K  Oki - Uni vac オウク沖ユニパック社あるいは同社製機種名。

OKI T AC Oki  Tr ans istori zed Aut omat i c  Comput er オキ タッ

ク 沖匂気製機種名。

オブジェクトプログラム Object  Pr ogram ユーザの作成したソ ース

プログラムをランゲージトランスレ ータによって翻訳した結果得られる

機械語プログラム。

オープンサブルーチン Open  Subrout i ne 主プ ログラムの名で必要

とされる部分にそのつど直接そう入して用いるサフツレーチン。

外部記憶装置 E x t ernal  Me mor y 主記憶装置の容量が不足 した場合

IL使用する補助記憶装置。一般には磁気テ ープ，磁気ディスクなど容量

の大きいものが用いられる。

カードリーダ Car d R eader 1  / 0 の一つ。カ ー ド読取装置。

機械語 Machi ne L anguage コンピュ ータで直接実行できる形式で

命令を書くための言語。

キーボード K ey  Board K B 入力装置，タイプライタ， C R T コン

ソーノレなどの鍵盤。

クローズドサブルーチン Cl osed S ubrout i ne  主プログラムとは別

の記憶場所に蓄えられ，主 J レーチンが必要とするたびに呼びだされて用

いられるサブルーチン。

COBOL  C o mmon  Bus i neess  Or i ent ed L anguage コボル 事務

用 コンパイラ言語。1960年アメリカ国防総省が中心となった組織 C O  

DA S Y L  1<:: より C OB OL 60 として開発された。その後 COBOL 6 4，

C OB OL  J OD 1  など改良型が発表された。英語に大変近い型で処理手

順の記述が可能であるが，とかく冗長になりやすいという欠点を持つ。

コンパイラ Compi l or  ランゲージ トランスレ ータの一つ。 コンパイ

ラ言語で脅かれたソ ースプログラムをオブジェク トプログラ ムに翻訳す

るプログラム。一挙に機械語にまで翻訳するものとアセンブラ言語まで

翻訳し，アセンブラにまかせるものとある。

コンパイラ言語 Compi l or  L anguage 機械語との対応が一対複数で

あるようなプ ログラム言語。 アセンブラ言語が機械中心的 (Mac hi ne

Or i ent ed) であるのに比較して，コンパイラ言語は問題中心的 (pr o

ble m Or i ent ed) であり ，より日常の言語に近い形となる。 代表的な

ものに A L GOL，F OR T L A N， P L/l ， C OBOL カまある。

サブルーチン Subr out ine  計算プログラムの中で特に使用頻度が高

く，かつ比較的簡単な機能を持つプ ログラム で，あらかじめ プログラム

を組んでおいて必要に応じて主プ ログラムから 呼び出 して用いるも の。

広義ではユ ーティリティプログラムおよびユー ザが自ら開発 し， 共通に

用いる標準プ ログラムを含む。

サブルーチンライブラリ Subrout i ne Li br ar y 利用者の多 いサブル

ーチンを収集し ，その利用芳法などを登録して利用者の便宜をはか った

もの。代表的なものとして東京大学大型計算センタ ライブラ リプロ グラ

ム，各メ ーカによる S S  L  (Si cent i f ic  Subr out i ne Li brary) など

がある。
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G  E  Gener al  El ect ri c アメリカジェネラ J レエレクトリックネ土ある

いは同社製機種名。

J  1  S  ] apanese 1ndust ri al  St andar d ジス 日本工業規格。

システム Sys t em 手続， ・手)1質，方法，技法など全体が一つの目的を

持って構成され，その閣の相互作用が一定の方法によって調整されてい

る体系。

C  D  C  Cont rol  Dat a Cor por at i on アメリカコントロ ールデー タ

社あるいは同社製機種名。

自動プログラミングシス テム Aut omat i c  Pr ogr ammi ng Sys t em 

コンパイラ 言語あるいはアセンプラ言語で、脅かれたソースプログラムを

ランゲージトランスレータ ある いはイ ンタプ リタを用いて 自動的にオブ

ジェクトプログラムに変換する方式。

G  P  S  S  Gener al  Pur pose Sys t ems  Si mul at or ジーピーエスエ

ス アプリケーションプログラム。 汎用 シミュレー タ。 1963年 I B Mに

より 開発 された。その後MARKI I ，MA R KJ [ として改良されてい る。

待ち行列などの問題を解 くのに応用される。

C P U  Cent ral  Pr ocessi ng Uni t ハードウェアのう ち制御部分と

演算部分をまと めた呼称。ハードウェアの他の部分すなわち入 ・出力装

置，記憶装置を コン トロー ルして，デー タの入出力と命令の実行を行な

つ。

シミュレーション Si mul at i on 各種の現象を支配する基礎的法則を

コンピュ ータIC与え，実際に起るであろう現象をコンピュータにまねさ

せる乙と。

シミュレータ Si mul at or  (1) シミュレーションを行なうプログ ラム あ

るいはその集積。 (2) ある計算機で他の計算機の実行をまねて実行するプ

ロク' ラム 。

SI MSCRI PT  Si mul at i on Scr i pt or  シムスクリプト アプリケー

ションプログラム。汎用シミュレ ータ。 1963年R A N D社iとより開発さ

れた。

ソースプログラム Sour ce Pr ogr am ユーザ が作成 し，コンピュ ー

タに入力さ れるプログラ ム。乙のプログラムで直接コンピュータを作動

させるととはできない。

ソフトウェア Sof t war e 広義では コンピ ュー タの使い方全般。狭い

意味ではコンピュータに種々の作動をさせるプログラム群をいう。

第四世代 近い将来出現すると予怨されるコンピュータ。その特長は

L  S  1  ( Lar ge Scal e 1nt egrat ed Ci rcui t : 大規模集積回路〉を用

い，高性能かっ安価になるであろ うとされている。乙れに対 して第一，

第二，第三世代の コンビュー タとはそれぞれ真空管， トランジスタ，

1  C  ( I nt ergat ed Ci rcui t ・集積回路) を用いたものをいう。 ソフト

ウェアの領域でも第四世代ではファームウェア (F i r mwar e)  と呼ぶ

ソフトウ ェア のハードウェア化が進むであろう とされている。

ターンアラウンド時間 Tur n Ar ound T i me データ発生からコンピ

ュータによ る処理を終って結果がデータ発生源にまで戻ってくるのに要

する時間。リアルタイム処理では当然パッチ処理に比べてタ ーンアラウ

ンド時間が短縮される。

T  S  S  T i me  Shar i ng Sys t em タイムシェアリングシス テム。一

台のコンピュー タを何人もが同時に用いる方式。 コンピュ ータの処理速

度は 1 / 0処理速度がC P Uの速度IC比較して大変遅い。 したがっ て一

台のC P Uと複数の 1/ 0 をセットし，それぞれの 1/ 0! Cユーザを配

置する T S  S ICより コンピュータを能率よく用いる乙とができる。

ディスプレイ装置 Di spl ay Uni t  1/ 0 の一種。一般に表示に陰極

線管を用いる乙とから C R  T  (Cat hode Ra y  Tube) とも呼ばれる。

ライトペ ン (Li ght Pen) を備えた C R T の最大の特長はリ アクテ ィプ

な機能を持つ乙とにある 。ディスプレイ装置のうち文字 ( Char act er )

のみ扱かい，一般的図形情報を扱かわないものをキャラクタ ディスプレ

イ ( Char acter Di spl ay) と呼んで区別する。

T OS BAC Toshi ba Sci ent i f i c and  Busi ness Aut omat i c  C o m 

put er トスパッ ク東芝製機種名。
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N  E  A  C  Ni ppon El ect ri c Comput er ニアック日本電機製機種名。

入出力媒体 1/ 0  Me di um 入出力データを記録 した物理的媒体。

紙テ ープ， 紙カ ー ド，磁気テープ，磁気カード，磁気ディスクなど。

H  1  T  A  C  Hi t achi  Aut omat i c  Comput er ハイタック 目立製作

所製機種名。

パッチ処理 Bat ch Process コンピ ュー タの能率的稼働のため に発生

デー タがある一定量になるまでためて置き ，一括して処理させる方法。

P E R T  Pr ogr am Eval uat i on and Rev i ew Techni que ノマート

1958年アメリカ海軍lとよりポラリスミサイ J レの開発計画のために作られ

たアプリケーションプログラム 。作業工程管理を合理的に行なうための

もので，作業時間，経費，人員などの解析のために ，P E R T/ T 1 ME， 

C OS T， MA Nl などが用いられる。

ハードウェア Har dwar e コンピュータの機械，装置など金物の部分0 ・

ソフトウェア IC対する 呼び方。コンピュータは機械ではあっても手順を

あらかじめプログラム( ソフトウェア) で与えておかなければ作動しな

い。 したがって特に装置類のみを指す場合 iととの呼び方が用いられる。

ハードウェアは一般に次の 5 つの部分から成立している。 (1)制御装置，

(2)演算装置，(3) 記憶装置，(4)入力装置，(5) 出力装置。

P  L /  1  Pr ogr am Language/ On e ピーエ J レワン 事務，科学技

術計算の両分野で使用可能なよ うに作られたコンパイラ言語。 1964年 I

B Mによっ てシス テム3ω と同時に発表された。 A L GOL，C OBOL， F O  

R T L A N それぞれの長所を全て取り入れ，' d らに強力な機能が組み入

れである。歴史が浅いために余り用いられていないが将来はより多く利

用される とと が期待されている 。

PPS S  Pl anni ng-Pr ocess Si mul at i on Sys t em 京都大学川崎研

究室で開発されている建築設計のためのプログラムパッケージ。現在

PPS S/ G. R，U. L. P. T の各シリーズが作られている。

F O R T L A N  For mul a Tr ansl at or  フォートラン 科学技術用

コンパイラ言語。 I B Mにより コンピュータ 1 BM704用に開発された。

その後種々の改良を加え，現在では I B M系以外のコンピュータにも広

く用いられ，世界最大の利用率を持つ。わが国でも国産，外国産を問わ

ずほ とんどの コンピュータ で利用可能であり ， 科学技術計算の 80% は

F OR T L A N を用いている。 A L GOL が言語としての論理性に重点を置

くのに比べて機械処理のしやすさに重点が置かれている 。 J IS IC制定さ

れ，水準 3α X l . 筑間. 71α ) Q F OR T L A N がある。

プログラム pr ogr am またはルーテ ィン (Rout i ne) コンピュータに

人間の希望する作業を行なわせる手) 1 買を記述したもの。

プロッタ Pl ot t er 出力装置の一つ。作図機。図形，文字，グ ラフ など

2 次元情報を紙の上に作図する。

ME L C OM Mi  t sub凶 li El ect ri c Comput er  メJ レコム 三菱電Z機

製機種名。

U  S  A  C  Uchi da Yok o St andar d Aut omat i c  Comput er ユーザ

ック 内田洋行製機種名。

ユーティリティプログラム Ut i l i t y Pr ogr am サービスプログラム

(Servi ce Pr ogr am) とも言う。ある特定の機種 IC付属してそのユーザ

に共通に用いられるように用意されたプログラム。それぞれのプログラ

ムが一つの完結した機能を持つが主としてジョブの処理IC際して一種の

道具として用 いられる。通常メ ーカからハードウェアと共に提供される。

U N  1  V A C  Uni versal  Aut omat i c  Comput er ユニパック ア

メリカスペリ ーランド社ユニパ ックディビ ジョンあるいはその機種名。

ラインプリンタ Li ne Pr i nt er 出力装置の一つ。行印字機。

ランゲージトランスレータ Language Tr ansl at or ランゲージプ官

セッサ ( Language Processor )  とも言う。機械語IC比べてより人間

語 IC近い言葉，例えばアセンブラ言語，コンパイラ言語で舎かれたプロ

グラムを機械語に翻訳するプログラム。

リアルタイム処理 Real T i me  Pr ocessi ng データ発生と同時に乙

れを コンピ ュー タに入力し ，処理 してデー タ発生場所に即座K 返送する

方 法 。 ( 古 さ だ っ よ し 京都大学工学部助手〉
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. マチヤプロ ック
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トオリ
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フロ ック

卜オリ: イエ

チ
内

ノ

一
アモオ

町内の空間的構成を一般的概念で把

握すると ，外部空間と内部空間という

乙とになろう。外部空間は都市レベノレ

からみた場合，たとえば交通機能を充

足する「トオリ」であり，近隣レベルで

みた場合，町内居住者の日常的生活行

為の容器としての「オ モテJ でもある。

「トオリ空間J が「オモテ空間」と して町

内居住者によって共用される共用的外

部空間であり ，乙乙での隣人閣の コミ

ュニケ ーションの結果として「オチョ

ウナイ意識」が居住者に定着している

ように ，外部空間はさまざまな意味を

もっている。ー方，ζ の外部空聞に対

する内部空間は町家の密集する「イ エ

空間」によって埋められている。格子

状のトオ リによって区画された長方形

ブロックは，公園や学校などの非住居

的用途に利用される以外，ほとんどが

共用空間を内部K 包含しない「イ エ」の

集合体，町家群の all Qv er な内部空間

である。( ローヂウラ共用空間のような

小スペースをときたま含んでいるが〉。

都市のフレ ームとしてのトオリ IC対

して，イエ集合体フ‘ ロックはフレ ーム

の中味を充す集合的シェノレタ ー であ

り，家族的容器の集合体である。 i オ

モテ」が町内コミュニティ共用空間と

して不可欠の役割を果し ，町内メンバ

ーの個人的，家族的生活行為や意識に

作用している。 i イエ空間」における

生活の時間的累積は，たんなる生活の

容器，シェノレタ ーとしての「イ エ」に

対していま l つの呼称を与えている。

それは「ウチ」である。生活容器とし

てのイ エにまつわる居住者の生活意識

は「ウチ」という言葉をつくり ，乙の

言葉の中にはかれらの生活内容が盛り

乙まれている。したがって町内の外部

空間と内部空間の関係は. i トオリ」と

「イ エ」および「オモテ」と「ウチ」

の関係として把握される。前者はより

物主体的であり ，後者はより人間主体

的であるといえよう。一般に外部空間

と内部空間の関係は相対的なものであ

り，生活空間の ヒエ ラノレキー の各階位

間の相対性であり，同一階位内では成

立しない( 例えば室相E の関係) 。外

部空間，内部空間が論じられるのは ，

それがたんなる物理的空間( 閉じた空

町内のあつまり

間，開いた空間) の相関性によるのではなく ，機能や質を乙の内 ，外部

空間が必然的に固有しているからである。一般には物理的空間概念とし

て論じられる内部空間: 外部空間やオ ープンスペース: エンクロ ーズ ド

スペ ースなどもけっして社会的，生活的機能性( そ乙から空間の「質」

も決定される) と無関係である乙とはできない。いな相互は不可分であ

り，いわばより物理的な空間概念といいうるものである。

歴史的な格子状街路， トオリによって整然と区画された各フロックは

イエ集合体 ・7 チヤブロックとして 1単位を形成し ，乙の単位ブロック

の平面的 ・規則的集合が都市を形成しているという乙とができる 。ブロ

ックはほぼ60M

X 120M を基準

とするが. 2 ブ

ロックの合体し

たもの ( 120M 

X  120M)  や基

準ブ ロックより

細長いもの (30

M X  120M ) な

どもある。平安

京のプロック割

( 120MX 12 0 M)  

宅地を折半した

6 0 MX  120M フ

ロックが秀吉に

よって統一化さ

れて以来，永年

の都市機能の変

化 ( 例えば道路

の拡幅) によっ

て種々の変形も

生じている。ま

たもとの 120M

庁府 ｾ＠
御所

， 

• 
ド

一

ｉｾ＠

-
11 

一

トー

」

I  I1 11  

。
0. 5 

| K M 牛

対象地区周 辺 ブ口 ック割
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角のブロックも残っている。いずれにしても ，現在では60Mx 120Mブロ

ックが法移 となろ う。 乙のよ うなブ ロックのほとんとは ，内部が11汀家に

よっ て充瓜された7 チヤブロックで あるが ， 1 ブロッ クが機能分割され

て公図や学校などとイ エ集合体が同居する場合もある。町家 ・イエ 空間

の規定性，独自性 もと のブロック ・イエ集合体と不可分の相関関係を も

ち，単位ブロックの中にイ エがいかに規則的にコンパク 卜にはめ込まれ

ているか，すなわち 町家の集合形態 そのもの κ 注目しな ければならない。

格子状街路 ・トオリはほぼ正確に東西方向 および南北方向 lζ 一致して

いるの で， トオリによって区画されるブ ロック も，長辺を南北方向 lζ 一

致させた長方形となる( ただ し長辺を東西方向 に一致させたブロックも

あるが) 。 したがって ，長方形の 4 辺は東西南北 IC向き， トオリ lζ 面する

ので1111家は東阿南北の各方位か らの出入り 11 をもち ，東・西・南・北入り
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の 4 つのアク セスの

型が生じる 。ブ ロッ

クの各辺 lζ 出入口を

もっ一群の町家は ，

したがって東 ・西 ・

南 ・北入りの 4 つの

グル ープをつくって

いる 。東入りグノレー

W - - ーーー E  プ. 南入りグノレープ

S  

S .N グループと E .W グル ー プ

口ー ヂのかこみ

というように。そ し

てそれぞれをE グル

ープ，S グル ープと

いうようにすると ，

対象町内の場合は E

グループとW グール

プから成り立ってい

る。 一般的に l つの

町内はトオリを挟む

E  ' Wグループか S

. Nグループの ペア

ー構成となり ， 1つ

のマチ ヤプロックは

4 つのグル ープE .

W. S. Nグノレープに

よって構成される 。

したが って町家の軌

も東 ・西・南・北の各

方位軸を持つ乙とに

なる( 東西軸住宅 ，

南北軸住宅) 。

各グループを構成

する町家群は ，平均

的lζ E . W グJ レープの場合15戸，S '  N クル ープの場合11戸である( ロ

ーヂ長屋を含む場合は 5 戸程度増) 。対象地区の場合 ，E グループ20戸

( ローヂ長屋 7 戸を含み ， 卜オリ lζ 面する関口数は 14となる) ，W グJ レー

フ。16戸であ る。また E グループと W グループの奥行は ほぼ等 しく，ブロ

ックの短辺( 約6OM) を等分して おり ，S グループと N グループの奥行

は対象地区およびその周辺でみるとグループ端官官で15 M程度である。そ

して S . Nグルーフ。の 中央lζ 近づ‘ くに従って端部の町家より奥行の長い

ものがあるのは E ' Wグループの端部の町家の奥行寸法との整合的なか

みとみかたをするせいであろう。一見単純な短冊形町家の集合状態，組

みかたも町家の側面 ・背面での敷地単位のかみ 乙みを もっている。各グ

ノレ ーフ。内においてローヂ( 1軒ローヂ，長屋 ローヂ) と乙れに隣接する

町家の関係もかみ乙みの形態をとる 。

ブロッ ク内の町家の集合状態は， トオリ ・オモテの外部空間において

みられる「対面J ， 1側面J ， 1隣接」 の簡明な関係に比べて ，より複

雑な( といっても敷地単位の整合性は維持 しているが) 関係にあり， ζ

れがブ ロッ ク集合体のかみ乙み ，集合状況の特異性を実現している 。

ブロック内部の集合状況は イエ とイエ( 敷地と敷地) の関係の仕方で

あり ，乙れは集合的内部空間のあり方，イエ空間の相互関係、を決定して

I  I  ｉｾｉ＠ I  ｉｾｉ＠ I  I  ｉｾ 印
接面関係 l 対面 5 背 接

2 側面 6 背側接

3 隣接 7 背面接

4 側接

マチヤブロ ック内部の接合状態



いるという窓味で重要であろう 。イエとイエの関係は ，まず各グノレープ

内においてどく一般的I C . 多い . [ "側接J 関係，イエ側面 とイエ側面 lζ 接

触形態がある。つぎに E グループとW グループがイ エ背面において援す

る「背後」関係があり . S .  N グループと E ' W グループの接合形態，

イエ背面とイエ側面が援する「背側接」の関係がある 。さらに ，ローヂ

に引き込まれたイ エと その前面のイエ( トオリ : オモテ lζ 面するイエ)

との関係とし て，前面の イエ の背面と背後のイ エの前面とが接する「背

面接」関係がある 。 乙のような敷地単位の接触状況と同H寺1( . ロ ーヂの
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上へ隣接マチヤの 2 階部分がかぶさる立体的なかみ乙み状況も注目され

る。 乙のようなイ エとイエの接しかたは，町家のコン ビネーション ，シ

ステムの一般的形態であり，単体的内部空間，短冊形敷地単位の直方体

の組合せかたとして把録される 。

さて住宅設計の場合，一般に住宅の平面計画と同時1 ( . 与えられた敷

地 lζ 対す る住宅の配置計画が重要な問題となり ，方位や住宅へのアプ ロ

ーチ，庭やサ ービスヤード などの外部空間の配分 ・構成は ，住宅の内部

空間と 外部空間の述続性 ・相関性を決定する大きな要素である。敷地面

積と建築面積の相対的関係によって乙の配置計画の自由度が決定される

が，町家の場合の宅地 ・敷地K 関し ては ，対象町内の公図 ・土地台帳に

よると ，明治30年の登記がもっとも古く ，その後分筆されたもの ，もと

もと数宅地( おそらく数戸の町家が並んでいたと恩われる) がいまでは

l 戸によって占有されている ものなど，明治期か らの町家の変遷状況が

推測される 。対象町内の場合 . 1宅地 2 戸の もの 1 ケース. 1宅地 3 戸

の もの l ケース， もともと 1 宅地 2 戸で分筆している もの 2 ケース. 2  

宅地 3 戸の もの l ケース . 3 宅地 l 戸のもの 2 ケース( 乙の うち l 戸は

町内で最高敷地面積を もっ) .  1設後にロ ーヂ長屋 7 戸は もともと l 宅地

であっ たが最近 5 宅地に分筆されて い る ( 相続の関係からであろう) 。

町内全戸数36戸のうち . 17戸 (4796) が l 宅地 l 戸の l 対 l 対応| 刻係を

示 していない( 明治期の町家宅地割と比較して) 。 乙のような宅地の所

有関係や宅地，宅地対応関係、の複雑さは乙の地区の歴史性を感じさせる

と同時に ，あり し日の町家のたたずまいを連銀させるにたるものである

が，現時点での 1戸の占有する土地面積を算出すると ，最小の ものは ロ

ーヂ長屋の 32M2 (ロ ーヂ共用部分を含む) であり ，最大は先にふれた

3 宅地 1戸の3邸 M2である 。その 差は著しい。 しかし乙の最大敷地面積

でも現代流行の独立住宅の敷地面積の通念からすれば，決して大 きいも

のとはいえない。また全戸数 36 戸の平均敷地面積は 133. 5M2 であり ，

純町家風住宅 (22戸) の最小敷地面積は44M2. 最大敷地面積は2∞M久

平均敷地面積は 134. 9M2である( 全戸数の平均敷地面積が純町家風平均

敷地面積より小さくなるのはローヂ長屋 7 戸が影響している) 。

短冊形敷地は対象町内の場合，宅地のさ らに細分化，機能配分された宅

地利用の状況をあらわし ，もともと l 宅地で ローヂで引込んだ背接借家

を もっ 1 宅地 2 住宅のものが借家人の買収によって宅地が分筆され，独

立したものもあり ，また逆に隣の宅地を買収して合体利用するものなど ，

従来の宅地は分割 ，合体をつづ、けている。しかしいずれにして もブ ロッ

クそのものの形態的変化はなく，その中の細分化された宅地の分割，合

体であり ，格子状街路 ・トオリの グリッド規定は生きつづけ ，また奥行

もほとんどの場合，旧状を維持する乙とになる 。公図によると 全町内総

坪数 1998坪 6 合 6 勺 (6595. 4 M2) の内訳は ，宅地面積 1762坪 6 合 2 勺

( 5816. 6 M2)  . 官有地として道路敷208坪 7 合 2 勺 (688. 7M2) . 総数

30坪 5 合 2 勺 ( 1∞7 M2) で ?

ある。ただし サーベイの対象 |  

町内 E グループの北側 . Wグ 圃|

J レープの北 ・南側の宅地，官 圃|

有地を含んでいるから ，対象 『

W 一一里哩里旦¥里里里里一一 E

町内の乙れらの面積はとの値 ｾ＠

より小となるが，宅地( 私的 11  

所有地) の官有地 ( 公的所有 量j

地) による規定がグリッド規 l  

定を維持しているととはいう ;  

まで もない 。 住宅の方位斡とトオリ ニワの位置
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W
〕

町家の特異性の l っ-(' める トオリニワは， ト

オリ→入口→ゲンカン→夕、イ ドコ (台所) →ウ ラ

ニワと 進む住宅内部の連続的 ・貫通的スペ ース

があり ，また もともと土足で動ける土問スペー

スであり ，各室が乙れに そってー列にな らぶ室

行列 と一体とな って町家を構成するが， トオリ

ニワと 室行列との相対的な位置関係は東入り ，

西入 り住宅の場合は南側に南入り ，北入り住宅ｾーＭ
の場合は東側に トオリニワ がとられるのが通常である 。 ( 乙れは床の間

や仏間の方位についての封建的住様式と関連しているのであろう〕 。 乙

のことはファサー ドにおける出入口の位置をも決定する乙 とになる 。

一般の配置計画において，建物が置かれ( 配置され) る その仕方によっ

て，オープンスペ ースが，建物との相関性によって種々の意味を持って

くるが，乙れはオープンスペースが建物の内部空間へ参加させ られ，連

続化される乙とによって，機能化，内部化の性格づけがお 乙なわれる ζ

とを意味 している。いわば外部空間の内部化と いう 乙と ができ る。町家

における乙の間の状況は，逆の立場に立つ。 オープンスペースはいかに

してイ エ空間から 打ち抜かれるかの問題であり ，いわば内部空間の外部

化と いう乙とができる。 したがって両者の関係は，それぞれ外部化内部

空間と内部化外部空間という内 ・外部空間の相反的生成過程をたとった

といえる 。今日 ，外部空間の重要性が都市構成，都市設計のフィジカノレ

プランニングの段階で問題化され，また とくに高密居住空間構成の場合

の外部空間が公共スペ ース，共同スペ ース，居住者相互の コミュ ニケー

ション成立の場として重要視され，発散的外部空間 K 高密度な質 ・機能

を与えようと努力されているとき ，ζ のような外部化された内部空間，

それも極限的な状態で外部化されている内郎空間の存在は重視されねば

ならないし ，今後の都市高密居住の条件 となるとのような空間の存在意

味を検証するためのすぐれたサンプルとなりえよう 。

乙のような町家 ・イエ空間のオ ープンスペ ースは，それが単 !C 1戸の

イエ内部に存在する乙とによって ，イエにおける生活機能の充足 lζ 役だ

っと同時に， 一方ではイ エ ・イエの各オ ープンスペ ースは，フロック内

郎空間の中で一定の. i i l i 続性をもち ， 乙の連続性が情報流通領域を形成

し，コミュニケ ーション空間 として働く というように ，イエ空間のオ ー

プンスペ ースがブ ロック単位の集合形態を もっている乙とによるその意

味がク ロー ズア ップきれてくる 。イエ 内部空間の部分が集合的内部空間

に参加し，乙 れと連続的であ る乙との窓味は高密性ゆえに一層きわだっ

た形で，集合的形態 ( イエ ・イエの集ま り) の存在意義そのものを証明

している。イエ ・イエを ある特定の共同スペ ースによって統括 し，乙れ

のヒエ ラJ レキ ーによる地域構成は，イエ集合体の構成方法であり ，イ エ

集合体その ものの構成，イエ集合体内部空間のっくりかたではない。

独立住宅の場合のように l 戸のイ エが自己完結的な空間構成を もって

集合 した場合，乙れ らのイ エ・ イエの逮擦の場として，共同スペ ースが

唯一のものと ならざるをえない。イエ・ イエの集合における近隣単位の

連繋を外部空間 ・共同スペースに求め る計画方法論に対して，イエとイ

エの接触 ・接合形態，イエ・ イエの関係そのものへの問題提起があ る。

前者はいわば外部連繋型であり ，後者は内部連繋型と いえよう ，もっ とも

オモテ空間 という 外部連繋も同時にも っているが，いまマチヤプロ ック

の集合形態に視点をあてるとき ，乙の内部連繋の問題がきわだって注目

されるのである 。乙れは敷地の形状， 面積の関係，またそ乙から必然的 IC

現象するイ エ空間の敷地面積に対する占有率の高 さから ，イエと イエの

相互関係の密接さ，

相互依存性 ・共存性

があら われて くる。

トオリか らみる町

家・家並の統一性・連

続性は 7 チヤプ ロッ

ク内部空間の多様性

をお おいかくしてい

る。ローヂウラ 共用

ヤードをもっローヂ

長屋の場合などはと

くにそうである が，

一般の町家の場合で

も短冊形の奥行の深

さ，その引込み空間

の特異性lζ 驚 く。

イエと イエは侃1]接

し，背側 ・背面接 し，

l つの 7 チヤブロッ

ク内のイエ ・イエ

(約&J 戸) は「群」と

して，いわば集合的

内部空間を形成し ，

相互依存の関係をと

り結んでおり ，イエ

側面( 背面) の仕上げ上の終済性，台風 ・地以Uif の集合的抵抗力 ・盗難

lζ 対する集合的防御，監視なとのメリッ卜をもっ( 火災時の延焼という

デメリッ卜 ももつが) 。

ζ のような集合的内郎空間は ，イエか らイ エへの避難通路( 側接 ・背

援するイエへの非常口) を縦保し ，共存のための手段を共有している。

そして奥深い町家内部の小さなオ ープンスペースや 2 階の関口部から前

面，背面 ，1Jl 1]函に接する| 町家を間近かにみる乙とができる状態におどろ

く。乙れはさきのかみ乙み( 接合関係) と ，綱密性，町家内部の小 さな

オープンスペ ース( センサイ ，ナカツボ ，ニワサキ，ウラニ ワ) カi コン

ノf ク トな住宅聞の中に何カ所かうち抜かれて，一定の連続性をもってい

るせいである 。このような内郎オ ープンスペ ース の連続性，集合的 ・内

郎的空間の鉱がりをもっ乙とによって接合するイ エの内郎的生活に援 し

うる乙と ，かい間みえることに注意 しなければならな し、。接合するイ エ

・イエ の庭木，人影，人声，物音，明りなとの交流可能領域 ・感覚領域

を形成し ，乙れらの日常的生活サイクノレの中での交錯から高密な集合的

住生活ゆえ可能で重要な基礎的コミュニケ ーション 空間を内部化し てい

るという乙とである 。

乙のように外部空聞に対する内部空間は，まずプロック単位のイ エ集

内部連繋型 外部連繋型

咽| 四I l ・ l唱

- 1・11・..1圃

町家住宅 独立住宅

合体 ( 7 チヤブ ロック) と しての内部空間一集合的内部空間 と l 戸のイ

エ内部空間一単体的内部空間 として把えられる。町家内部の空間( イ エ

内部空間) は，し たがって三重に内部化された空間 といえる。乙のよう

な内部化の状態は，オモテをも含めて 「私」から「公」にいたる居住空

間の空間的居位の連続的変化を表現 し， 実利的，意識的の共存 ・依存関

係をと り結ぶ空間的条件とし て注目されるのである 。

ｾ＠

イ

( つづ く)
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日 本 万 国 博

跡地開発計画

T E A M BARK  

T E A M B A R K  

プランナー 奥 保 多 聞

小 北 博 一

( B ) 総合的なコントロール

現在わが国では各地で種々の都市計画( 大部

分は住宅団地〕がなされ，あるいは実現してい

るが，実現された都市や計画中の諸都市( 団地)

をみると道路網( 交通網ではない) 給排水は一

応整備されているが，エネノレギーの供給，並び

lζ 情報の供給及び処理機構が著しく遅れている

ように恩われる。屯力，ガス及び屯話等は一般

に供給会社まかせであり，ほとんど計画らしい

計画もされていなし、。乙れらは交通網とともに

都市の血管であり ，神経系統であって都市の消

長を左右する重要な要素である。都市の将来を

見越した十分なる検討が行なわれなければなら

清 水 正 俊

デザイナー 植 田 昌 吾 ない。

明

男

保

俊

逮

守

内

東

村

木

中

中

ヤヂサ

H

ソ

第 3章 都 市 空 間 構 成

3  - 4  環境装置計画

司'

( A ) プロローグ

万博跡地開発計画における設備計画について

述べる前に ，まず設備の重要性について考えて

みたい。従来，者都E市計画あるいは諸団地計画 lκE お

いてエネ Jルレギ一の供給ならびび‘ lκζ 設備的な高性能

や機能が欠けている傾向』に乙あつたよう lにζ

る。設備の重要性は乙乙数年あち乙ちで叫ばれ，

事実，建設部門での投資額をみてもその比率が

年々増加している乙とが顕著である。従来の設

備は付帯工事の名のどとく空調，給排水，電気，

どれをみて も「建築のど乙 を通すか」という点 lζ

あまりにも労力がついやされ，それらを総合的

な視野から コント ロールするという最も重要な

作業が欠けていたきらいがある 。ひ とつ電気を

みても従来は強電部門すなわち電力系統，照明，

動力の 内容並びにそれらの簡単なコントロ ーノレ

線などに力を注ぎ，全体を制御するいわゆる弱

電関係はややもすれば軽んじられて来た。

しかし高度に情報化が進むにしたがい ，今後

は情報関係が非常に大きなウエイ卜を占め ，弱

電関係が諸設備の中で長重要となり ，その比率

も増 してくる 。 コンピュ ーターが多くの分野で

広範囲に応用されるにしたがい建築諸設備への

導入も多くなり ，コ ンピュ ーターによる情報収

集，情報処理が行なわれ，それらの配線系統の複

雑化並びK信頼性のある供給が必要となっ てく

る。また段近における諸設備( 特に情報通信関

係，自動機器関係) の進歩はめぎましく ，乙れら

に対処するためにも ，特 lζ 設備のフレ キシビリ

冷暖房，換気等の空調，ガス給排水，消火栓，

排煙装置，受変渇，照明 ，動力 ，音響，通信，

表示，主主報，昇降機 . et c 従来は大部分が単

独系統で ，おのおのが監視，制御 ，操作し相互

の関連はほとんどみ られなかっ た。しかし今後

はとれら諸項目( 全設備) を総合的 K コン トロ

ールし ，それらの情報を コンピュ ーターに収集

し，総合判断による処理を行なう時代である。

従来は保守員による "見る m 聞く " による判断

で人為的に作業を行ない ，いわば感にたよる判

断も加味された行為であった。最近における各

種連絡手段の高度な進歩と信頼性からすれば，

それらを機械的に総合判断し ，敏速に自動処理

を行ない得る時代である 。

との都市のどの建物をみても ，それぞれに床

があり壁がある限り ，独自の設備が一式整いお

のおの別々の系統で単独運転を行なっている。

乙れらは一つ高い次元からみれば非常な設備投

資であり ，社会的なロスも大きく非能率的であ

る。また乙れら個々の建物から吐き出す煤煙が

自動車の排気ガス等とともに大気汚染の元凶と

なっているのも見のがせない事実である。乙の

ような観点、からわれわれは地域冷暖房，情報通

信システム ，受変電，非常電源装置，欝報装置

等集中化する乙とのメリットを生み出すような

複合建築体を考えてみたいと思う。

今回の日本万国博にあっては ，都市計画的に

は交通，入場者，瞥備，広報，サービ ス等 K 情

報通信システムが導入され，また地域冷房の採

用等，ようやく総合コン トロー ノレの第一歩を踏

みだしたが，建築計画の狭い視野からみれば未

だごく 一郎であり ，乙れを礎により広範閣の コ

ントロ ーJ レを進めなければならない。

( c ) 都市環境装置の主旨ーその 1

69年 10月号で概略の人口の推定及び、規模K つ

ティ ーをまず第一義に考えなければならない。 いて述べたが，乙ζ でまず跡地における都市計

弱電，コントロ ーノレ関係のものは他の諸設備 画に対して何を検討し ，とう計画を進めて行く

のように旧来からの悪法によりがんじが らめに べきか，方向づ. けを行ないたい。かりに電力状

縛られているものと異なり自由なアイデイアで 況を推定する場合も多くの問題があると思う。

自由に計画できるものであるが，建物の性能， 建物の用途種別 ，業務内容によりその消費電力

機能を司さどる中枢神経として今後の建築の良 は著 しく異なる。しかし計画時において，それ

否を決定する重要な Poi nt である。 らを詳細に検討するのは不可能でありその平均

値( 面積当りの電力 rW/ nf ) ) で推定する ζ と

になる。従って，その値をいかにするかが問題

であり ，特 lζ ，今後( 将来) の都市における電

力消費はますます増加するであろう。まず会場

における現状と ，跡地開発都市とをいかに結び

つけるかである。それらを順次検討するに当 り

各事項としてその手I1頂を列記すると ，

1. 外部 (周囲〕の状況

1  ) 計画都市への配電経路 と可能性

2 ) 供給源の能力( 電力供給変電所の状況)

と需用度

3) 配屯路への投資と将来性( 都市の伸展度)

4 ) 電源の信頼性と供給方式

5 ) 通信回路の現状と将来性

2. 電力施設

1  ) 計画都市内の変電所の設置場所と配定方

式( 既設の利用率)

2 ) 変電施設の設備内容と l カ所当りの供給

容量並び lζ 投資額

3 ) 会場変電施設の耐久性と増容置に対する

即応性

4 ) 会場内の配電路の布施方式と計画都市へ

の供給能力( 配電路のフレ キシビリティ)

5 ) 他のエ才、 J レギー( ガス ，水道等) との協

調性と関連

3.  公共施設の照明

1  ) 道路，公園 ，パーキングの照明と 計画都

市への利用度

2 ) 公共施設の照明の維持費と保守，管理

3 ) 屋外照明への電力供給システムの利点

(400V級配電)

4 ) 一般公共施設の照度と会場内施設の照度

の比較

4. 緊急時の活動システム

1  ) 会場内での警報施設の計画都市への転用

2 ) 保安，保守時の通信・ンステムの確立と現

状

3  ) 緊急時の即応性と活動

4 ) 会場内の警報，保安施設と諸法規

5 ) 会場内での緊急時の体制と他都市との比

絞

5. 通信網と情報システム

1  ) 会場内通信網とデータ通信システムの計

画都市への転用の可能性( フレキシピリ

テイ)

2 ) 情報処理と コンピュ ーターの働き

3 ) 会場内の通信規模と他都市との比較

6. その他諸検討事項

1  ) 会場内での公害対策

2 ) 会場内て・の諸材料並び:'IL工法による耐久

年数

以上主な検討事項をあげたが，乙の項目に した

がい順次解析し検討比較を行なっていきたい と

思う 。
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口昭和45年 2 月分口

通 常 総 会 1

27日 4 時- 4 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 東 焔 会 長 ほ か 4 名

議事(1)監事 l 名選挙の件

(2) 本部所属評議員59名選挙の件

(3)役員重任承認の件

評 議 員 懇 談 会 ( 技 術 部 門)

6 日 5 時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 中野評議員会副議長ほか

評議員 8名

2 月開催の総会 K おける監事ならびに技術部

門選出評議員候補者の推せんについて協議

理 事

4 与.

=  

19日 4 時半- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 東 畑 会 長 ほ か 8 理事

議事(1)定時評議員会開催の件

(2)創立53周年記念日の祝賀会開催の件

(3)役員 ，委員の慰労懇親会開催の件

(4)大阪府知事表彰候補者推せんの件

(5) 細則一部改訂( 会費値上げ) の件

(6) 建築基礎工法務習会開催の件

(7) 入退会者承認の件

(8)報告事項

住 宅 委 員 会

住宅資料小委員会

3 日 61侍- 81時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 佐 孝 主 査 ほ か 2 名

議事本年の資料小委員会事業企画について

住宅スライド小委員会

4 日 6 時- 8時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岩 本 主 査 ほ か 3 名

議事住宅スライド小委員会の事業企画につい

て

委 員 会

10日 6時- 8時 半 於 会 館 集 会 室

出席者岡橋委員長ほか10名

議事(1)各小委員会の事業企画について

(2)次年度の委員について

(3)そのほか

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 編 集 委 員 会 |

編集 C グループ打合会

3 日 正午- 21時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 松 村 副 委 員 長，盤原幹事ほか 3 名

議事(1)総目次の未掲載項目の確保について

(2)シー 卜完成迄の委員会運営について

(3)シート 完成後の計画K ついて

編集E グループ打合会

5 日 正午- 2 1時 於 会 館 集 会 室

出席者 中原委員長，宮武幹事ほか 1 名

議事(1)総目次の未掲載項目の確保について

(2)シート 完成迄の委員会運営について

(3) シート 完成後の計画について

編集B グループ打合会

7 日 2 時- 4 時 於 会 館 集 会 室

出席者 中原委員長，篠崎幹事ほか 2 名

議事(1)総目次の未掲載項目の確保について

(2) シート 完成迄の委員会運営について

(3) シート完成後の計画について

編集 D グループ打合会

9 日 5 時半- 81時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 松 村 副 委 員 長，埼田幹事ほか 1 名

議事(1)総目次の未掲載項目の確保について

(2) シート 完成迄の委員会運営について

(3) シー ト完成後の計画について

編集A グループ打合会

10日 正午- 2 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 松 村 副 委 員 長，長浜幹事ほか 3 名

議事(1)総目 次の未掲載項目の確保について

(2)シー ト完成迄の委員会運営について

(3)シート 完成後の計画について

幹 事 会

12日 5 時半- 91時 半 於会館 3 階会議室

出席者 中原，松村正副委員長ほか 3 幹事

議事(1)総目次の未掲載項目の確保について

(2) アンケ ート ( 委員 ，掲載会社) について

(3)シート 完成迄の委員会運営について

(4) シー ト完成後の計画について

委 員 会

26日 5 時半- 8 1時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 中原，松村正副委員長，ほか 7 名

議事(1)編集委員のアンケ ー ト集計結果について

(2)総目次の未縄戦項目シ ー トの確保につい

て

(3) 編集委員会のシ ート 完成までの辺営につ

いて

(4)データシ ー卜 完成後の計画について

(5)そのほか

事 業 委 員 会

見学会小委員会

3 日 5 時半- 71時 於 会 館 3 階会議室

出席者 山野副委貸長ほか 2 委員

議事(1) 1月に実施した見学会についての報告

議事(1)本年度に開催した説明会の報告

(2)明年度の説明会の企画について

(3)明年度説明会小委員会の委員人選につい

て

(4 )そのほか

委 員 会

12日 5 時半- 71時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 窪 田 副 委 員 長，大橋，木原 ，三宅

各幹事ほか 6 委員

議事(1)各小委員会の事業報告並びlζ 企画につい

て

(2)  1月- 4 月の事業企画について

(3)明年度の事業企函について

(4)明年度の事業委員会の委員人選について

(5)そのほか

講演映画会小委員会

19日 5 時半- 71侍 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 大 橋 幹 事 ほ か 3 委員

議事(1)明年度講演映画会小委員会の委員人選に

ついて

(2)そのほか

出 版 委 員 会

建築基礎工法実例幹事会

4 日 6 時- 8 時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 山 肩 委 員 長 ，山口，多々見幹事

議事(1)出版工程に ついて

(2) 資料編の企画について

鉄骨のデザインと普及版出版記念会

6 日 5 時半- 8時 於 北 水

出 席 者 塚 本 副 会 長 ，鷲尾委員長ほか13名

「建築基礎工法と実例」特別資料原稿作成説

明会

24日 l  時半- 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 大 林 組 ほ か 16*-土，山肩委員長，

山口 ，多々見幹事

議事 資料編の執筆項目などについて

建築基礎工法編集幹事会

24日 5 時- 6時 於会館集会室

出席者山扇委員長，山口 ，多々見幹事

議事(1)資料編の掲載会社と編集について

(2)講習会の企画について

教 育 委 員 会

委 員 会

13日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岩 下，辛木副委員長ほか 4 名

議事(1)設備技術者のための建築の知識講習会

企繭について

(2)建築基礎工法の講習会企画について

(3)鉄骨構造講習会企画について

(4) 建築工事実務講習会企画について

(2) 2 月- 4 月の見学会企画について (5)次年度委員会構成員につ いて

(3) 明年度の見学会企画について (6)次年度引継事項につ いて

(4)そのほか 建築の知識講習会企画小委員会

各種説明会小委員会 27日 正午- 2 1時 於 会 館 集 会 室

9 日 51時半- 71時 於 会 館 3 階会議室 出席者橋本委員長ほか 4 名

出 席 者 近 藤 副 委 員 長，三宅幹事，上松委員 議事 講 習 会 全 般 の企画について
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得たものであると考えています。

本市としては ，乙れを機会にとのような緑化

施設のうち ，都市環境に貢献 している優秀なも

のを表彰し ，その努力を感謝するとともに市街

地緑化の一周の促進をはかりたい と考えていま

す。

2 対 象

大阪市内において，昭和39年以降に建築され

た建築物の敷地の相当部分( 屋上その他建築物

の部分を含む) を緑化，造園して造られた施設

であって，企画 ・設計 ・管理の優秀なもので，

市街地の環境改善に貢献する と認められるも

の。ただ し，個人住宅の庭園は除くものと しま

す。

3  選考方法

被推せん施設と ，表彰者が自ら選定 した候補

施設について大阪市およ び大阪市緑化委員の中

から選定された審査員会において審査 し， 優秀

施設数点を選考し表彰者IC推せん します。

4. 審 査 員

大阪市= 市長室長，建築局長，公園部長

その他= 緑化委員の中から委嘱

5. 被表彰者

対象施設の所有者または管理者

6. 表彰方法

大阪市長，大阪市緑化委員長より表彰状と 記

念碑を贈ります。

7. 表 彰 者

大阪市長 ・大阪市緑化委員長

8. 表彰時期

緑化大会( 本年は昭和45年 4 月22日) に於い

て行います。

於会館集会室

於会館集会室

於会館集会室

於竹中工務庖

事業部会総集会分科会

13日 Ｓ Ｑ 侍 ｾＵ Ｑ 時半

事業部会懇親会分科会

138 Ｖ 時 ｾＸ 時於会館集会室

事業部会見学会及び講演会分科会

16日 31侍- 51時半於会館集会室

事業部会

20日 5 時半- 81時

会員広報部会

23日 5 時半- 8 時半

写真集部会

27日 6 時- 8 時半

. A.  

τ'" 
員委集編

2月 の 入 会 者 〔敬称略〕

治

夫

郎

志

雄

男

久

夫

博

久

顕

二

也

夫

其

範

哲

久

恒

匡

高

敏

為

佳

度

鉄

和

本

田

除

田

弁

星

野

田

悶

口

原

中

上

川

銅

豊

中

長

西

義

藤

前

総

構

八

山

吉

吉

設計技術者

ｾ＠

側斎藤建築設計事務所

( 建築設計 ・監理)

大阪府茨木市双葉町2-1号ギルド茨木3F

T E L  (0726)  26- 2101 (代表)

、‘

構造技術者・見習

構造デザインセンター

( 構造図面 ・計算 ・コンビュータプログラム)

大阪市天王寺区上本町 4 丁目 1 の 2

T  E  L  (718)  4  4  7  5  

* 大阪市建築部長より ，次の通達がありました

のでお知らせします。

建築物に属する緑化施設の表彰の実施要領

1. 趣 旨

大阪市は西日本経済閣の中枢都市として活気

に溢れた魅力ある街です。 しかし ，反面その旺

盛な産業活動の下で，市民のアメニテイはとも

すれば犠牲に供されがちであることも否定でき

ません。事実，大阪市は欧米の諸都市はもちろ

ん，わが国の他都市lζ 比べても特 !C緑の乏しい

殺風景な街といわれています。

そ乙で，市内 lζ 住む人々や働く人々の生活に

自然の恵みを取り戻そうという怠図をもって，

昭和39年以来市の提唱により " 町を緑Iζ " とい

うス ロー ガンを掲げて緑化運動をくり広げてき

ました。

最近民間においても乙の運動の趣旨に沿って

建築敷地の一部や建物の屋上を利用して，種々

のアイディアで緑化し造園して街に潤いを与え

るスペ ースを設けると乙ろが次第に増加してい

る乙とはま乙とに喜ばしい ζ とで=す。

おりから昨年 6 月より本市の都市計画に容積

制が取り入れられ，乙れによって，今後街の景

観は著しく変貌する乙とが予想されます。周知

のように容積制のねらいは，建築敷地にできる

だけオ ープンスペースを残し ，街を余裕のある

空間構成に整えることにあります。乙うして得

られたオ ープンスペースの有効な利用法のーっ

として緑化施設の設置を促進する乙とは時宜を

ア - 7
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コE

3 時- 5 時 於会館集会室

堀内委員長ほか 9 名

日本添加剤工業 2 名

議事(1)シー リング材について

(2) 次年度の委員について

A  

コ玄

2時半- 5 時 於 会 館 集 会 室

福田委員長ほか14名，士会側 3 名

家協会側 3 名

議事(1)大阪市の「確認申請書等の様式改正の簡

素化」について

(2) 大阪府建築士会法規委員会，建築家協会

関西支部関係者との懇談

神戸製鋼所建設機械工場の見学会

( 神戸製鋼所大久保工場内建設機械工場)

7 日 1時半- 4 時

参加者 11名

清酒白雪の新! 日醸造工場の見学会

21 日 l 時20分- 51侍

参加者 51名

当見学会は株式会社竹中工務庖のと斡旋によ

り小西酒造株式会社のど厚怒と歓待をうけま

た竹中工務庖作業所長小原充氏の「酒の由来

について」林野全孝氏より II 日酒蔵についてJ

興味あるお話しを伺った。
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委 員 会

17日 4 時- 61時於会館集会室

出席者足立委員長ほか 9 名

議事(1) 3 月号特集「日本万国博と 技術開発」経

過報告

(2) 4 月号特集「建築設計とコ ンピュ ータ」

( 仮称) 経過報告

(3) 5月号特集「グッ ドデザイン運動」経過

報告

座 談 会

27日 2 時- 4 時 於 大 阪デザイン ハウス

出席者 芦森慶子，衛藤圭子，中井照子

館哲郎

消費者の立場からみたグ ッドデザ

イン

員

員

委

委

材

規

委 員

20日

出席者

建

法

a企民

ココE

品

ナ
見

正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

矢野士会事業委員長，三品学会幹

事ほか事務局員 6 名

3 月以降の共催事業について打合せ

3会 事 業 委 員 長 打 合 会

19日

出席者

議事

第 2 回 日 本 建 築 祭

事業部会総集会分科会

2 日 3 時- 7時

事業部会

5 日

於会館集会室

於なかいわ5 時半- 8時
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建 材 の 頁

信用み 5技術ど伝統の

7X771LトZ 専 業 大J吉

警歪矢偏商届

大阪市北区真砂町 5 番 地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門 庖

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 一 1 ( 英和ピル)

直ￌｬｦｬｾ正訴対 Ｑ 戸 ＨＳＳＩ 0881- 3  

支 庖 大阪市北区絹笠1 1 I T50( 堂ピル 5 階 502号室)

直I l f l ' i 正話大阪 (364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市立介区八 I崎通 1 - 5  ( 屯話 @2923)

陸屋根 防 水 に は 奥 山 式 特許絶縁工法を

前回 ｡ 民一間ｾ帯

ト犬冷工法苧ヲ q イト

奥山化工業株式舎枇

東 京 抗 日 中 央 区 銀0 0 8 - 4 - 11 電 館 (571) 2703- 4 ・2370 ・4064 ・0264

大 阪 出 張 所 大 阪 市 都 島 区 都 島 中通 り5 - 4  電 鰭 ( 921) 2497・( 922) 7280

名 古 島 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 33 電 館 ( 811)3 6 6 0 ・3 1 0 4

| 特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N Sライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅1

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

¥換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区東今里四丁目 40番地

電 話 ( 981 )  0 6 1 6  - 0 6 1 8  
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冷 11.愛 房 y  f ' 守神サッシ

給排水、衛生本道 ｾ＠ 環 境 衛 生 施 設

電 気 1 =、街 役 巡搬 機 械

厨 房 r 一ーτ 化 学 鉱山機 械

- 鍾 畠 T 営営 株式 Ｔ ・ｉｬｾ -::1:- rt::・

ー・ 1，. . . 現号 会 社 ノ 、 問 x . .x. Iロ

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取 締 役 支 庖 長 櫨 口 勝 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 底 東 京 日 比 谷 ・ 三 倍 ビ ル

支 庖名古屋、福岡、札械、広島、仙台、富山

出 張 所 愉 浜 、 金 沢 、 静 岡 、 高 松

空 調設 備 の 買

設 計 ・ 施 工

郡朝日三業社

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

大阪市東淀川区加島町357 111話 ( 302) 2271 - 9(代)

向 上

東京都港区芝浜松町2 ー7 包括 (434) 6171 ( 大代)

北海道 ・ 仙 台 ・ 名古昼 ・広 島 ・ 福 岡

釧 路 ・ 盛 岡 ・ 横 浜 ・ 神 戸

本 底

大阪支社

東京本社

支 l苫

営 業 所

空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

衛 生 設 備

' ⑪ 三建設備工業株ま奮社

大 阪市都 島区都 島 本通.4 - 10 - 30 電 話 (922) 6 2 5 1 ( 代 )

東京都中央 区 日本橋械設町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431( 大 代)

名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金沢 ・新 潟 ・ 横 浜

大阪支庫

本 社

支 社

電 気 ・空 調 ・給 排 水 ・ 衛 生 設 備 ・設 計 施 工

e  大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 知 巳

本 庖 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 6 0  包括 ( 441) 8231大代

支 底 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 神 戸 ・広 島

出 版 所 京 都 ・岡 山 ・ 高 松 ・ 熊 本 ・ 横 浜

新 潟 ' W 山 ・ 福 井 ・ 盟 国

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
晃

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電 話 ( 363) 大代表1371

東京都千代悶区神回小川町2丁目 l 番地 電話 ( 292) 代表7751

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番22号 電 話 ( 47) 代表4535

福 岡 市 大 名 1 丁目 8 番 12号 電 話 ( 76) 代表3795

名 古 屋 ・ 富 山・ 金 沢 ・ 福 井 ・ 京 都 ・松 江

設 計 施 工

生

気

水・ 衛

房・ 換

排

冷

給

暖

. 6.  

' :z:t 
商株 式 会 社

社

庖

本

支

所

取締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・ 電 話 大 阪372局7 l 51( 代)

京 都市東山区大和大路正面上 ル 電 話 京 都561局4945( 代)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー ・電話神戸34局 5 8  9  2  

均年守

プし
阪 城 口 研大

株 式

会 社

出張所

社

A 、

ヱミ
業 株 式工賀須

1:i- '!(:;干，nn ・空気鯛辛口設備・給排水衛生設 備・塗装! l t 備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 凍 機/ 設 計 ・ 製 作 ・ 術 工

建材社

株式

会社宮昌吉平 衛 生 設 備

電 話 441- 5171

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 1 4  

広 一 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・ 京 都 ・神 戸 ・福 岡

出張所ー北 九州

本社 ・東京支底= 東京都中央区銀座 6 - 6 ー7 ⑨ (572)7411 代

大 阪 支 庖 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑨ (203)3721 代

名古屋支底= 名古屋市中区錦 2 - 2  - 13 ⑨ (2ll ) 1535 代

出張所= 札 税・仙 台 ・豊 田・金 沢・神 戸

広 島・松 山・福 岡 ・ パ ン コ ッ ク

⑧
び

支

営業所 一 広 島

水道 ・衛生・暖冷房・民f也管 L' lJ

設 計 並 施 工

( 旧E智雄久孝事務所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田J 1  1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東京本社 東京郎千代国区大手間T 2 の 8 /lI:.l 也( 日本ピル)

7屯芯 J括苫 3束4反E京 (α27河0) 7  4  1  1  証醤ｾ ( 代 」必量)

劇Lω申脱単市f市哲大j泊曲酉4 T丁e目l吋宇L切事hルU且卦銀4ピJルレ '，'I!ぺ./i

宮金. ，以J代丈 市 '昂河 附 開町r 2  ｾ佐ｾ 1  6  ;幻;. '，1世t.!，f，イ合骨 ｪμｾ ii '  ｾ訓ＨＱＷ ＮＱ
偏 j片t- rf有j (1御却 4嘗書 2  の i  '，tl昔色‘ :，1.， Ｃ雨 ｾｪＮ 井十 t品"2些剖:i: i6

，ι刈f:羽(，¥、f怯2 市 2  骨倖宇 r  9  '，t!也むI.!‘，!祈止 ιＮ ，位ｾｪＩＡｩ Ｑ 甘 Ｕ
1羽山市大( J ¥ 3  8  0 の l 屯，1/，間山，2i J ' >486

冷 凍 冷 蔵

⑧ 括 研 ; 告 線 繍:ifi i i l :t

地 盤 凍 結空 気 調 和

• 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンタービル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 ( 06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03) 262 - 3  2  4  1  - 4 番

本

所

所

所

所
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業

業
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冷 房 ・ 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 腐

大 阪 市 北 区 北 関 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 (814) ( 代表) 5  1  5  1  

支 庖 出 張 所 名 古 屋 ・福 岡 ・ 札 幌 ・ 仙 台 ・高 松 ・ 広 島

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 嗣 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 唐 東京額千代田区丸の内 2 の 2 丸ピ Jレ6 7 6 号

官I Ui'; 212( 代 )3751

大 阪 底 大阪市西区土佐纏通 l の l 大間ピ ル 6 1  6 号

電話 443代 3361

札 幌 庖 札幌市北十条西 1 8 丁目 3 6 番 地 電 話 61(代)4371

名 古 屋 庖 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号千代田ピル 5 1 4 号

制 孟 261( 代: 胸 l

京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電 話 68l (代)1781

ヰ土本

京 事官 庖
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1  

空 調 設 備 の 頁

@  平' " 互業株式会社

設計・地工

仙 台 支 l苫

名 古 屋 支 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 柄 通 2 の 2

空気調和 ・恒規恒湿・冷凍 ・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

T E L  ( 441 )刊 1994 . ( 443)  f伏) 0331

暖・冷房・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

@ 不ニ熱紅葉織ま舎紅

品 詞

ー←
妻子Iｦｩｾ＠高回

大阪市南区i I I ti 桜 町 2 - 5  0  電話 261- 2436聞

東京都大国区丙馬込 1 - 2 - 1 電話 773- 1231開

銀 座 ・ J兵 絵 ・ 京 喜s . 神 戸 ・ 福 岡

本 唐

東京支庖

営 摸 所

大 阪 市 北 区 傍 回 8 番 地( 新阪 急 ピ ル 81渚)

屯 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

束 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大 阪 支 庖

社本

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

工

.，n! 1I診 空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・ 製 作 ・ 施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

、

社

大阪市西区点町堀 1 丁目 6 2  1[ 活(443) 代表8161- 9  

名古屋市中村区水主町 l 的 1 2  電話( 541) 096以551) 1655

東京都港区ぷ坂 2 丁目 3 - 1  2  

亦 板 ピ ー ク ビ ル 5 階 電 話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生田 F 北長狭通 7丁目 l の 1 電話 (34) 1778 ・4386

A

Q

一

A
式株業田山

本 社

支 応

出張所

阪 市 北 区 堂 Jゐ 浜 j必 1 - 2  5  ( 新大ピル)

包 括 大 阪 (344) 1  5  1  2  ( 大代)

東京都中央区日本橋本石田14 - 2  ( 三井第二別館)

東 京 名 古 屋 出 張 所 九 州|

崎 玉 県 北 足 立 都 ・ 東 京 郎 足 立 区

社

庖

岨

吻

大

本

支

工

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ ・ドア ・シャ ッター

設 計 ・ 製 作 ・ 施 工

鋼 機 株 式

空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換気・除塵設備

く m哩型里コ

社

大阪市東区高f I f ! 橋 5 - 4 5  ( 興銀ピル別館)

電 話 ( 06) 202 ー7745番( 代表)

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

電 話 (03) 902- 3111番( 代表)

東 京 ・名 古 屋 ・ 仙 台

A

Q

一

A
E丹

本社・エ場

庖

E里

大 阪 支 庖

東 洋 製 工 靖 信 機 式 会 批 大 阪 安 倍

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 場 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 1吉 名 古 屋 ・ 福 岡
支

3舎町産房副S

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃ｉｉＺｾＮ可 ＺｾＺｕ ＺｬＺＮ

司 F電'ー....
_，旬、 * 洋キャリア工業( 株) 製品販売庖・特約工事庖

!∞l 日本冷熱工産株式会社

ミ: : 7 本社及大阪営業所謡史富市吉明1f11旬附

温湿度調整・暖冷房・換気闘は・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 主 主 田 町 2 0 番 地 の 1

包括(681 ) 5 1  0  1  - 5  夜 間 専 用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37( 天満紙北結)

電話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 円 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ⑬7431 - 3  

大 作 市 打 出 浜 13 ー15 包括 0775 ⑫ 9 7  3  8  

w 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話③ 3 6  1  0  

<<，，，，m. 
⑨ 

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 笛 田 町 3 0 電 話 1 ＾ｾｾｾ＠ (  ｾ＠ ｾ＠ ｾ＠ ｾ＠ >代)
』 地 1( 364) 0  9  7  7 、

本 社 東 京 者s 千 代 田 区 丸 ノ 内 3 - 2  ( 新東京ピル)

11]; J舌 ( 211) 8  5  1  1  .  8  5  6  1  ( ( 吃)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

でIl ，1舌 ( 971) 3  6  2  1  

会 社

ヰ土

大 阪 営 業 所

本

、.

四日市営業所

大 津 出 張 所

津 営 換 所

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト ・ カ ー リ フ ト

製 作計

壬rt.

6又
給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

お 顎 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

69 

( 351)  49271-1:: 

4540 

( 328)  0364代

( 328)  0363代

長 尾 正 大

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 (天六阪急ビル)

大 阪 営 業 所 ( 351) 4927代 サービス. 黛所

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 渇

電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

都 ・ 福 岡

大 阪 市 大 i走区中 dt 南i l fI 4丁目 11

出 張 所 = 京



電 気 設 備 ⑤

気 株

代表取締役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 朝日ピルディング

T E L  代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 沼 通 り 4 の 8

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

京 都 市 西 京 極 君11 三 反 田 町 1 1 の 5

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 位 田T /  1 目 2 2  

Ｑ 註 ＮｉｉｾＮ 大阪 ＨＳＶＲＩ 8  7  0  1  

1東 京 荷11 港 区 赤 坂 1 了 目 5 m: 7  

? 笹 川 (481) 8  6  2  1  { ¥: 必

名 古 尾 ・ 札 帆 ・ 稲 ! 日l

h旦 川 ・ 償 浜 . i.兵 怯 ・ 姫 路 ・ 尚 訟

電 気 設備 の 頁

設計施工

社

A

Q

Z

 

式電陽

ヰ士

営 業 所

朝

本

社

宇土

東京文社

」正 l;1i 

業 所

牛;

営 業 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高斑僑五丁目二八番地 ｾＱｬ話大阪 ＨＲＰＲＩＰＳＲＵＭ 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁目 4 番 地 5 号

支 社 札 峡 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・福 岡

出張所旭川・白河・償 ｪ 兵・ ｬｾＧ 争問 ・ 富山

社

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 社 長 小 林 四 郎

本 社 大 阪 市 此 花 区 恩 賞 南 之 町 7 3  

1 l t I J 工事本部 T E L ( 0 6 )  4 6 2 - 1  3  0  1( 代)

A

S

A

 

エ藤エ太 陽

6  9  

1  ( 代)

大 阪 市 北 区 野 崎 町

T E L ( 06)  313 - 3  4  5  

施 設

工 事 本 部

， 

社

設 計 ・施 工

A

Q

一

A
式

司'

ネ来
信
一
刈

電 気 工 事

号B

司，本中

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 区 ' i " 江 東 之 町 三 r 同 一 IL

1包 Illi 大阪( 9 : H ) {¥: U  7  3  4  1  - 5  

0 3 8 8 ・2 1  9  3  

大阪市械京区野江東之町 三丁目・ ｾ ＢｴＧ ｴｴＮＡｬｩ 大阪 ＨｾＺｉｉＩ ＷＨｘ ｊＴ

4T良県i，)j l所市御同通り : 160 .，也tli 御 所 わ 2607 ・42.'i!)

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 底 東 京 ・名 古 屋 ・舞鶴・大阪南 ・神 戸 ・広島・九州

A

Q

E

 

式

英
一
言

口

2

4

1

 

株

原

業

粟

工

取締役社長

原栗6注

資 材 倉 庫

奈良営業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 皇 町 1 T 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 ( 472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川区西五反図 6丁目 25番 11号 ( 徳 島 ピ ル )

電 話 東 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

ェ

市

圏

〈

敏

設事工

t

司
雷】

社一一
一

株 式 会 社

キ土

I苫

営 業 所

本

支

夫

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ピ ル 7 階)

屯 ぷ ⑮ 3 6  7  1  ((¥:) 

東 京 邸 中 央 区 日 本 係 箱 崎 町 3 丁 目 2 番 地

屯 ぷ ⑪ 1 4  7  8  (代)

川 崎 ・ 相 模 原 . ey . 悩 山

林代表取締役

キ土

!i5 

本

支

群出 張 所出 張 所

宝 電 幽 株 - t A
E@.  Tst: 年末 ' : z4 

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O ( 堂 ピ J レ三階)

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 ー 2 3  ( 辻孝ピル)

電 話 ( 542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

包 括 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 ・甥 市 ・ 高 槻 市 ・姫 路

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ富士電業株式会社

社

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工事 設 計 施 工

ゐ

K  

」

μ

l

'

L

 

取締役社長
社

宇土

本

支

大 阪 市 西 区 北 堀 以 上 辿 l 了日 6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9

東 京 ・名 古 出 ・IL 品 . f;，¥ li 司

社本

営 業 所

営業所
市神出張所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東 京 都 港 区 新 橋 5 - 3 4 - 6 . t 目馬ピル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848.  (431)  8435 

大阪南・札帆 ・名古屋 ・四日 di . 除山・徳山

中 央 電 気 工 業 株 式

取 締 役 会 長 今 村 騰

取 締 役 社 長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 悔 ケ 枝 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大 代 表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・ 名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・ 和 歌 山

松 山 ・京 都 ・草 津 ・ 静 岡 ・ 水 島 ・福 岡

A

Q

一

A

ネ土

A

Q

一
品

電 気工 事 ・計 装工 事 ・設 計 施 工

取締役社長

大社

東京支I j ! i

本社本

所張出

支 庖

営 業 所

70 



") 

‘  

建 材 ・ そ の 他 の 頁

奉 仕 感 謝 の 庖

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

サ ン エ ス

s s s  タイル新発売

( カタログ進呈)

⑪ 認 '11 淳 窯 業 高 志

@園

Standard 

「時

Board&.Slate 

窓掛、鍛帳、日際、壁紙室内装飾級降、舗床材一般

東洋リノリュームの東リ ' h- ぺ. . ，ト発売元

⑥ 亀 井 株 式 舎 社

⑩ 

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋)

電E重 大 阪 (251) 1353 ( 代) - 6 ・9996

営業所 名 古 屋 ・ 福 岡

ト弓 1 ・ヒューム噂

ベン手/"-9-- ミ〉ホール

大阪市北区与力町一ノーO

電 話 大阪 ( 358) 4  0  3  1  

営| ・ 内 念 車 内 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

業| ・化粧壁材ソリジットスタイン吹付

品1 ・ 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

目| ・ 樹 指 蛭 石 エ パ テ ッ ク ス 吹 付

タ パ 黒 木 反 本社営業所、大阪市東住吉区駒川町 3- 54 電話 (702)代7814- 6  

特約代理盾・東 京 ・ 名 古 屋 ・金沢 ・ 広 島 ・ 今 治 ・福 岡

K A N D A N  

・ 空 気 調 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

・各種送排風機 設 計 施 工

41D/ 自民磨君鰐舘

71 



炉

.  
W 

• 

サ ッ シ

カ ー テ ン ウ オ ー ル

ガ
ン-、

-
，
，
，
 

今

一

ツ

ア

ヤ

ド

、ン

套ZE 三 高 製 作 所

N. G. C. 式

米 国 パ ブ コ ・ ア ス フ ァ ル コ ン パ ンド l 自 信 書

米国バイヤーラ ・ア ス フ ァ ル コ ン パ ン ド J ＮＮｾ＠

各 種 シ ー 卜 防 工 事 責 任 施 工

新 防 水 材 リ ベ ッ

内外: 2 業株式会経

震 111イ色空手t?' )

色メント官汚水

/1¥俣シャEγ9- 工業者朱式会社大阪支庖

認 黒 川 化 学 工 業 所

本庖工場神戸市東灘区住吉町反高林 T E L 側 2723

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ' y q-

ド ア ー

責 任 施 工

大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津 町 3 丁目 16番 地

• 

製 造 発 売 元 ・

• 

曲目i

ス チ ー ル

y J レミ

ス テ ン レ ス

武

• 

P 可

工場

/1¥ f 実

• 

標準包〆ント防水斉11

• 
特 許 ニ ッ ポ ン 防 水 液

ニ ッ ポ ン 防 水 液 B 号

ニ ッ ポ ン 急 結 液 壱 号

ニ ッ ポ ン 耐 寒 剤

ニ ッ ポ ン 防 水 目 地 材

ビ ル コ ー ト

米ヰ寺言午

• 

近代建築の要求す る

工

作Z

施

• 

。

言十

製

建 材 の頁

• 

設!

72 



建 材 の 頁

A E  

S i  ｾ＠

社

..-0、

%t  

j歴柏 原

電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  
2  4  

。

大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀川区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

‘'  

漆

喰

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

特

長

)

全国有名建材l吉又は当社へ

⑧ 

発 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

号予 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本 町 4 丁目 2 6 番

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

-

寸

，

‘

，

品

C

・

・

す

ジ

か

-

・

新

い

す

ゾ

・

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

舗

御

紛

軌

・

・

王

座

・

革 新 塗 料

毒見る

① ソ フ ト な 感 覚 、 優 雅 な 味

② ペ イ ン ト 塗 料 に { 憂 る

③ 塗 り か え 自 由

⑤ 吹 付 施 工 も

@ 洗 い も 下 地 も

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソレ ｊｾ

q ィ5，z，

コート

( 特長)

-J.騒

音 株 式

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

而サ而す

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 ( 538) 2951- 5・( 541) 5757- 9  

営 業 所 東 京 ・ 高 微 ・ 明 石 ・ 姫 路 ・ 四 国 ・ 中 国

イ寸i星音水火
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久よ

わが武智工務所は 45年の歴史と

伝統のある会社であるが，経営ト ッ

プも私と同世代であり経営感覚も

斬新で、あるし急伸長な企業だけに

勤続年数 ・学歴等に関係なくやる

気のある人 ・できる人は抜擢も受

けるし ，場も与えられる 。従って中

堅幹部も私同様途中入社の人が多

い。 また本年度は業界でも画期的

な新工法の開発にも成功した。 こ

れから入社してくる諸君の活躍の

場は無限である 。私も新人諸君に

負けない様に益々自己啓発に努め

がんばっていく決意である 。

こぞって諸君の入社を待つ。

営 業 部 的 弱 l町
_， 
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私の入社は 昭和43年 2 月31才の

途中入社である 正直いって工業

高校の化学科を卒業以来 1 3 年間

合成樹脂業界一本でやってきた私

にとって，土木建築用の特殊基礎

を製作施工する武智工務所という

全く未知の分野に身を投ずること

に少からず勇気を要した 。

しかし私は， かねてからどんな業

界であろうと扱う商品の基礎知識

さえマスターすれば，あとは仕事に

勇気と情熱と誠意をもって当 れば

必ず道は聞かれる … という信念を

持 っていた 。私のこの信念は武智

工務所に入社して，日を経ずして

立証された 。

入社した年の 8 月社内懸賞論文で

私のマーケ ッティングに関する論

文が一位入賞し，惑の 12月にイン

ドネシアへ視察旅行に派遣される

栄を受けた。翌44年 4 月の新年度

から第一営業部を任される抜擢を

受けた。 そして良き先輩の引立て

も受け，部下にも恵まれて売上目

標も裕々と達成の見通しである。

一 一各 種 基 礎 杭 設 計 施 工 =- - -

ｾ株式書粧高智 ｅ 務ｊｩ ｦｩ

名 古 屋 支 窟
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マ ノ ー ル 製 品

〈雪 J 与ダ- T用〉

防 水 剤

急 結 剤

早 強 剤

接 着 剤

剥 禽世 剤

防 凍 剤

エ ス コ ー ト

( セメン 卜起 泡剤 )

ア コ ー ル

( 空気迎行剤)

賓 黄 華

( 着 色 剤 )

電F I " II. 防水剤

マノール防水剤は、屋上、内外壁、地下室

などのモルタルやコンクリート、ブロック

の防水、防湿に最適です。

その上、亀裂予防はもちろん、作業能率も

著る しくあがり、仕上り面が特にきれいな

点にも λ 気があつまっています。

エ

宮

認 油脂，( 1 : 工事主

東京都品川区大井1 - 15-1 電東京 (774)4111代表

山

電 大阪 (971 )4765- 6 

電名古屋 (231) 5440 

電 福 島 (34) 7 4 2 8  

電 盛 岡 (22) 2  2  0  4  

大阪市東成区西今里町 2 - 4 8

名古屋 市中区門前町 5 - 3 7

福島県信夫郡吾妻町下野寺遠原

盛 岡 市 南 大 通 3 - 1 2 - 5 0

大 阪 営 業 所

名古屋営業所

福 島 営 業 所

盛 岡 営 業 所6診

-'i7t - qイトB号

日本セメン卜防水剤製造所

卜 増 強 防 水 剤セメン

株式会社

日本建築協会優夏謹明

型仕

f:i< 

録 Ｍ ｾｾ ｾ

贈

呈

- 基 礎 施 工 の 悪 僚 件 を 克 服 す る

自 信 三 品 杭蔵 置 式

大 阪 I 打点|玄山;J/1U品 2 - 2 0  (ρ i 間 新 ピ ル )

T E L 大 阪 ( 202) 3233 (代 ) .  7501 ( 代)

名 古 屋 市 1:，' 区錦 1 - 3ー 2 ( 殖 産 住 宅 ビ ル )

T E L  才，古 殿 (211 )  3  0  8  6  ( 代)

大 阪 市 住 吉 区 北 1mf: l 応 I I I T 5 - 2 7

T E L 大| 坂 (672) 3  2  2  3 ・3 2  2  4  

愛 知1 日。l 海 世11 ltl l  ')11; 日 開I 佐 古 本

T  E  L  'J 午;<;0; ( 7 )  1 1 9 1 守 1 1  9  2  

ヰ土

名 古屋 営 業所

本特 許 . 第 2 3 3 7 4 4 号

特 許 ・ 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 . 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 . 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号
大 阪 工 場

名 古 屋 工 場

訴 智 工 務 所検 玉 究 会 社

日 本 建 鉄2  

P S 80Aレディメ

。〉

ドサッシ
-固・・・

P A80A.  P A70Aサッシドア

ネ土

T E L 束 京 ( 270) 6511( 大 代 )

T E L 大 阪 ( 34 1) 4 3 31 ( 代)

i 斗

": Lζ  式

東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 - 8  

大 阪 市 北 区 梅 田 町 4 7  ( 新阪神ピノレ )

株室失建本日

本 社

大 阪 支 府
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- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採用 し た 耐 久 品

. . . - j s: ，刊は特に各音11品の材料を吟 l床し、表面が錆

びないようポンデライジング加工を施した上

に防錆塗装 をしております。

・焼イサ塗装仕上製品の他に、他の持出し吊の腕

部 ( 吊込後! 手から露出する部分) に s U  S  27 

( 18. 8) ステンレス製 へアーライン仕上の化粧

カバーを付けてあります。

・回転部分にナイロンベアリング及びスラスト

ベアリングを似入しであ ります。

・，JI] 製の設計製作をも歓迎欽します。

三 後 建 材 工 業 株 式 会 私

- 弊ヰ土 製:lL枠 イ寸

ピ ポ y ト ヒ ン ジ

(;1: 

実 用 新 実 登 録

第 5 173 16号 の

立 枠 に は 何 ん ら

低 触 致 し て お η

ま せ ん 。

Ir 

ヘ

ー

川

山¥'、

本 社 大 阪 市 生 野 区 巽 矢 柄 町 151 f i (06) 751 ー3653 - 5/ 東 京 出 張 所 東 京 都墨 田 区 本 所2 ー 11ー 11 宮 ( 03 )623 - 7677

わが国初の戻り燃焼方式. グ

8 0 0 型

W T P水管ボイラ

. 2 5 yH ま で ト レ ー ラ で 輸 送 で き ま す

4寺許ニ出願中

特 長

. ホ イ ラ 効 率 90 - 88 %  

・すす吹きは ワンタッチ

・構 造 簡 単 ・小 形 軽 量 〈その他の営業品目 〉

・ス チ ームア ンフ。が早い 用廃水処理装置

I  l1 省珠

本 社 ・ 工 場 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 北 l 丁 目 11 番 地 電 話 ( 0 6 ) 4 5 8  - 8 6 8  1  ( 代)

東 京 支 I苫 東 京 都 中 央 区 八 重 ，州 6の 7 城 辺情 ヒ ル 電 話 ( 0 3 ) 2 7 2 - 2721 ( 代)

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 区 新 栄 町 ! の 6 中 日 ビ ル 電 話 ( 0 5 2) 262 - 245 1( 代 )

札 幌 2 6 - 8 0 1 8 福 岡 7 6 - 3 1 4 6 滋 賀 工 場 ( 07758 ) 7  - 145 0  

. ご入会のお申込は ・社団法 人 日本建築協会 大阪市東区北浜3 - 37 電話大阪( 06) 23 1  -9648 ・9649 ・9640 振 替 口座 大 阪39975番

-E  

定価 300円 (送料共)


